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第九話　タバサとシルフィード








「こ、こんなちびすけがわたしのご主人さまなんて……」

　魔法学院の女子寮の窓に頭を突っ込んで、イルククゥはわなわなと震えた。自分が、『使い魔召喚の儀』で呼び出されたのは、今け朝さのこと。

　人間の使い魔になることは、とりたててイヤではなかった。竜の巣にいたころから、人間はどういう生活をしているのか興味があったし、この竜の巣を出て独り立ちしたいとも考えていた。なにせ自分の一族は、人目につかない場所で、俗世間から切り離された修道僧のような生活をしているのだ。外への興味を失い、そこで毎日お祈りばかりして過ごしている。幼いシルフィードにとっては、退屈きわまりない生活だった。

　自分たちの巣の外に出たいと言ってみたら、両親に烈れつ火かのごとく怒られたのを覚えている。

『イルククゥ、外の世界は危険でいっぱいなのよ。人間たちはね、小さくて力はないけれど、魔法や恐ろしい武器を使うの。一匹だけならなんてことはないけど、あいつらは数が多い。そんな危険な〝外〟に行くなんて、母さんは絶対に許しませんからね』

『いいかねイル。我々はね、古い一族なのだ。少しでも長く生きることが、この世界に対する恩返しなんだよ。したがってあらゆる危険性は排除されねばならない』

　きゅいきゅい、とわめいてみても、両親は絶対に首をたてに振らなかった。そんなときに、目の前にゲートが開いた。一族の長老たちからいろいろと教わっていたシルフィードは、それが人間の開いたゲートということがわかった。

　使い魔を得るために開いたゲートということも……。

　いっしょにいた両親は、苦々しげにそのゲートを見つめ、イルククゥに言った。

『人間どもが開いた扉じゃないか』

『わたしの娘をさらうつもりね！　ああおそろしい！』

『イルや、決してくぐってはいけないよ』

　でも、イルククゥはそのゲートを見つめていると……、どうにも両親の言葉に従うことができなかった。新しい世界への期待と好奇心が胸いっぱいに広がり、我慢できなくなってしまったのである。

　両親の足を軽くかみ、別れの挨あい拶さつをすると、イルククゥは制止の声も聞かずにゲートに飛び込んだのだった……。

　イルククゥは期待に震えた。この自分を使い魔にするぐらいなのだから、さぞや立派な大魔法使いが現れるのだろう。

　人間の中にも、そういった偉大な人物がいることは聞かされていた。だが、気き後おくれする必要はない。なにせ自分は古代より生き続ける韻いん竜りゆうの一員。この世で一番尊とうとい生き物じゃないか。とりあえずそんな大魔法使いからいろんなことを吸収し、眠ったような自分の一族に土産みやげ話ばなしを届けてやろう……。

　そんなことを考えながら、ゲートをくぐった先には……。

「…………」

　小さな青髪の女の子がいた。メガネの奥の翠すい眼がんが、どこまでも涼しげな少女だった。身長より長い杖つえを握り、ぼんやりと自分を見つめている。

　この少女が、自分を召喚したのだろうか……。にしては、大した使い手には見えなかった。というか子供じゃないの！　とイルククゥは不満に思った。

　周りには、似たような格かつ好こうの少年少女が集っていた。

「風竜じゃないか！」

　誰だれかがそう叫んで、イルククゥはむっとした。自分は風竜なんかじゃない。偉大な古代の眷けん属ぞくである。

　きちんとそのことを説明しなければいけない。一番わかりやすい方法は、そう、しゃべることである。さて、口を開こうとした瞬間……。自分を呼び出した目の前の青髪少女は、すっと目を細めると、唇に指をあてたのである。

　なんだろう？　〝しゃべるな〟ということだろうか？　だが、周りの少年少女たちは、口口に言い合っている。

「風竜を使い魔にするなんて、たいしたもんだな！」

「でも、幼生じゃない？」

「それでもたいしたもんさ！」

「アルビオンの風竜かな？」

　こんな風に風竜風竜言われて、我慢ができるわけもない。今度こそ怒鳴りつけてやろうと口を開こうとしたが……。

　青髪の少女が自分を睨にらんだ。その眼力に押されてしまったのは、相手が自分の主人になるべきメイジだからなんだろうか？　とにかく、イルククゥは開いた口を、おとなしく閉じたのだった。

　さて、目の前の少女は、自分を無表情に見つめるのみ。この自分を使い魔にするというのに、なんの感慨もないようだ。

　少女はすっと手を差し出した。

　どうしようかと迷ったが、否も応もない。イルククゥは身をかがめた。

　少女と唇を交わす。ついで身体からだが燃えるように熱くなり、足の裏に使い魔としてのルーンが刻まれた。

「ミス・タバサ。無事に終わりましたね」

　禿はげあがった頭の男が、満足げに頷うなずく。どうやら彼は集まった少年少女たちの指導者であるようだ。そして、この自分を使い魔にしたメイジの少女はタバサというらしい。そのタバサはそれ以上興味がなさそうに、ぷいっと後ろを向くと歩きだした。

　なにこのちびっこ！

　イルククゥはぴくぴくと怒りで震えた。こんなちびっこが、わたしのご主人さまなの？　全然すごくない！　どこからどう見ても、ただの子供じゃない！

　使い魔召喚の儀は続いていた。

　みな、様々な幻獣を呼び出しているが、自分のような竜族はいない。中にはサラマンダーとかマンティコアとか呼び出しているメイジもいるが、そのほとんどはフクロウだのカラスだのネコである。最後の女の子なんか、人間の男の子を呼び出して激しい笑いを買っていた。

　つまり、大したことない。

　普通、わたしみたいな竜呼び出したら喜ぶんじゃないの？

　ちびっこのくせになまいき！

　イルククゥのタバサに対する第一印象は、そりゃもう最悪だったのである。




　そんな感じだったから、イルククゥがその夜、窓から頭を突っ込んで寝ているタバサに呪じゆ詛その言葉を投げかけたとしても、無理からぬことだった。

　というか、使い魔にしておいて、ほったらかしとはどういうことだろう。

　イルククゥはぶつぶつと、お前なんかジャイアントモールに食われればいいとか、このイルククゥが許しても大いなる意思がお前のちびさかげんを許さないのねとか、その青い髪なんなのどういうはしゃぎかたなの、ところでおなかがすいただの、心の赴おもむくままにぶつぶつと暴言を吐きだしていた。

　すると、むくりとタバサはベッドから起き上がった。どうやら眠っていなかったようだ。ちらっとイルククゥに視線をうつす。ただそれだけなのに、イルククゥはびくっと身体からだを震わせた。

「な、なんなのね……」

　タバサは、ぽつりとイルククゥに告げた。

「これから、しゃべるの禁止」

「どうして……」と言おうとしたら、タバサはぴょんとジャンプして、自分の背中に跨またがってこようとした。イルククゥはそんなタバサを振り落とす。タバサはなんなくフライで浮かぶと、イルククゥの耳に顔を近づけた。

「我々人間は、韻いん竜りゆうが絶滅したと思っている。騒がれたら面倒」

「どうしてわかったのね」

「目が違う」

「当然なのね。おばかな風竜なんかとは、頭の中身が違うのね。わたしたち韻竜の眷けん属ぞくは……」

「言語感覚に優れ、先住の魔法を操る」

「先に言わないでほしいのね。じゃあ、そんな偉大な韻竜のわたしに、しゃべるな、ということがどんな意味を持つのかわかるわよね？」

　イルククゥは澄ました顔で言った。だが……、まったく表情を変えずに自分を見つめるタバサの視線が痛い。

「な、なんなのね……」

　ちびっこのくせに妙な迫力を持っている。その上、この少女は自分が韻竜だとあっさり見破ったのだ。この子、実は只ただ者ものじゃないのかしら……。

　きゅい、きゅい、きゅい……、とイルククゥの口から、情けない鳴き声が漏れた。

　なんなのかしら！　わたし、こんな小さい人間に怯おびえてるの？　この韻竜のわたしが？　人間なんかに？　理性がそう訴うつたえかけたが、本能が逆らうことを許さない。

　結局、イルククゥはこくりと頷うなずいた。

　タバサは再びベッドに潜もぐり込む。イルククゥはやっとそこで緊張から開放され、深いため息をついた。

　開け放した窓からは、真下の部屋の声が響いてくる。少年と少女が、怒鳴りあっているようだ。

「じゃあどうして俺おれはやってこれたんだよ！」

「そんなの知らないわよ！」

　どうやら、先ほど使い魔になった少年と、主人になった少女が揉もめているようだ。下の人たちも大変なのね、とイルククゥは小さくつぶやく。

　しかたない、今日はもう寝ようと思ったが、どこで眠ればいいんだろう？　首を伸ばして、毛布越しにタバサをつつく。むくりと、タバサが起き上がる。

　イルククゥは目をつむり、首を横にかしげて眠るさまを表現した。するとタバサは、すっと外を指さした。好きな場所で寝ろってことだろうか？　なんかかなり適当な扱いをされている気になったが、怒っても始まらないのだろう。

　なんでこんなちびっこの使い魔なんかになっちゃったのかしら。

　ああ、運が悪かったと諦あきらめるしかないのね……。

　イルククゥは中庭に降り立つと、そこで眠りについた。




　翌朝……。

　イルククゥが目を覚ますと、タバサが目の前にいた。なんなのね、と言おうとしたが、すぐに口を閉じる。しゃべるなと言われていたことを思い出したのだ。タバサは無言でイルククゥに跨またがると、空を指示した。

　イルククゥは飛び上がる。高度三千メイルほどまで上昇すると、タバサはシルフィードに告げた。

「この高さまで上がったら、しゃべってもいい」

　イルククゥはすぅ、と息を吸うと、早口にまくしたてた。

「まずはごはん！　おなかがすいたのね！」

「わかった」

「わたし、あなたの言うことなんでも聞いたんだから、ご飯ぐらいは優遇してもらうのね！」

　タバサはこくりと頷うなずいた。

「でも、その前に、お仕事」




「……あのちびすけ。ほんとに竜使いが荒いのね。まったく、いくら外の世界を見てみたかったからって、使い魔なんかになるもんじゃないのね」

　タバサがイルククゥに命じたのは、〝人間に化けてトリスタニアに買い物に行く〟というものだった。当初、イルククゥは面倒だったので『人間に化ける？　そんなこと不可能なのね』ととぼけた。だが、博識な自分の主人は〝韻いん竜りゆうが魔法で人間に化けることができる〟ということまできちんと知っている様子だった。

「ご飯につられたとはいえ……、このわたしをつかいっぱにするなんて、罰当たりもいいところなのね！」

　魔法学院のメイド服を着せられたイルククゥは、ぶつぶつと文句を言いながらトリスタニアの街を歩いた。思い返すだけで、もう、むしゃくしゃしてたまらない。石ころを蹴け飛とばしたり、頭をかきむしってみたり……。通行人が、何事か？　といった表情で、そんなイルククゥを見つめていた。

　タバサの注文は、本屋で、何冊かの本を買ってくるというもの。授業があるからと、タバサは自分に命じたのだった。

　タバサが書いてくれた地図を頼りに、イルククゥは本屋へと向かった。

　最初はカッカしていたが、単純な性格のイルククゥはそのうちに楽しくなってきた。

　なにせ初めて見る人間の街は、驚きと興奮に溢あふれている。

　イルククゥは通りゆく人々をじろじろ眺めたり、屋台を端から覗のぞき込んでみたりした。見たことのない、様々な品が並んでいる。綺き麗れいに染められた布や、いろんな形の壷つぼ。何に使うのかさっぱりわからない道具……。

　大道芸人が行うジャグリングを興味深そうに眺めていると、すっかり本屋のことなど忘れてしまった。ピーヒャララ、と笛の音が聞こえてきた。少年聖歌隊のパレードだった。イルククゥは思わずあとをつけてしまう……。

「ここどこなのね」

　ふと我に返ると……、自分の居場所を見失ってしまったことに気づく。一いつ旦たん迷うとどうにもならなかった。

　雑然と入り組んだトリスタニアの街は、ほとんど生まれ育った山と森しか知らないイルククゥにとって、ハードルが高すぎた。あっという間に完全に迷ってしまう。

「……参ったのね」

[image: ]

　途方にくれて、イルククゥはとある寺院の横に座り込んだ。ぎゅるる[image: ][image: ]、とおなかが鳴りはじめる。

「おなかがすいたのね……。きゅい……」

　そのとき、イルククゥの鼻び孔こうを何かがくすぐった。目の前の店から、その匂においは漂ってくる。イルククゥはふらふらと立ち上がると、匂いのあとを追った。

　窓から覗のぞくと、そこでは太ったおかみさんが肉を焼いていた。どうやら食堂らしい。思わず、イルククゥは口からだらだらと涎よだれを垂らし始めた。

　店の中にいた客や、おかみさんが、そんなイルククゥを怪け訝げんな顔で見つめる。なにせ、どこぞの奉公人の格かつ好こうをした妙みよう齢れいの女性が、周りの目を気にせずに涎を垂らしているのだ。しかも、イルククゥはまったく意に介したそぶりもない。

「なんだいあんた。おなかがすいたのかい」

　おかみさんが、困った顔で言った。

「すいたのね」

「食べたいんなら、普通に店に入って注文しておくれ。そんなところで涎を垂らされたら迷惑もいいところだよ」

「するのね」

　ふらふらとイルククゥは、店に入ってきた。

「お金はあるのかい？」

「お金？　ああ、これなのね！」

　イルククゥは、タバサから預かった金貨を見せた。イルククゥを責めてはいけない。この韻いん竜りゆうの幼生は、お金の存在は知っていたが、その意味までは理解していなかった。つまり、使ったらなくなってしまうものだということを知らなかったのである。見せれば通用する、許可証かなにかのように感じていたのだった。

　ひょいっとおかみさんはそれを取り上げて行ってしまった。あれ？　持ってっちゃうの？　と一瞬疑問に思ったが、おかみさんはお釣りといっしょに料理を運んできた。崩された小銭を見て、イルククゥは喜びの声をあげた。

「増えた！」

　それから料理の皿を見て、

「すごい！」

　夢中になって、イルククゥは料理にかぶりついた。一口食べて、イルククゥは感動の涙を流した。

「おいしいのね！」

　いつもイルククゥたちは、生肉とかを食べている。技術がないわけではない。自然の恵みをありのままに得る、という思想から来る習慣だった。調理されたものを食べるのはこれが初めてだったが、火を通し、味付けを施された肉はイルククゥの脳のう髄ずいを直撃したのだった。

　時間も忘れ、イルククゥはがつがつと料理をむさぼった。気づくと、目の前の硬貨は銅貨一枚っきりになってしまった。どうやらお金というものは、使ううちに形を変えるらしい。これ以上変わったらなくなってしまうかもしれない。それは困る。

「……あんた、よく食べるねえ」

　呆あきれ顔のおかみさんに、イルククゥは焦った顔で尋ねた。

「本屋はどこなのね！」

　おかみさんに教えてもらって、イルククゥは本屋に向かった。そこは、何度も通った道にあった。よくよく考えてみると、本屋というものがどういうものか、イルククゥは知らなかったのだ。

「てっきり、このバッテンが壁についてると思ってたのね」

　タバサが地図に書き入れた×マークを見ながら、つぶやく。イルククゥは本屋のドアを開け、中に入った。所狭しと本が積まれている。真新しいインクの匂においと、埃ほこりと羊皮紙のすえた匂いが鼻をついた。店の奥に腰かけた初老の店主が、じろりとイルククゥを睨にらむ。

「なんだね？」

　イルククゥはタバサに持たされたメモを渡した。それを見つめ、店主は奥から書かれたとおりの本を取り出してくる。

「金」

　イルククゥは、先ほど一枚残った銅貨を渡した。

「おいおい、これじゃ全然足りんよ」




　イルククゥは途方にくれて、道端に座り込んだ。

「お金は使うと、なくなっていくのね。同じ一枚でも、材料によって価値が違うのね。ひとつ勉強になったのね」

　勉強にはなったが、本は買えなかった。どうしよう、と一瞬不安になったが、すぐにイルククゥは開き直った。

「どー考えてもあのちびすけが悪いのね！　お金は使ったらなくなるものだということをきちんと教えなかったのがよくないのね！」

　でも……、この失敗が原因で、ご飯を抜かれたらどうしよう？

『失敗。罰。ご飯なし』

　あのタバサに、無表情でそんなことを言われたら？　イルククゥは恐怖でガチガチと震えだした。

　思わずイルククゥは立ち上がり、大声で叫び始めた。

「誰だれかー！　誰かお金をくださいなのね！」

　通行人は、かわいそうな人を見る目で、そんなイルククゥをスルーしていく。イルククゥは膝ひざをつき、首を振った。

「というかあのちびすけ！　帰ったらかんでやるのね！　そりゃもう絶対なのね！　この古代種のわたしに、お使いなんかさせること自体、間違っているのね！」

　そんな風に暴れていると、一人の紳士が近づいてきた。いやしからぬ身なりの中年男性である。

「娘、金が入用なのか？」

「とっても入用なのね！」

　そう勢いこんで叫ぶと、老紳士は微笑ほほえみを浮かべて、『ついておいで』と言った。こりゃもっけの幸いとついていくと、そこは街の外だった。

　紳士はイルククゥを人ひと気けのない森の端まで連れていく。そこには一台の馬車が止まっていた。

「さてと、じゃあこの目隠しをしてごらん」

「するのね」

　言われるままに、イルククゥは目隠しをした。

「では、ちょっと縛るね」

　なんかヘンだと思ったが、お金をくれるというのでしかたがない。イルククゥは言われるままに、ぐるぐる巻きに縛られた。

「お金はまだなのね？」

　そう尋ねると、いきなり身体からだが数人の人間によって持ち上げられた。

「なんなのねー！」

　どすん！　とそのまま硬い板の上に放ほうり投げられ、イルククゥは悲鳴をあげた。

「いたいのねー！」

　すると、ドスの利いた低い声が響いた。

「さわぐな！」

　同時に頬ほおを張られる。目隠しがずれて、イルククゥは状況を理解することができた。

「なんなのね？」

　そこは馬車の荷台の上だった。見ると、自分と同じように縛られた女の子が何人も泣いているではないか！

「……これはいったいどうしたことなのね？」

　未いまだ事情がよく呑のみ込めないイルククゥは、そんなことをつぶやいた。

「ねえねえ、あなたたち、いったいどうして泣いているのね？」

　隣の、黒髪の少女に尋ねてみた。

「おうちに帰りたいよぅ……。うえ……、えっぐ、ひっぐ」

「帰ればいいのね」

「帰れないよう……、だって、さらわれちゃったんだもの……」

「さらわれた？」

　一人の男が荷台に乗りこんできた。マスケット銃と酒の瓶びんを握りしめている。

「こら！　娘ども！　泣くんじゃねえ！」

「あんたたち！　なんなのね！」

「あん？　なんだテメエ？　ああ、さっき、ヒンギスが連れてきた足りねえ娘か。金をやると言ったらついてきたって。そうか？」

「お金がないと困るのね！」

　男はがっはっは！　と豪快に笑った。

「俺おれたちゃ、見ての通りの人さらいよ。今からおめえらは、ゲルマニアのお得意さんに売られるのさ」

「お金で？」

「そりゃそうだ！」

　イルククゥは、ぐぬぬぬ、と怒りに身を震わせた。どうやら、自分を含めたここにいる娘たちを、お金でやりとりしようというらしい。意思持つ生き物を、まるで本や料理のように売買しようだなんて！

　さて、ではこの古代種、怒りの赴おもむくままに連中を退治してあげます。竜族がどんだけ偉いのか、無知な人間どもに教えてあげるのね！　と、イルククゥは変身を解こうとした。

　しかしその瞬間、激痛が走った。

「んぎゃー！」

　大きくなろうとした身体からだが、ロープに締めつけられたのである。

「おいおい、そのロープにゃ魔法がかかってるんだ。そう簡単にゃ切れねえよ」

　イルククゥはじたばたと暴れたが、どうにもロープは切れなかった。周りでは、少女たちが諦あきらめきった顔で、そんなイルククゥを見つめている。

「まったく！　お前たち人間はほんとどうしようもない生き物なのね！　小こ狡ずるくて！　卑ひ怯きようで！　こんなしょーもない魔法なんか使って！」

「おいおい、お前だって人間だろうが。金につられてほいほいやってきたんだろ？　観念しな。あと、魔法をしょーもないなんて言うんじゃねえ。ホンモノのメイジさまがいるんだ。耳をちょんぎられるぜ」

　そこまで見張りが言ったとき、御者台から魔法の矢が飛んで、見張りの男の目の前の床に突き刺さる。

「余計なことをしゃべるんじゃない」

　御者台に座った、フードを被かぶった男が低い声で命令する。

　どうやら、今の魔法はそいつが飛ばしたらしかった。イルククゥをここまで連れてきた男が、そのメイジと並んで座っている。

　それだけじゃない。

　自分たちが乗せられた馬車の後ろから、さらに一台の大きな別の馬車がついてきていた。どうやらそこには、女の子ではなく、頭と言われる男が乗っているのだろう。

　馬車には鷹たかを模した旗が掲げられている。乱暴なことで有名な傭よう兵へい団の旗だった。貴族崩れが率いる団だったが、最近戦争がないので、こうやって諸国を巡り歩いていては、盗みや人さらいを行い日々の糧かてを得ているのだった。

　そんなことは、イルククゥにはわからなかったが、メイジの数だけは計算できた。今魔法を飛ばした男と、頭とで、メイジは少なくとも二人……。おまけに武装した兵隊もいる。

　魔法を使うメイジの恐ろしさは、散々両親から聞かされていた。人間は小さくて力もないけれど、魔法を使うメイジだけは油断できない。中には自分たち竜族を倒してのけるような使い手も存在する……。

　そんなのが二人もいたら、元の姿に戻ったところで勝ち目は薄い。とんでもないことになってしまったと、イルククゥは後悔した。こんなことになるのなら……、故郷の〝竜の巣〟で、ぬくぬくと暮らしていればよかった。外の世界を見てみたいと思ったばっかりに……。もし、自分が竜だとバレたら、あっというまに殺されてしまうだろう。

「きゅい……」

　ああ、両親が助けに来てくれないだろうか？

　だが、ここは故郷から何千里も離れた場所だ。イルククゥは、自分が何も知らない、無力な存在に過ぎなかったことを、ひしひしと実感した。




　夕方になるころ……、馬車は国境の関所についた。少女たちが期待にざわめき始める。こんな風に、年とし頃ごろの女の子たちが縛られていたら、絶対にお役人が見み咎とがめるはずだというのだ。イルククゥもそんな会話を聞いて、わくわくし始めた。

　だが、現実は厳しかった。

　中年の役人が二人、馬車の中を覗のぞき込んできた。見張りの男はニヤニヤと笑みを浮かべている。もったいぶった仕草で、上官と思おぼしき貴族が目録を見つめながら、

「積つみ荷には小麦粉とあるが……」

　すると、見張りの男はさらに笑みを深くした。

「どっからどう見ても、立派な小麦粉でしょう？」

　見張りの男は、懐から革袋を取り出し、それを役人に手渡した。中を改め、役人はもったいぶった様子で頷うなずいた。

「なるほど。確かに小麦粉だな」

　少女の間から、絶望のため息が漏れた。そんな様子を見て、イルククゥは怒りに震えた。こ、こいつら！　どいつもこいつも許せない！

「お、お前たちという人はー！　もう最悪なのね！　きゅい！」

「なんだ？　お前は！　小麦粉がしゃべるか！　黙ってろ！」

　しかし、イルククゥの怒りは収まらない。

「きゅいきゅいきゅいきゅいきゅいきゅいきゅいッ！」

　怒りに任せて、イルククゥは〝変化〟の呪じゆ文もんを解いた。

「な！　なんだ！」

　馬車の中とその周りは、パニックに包まれた。イルククゥの身体からだが光りだし、徐々に徐徐に竜の姿をとり始めたからである。

「ト、トカゲ！」

　ロープに膨張が遮さえぎられ、未いまだ小さいままなのでそう見えたのだろう。

「トカゲじゃないのね！　きゅいきゅいきゅい！　いたい！　きゅい！　でも我慢！」

　イルククゥは手足が千切れそうな激痛に耐えた。そしてとうとう、イルククゥの膨張力が魔法ロープの強度を上回った。

　バシィッ！　と何かが破裂する音と共にロープは切れて、イルククゥの身体は膨れ上がる。

　急速に大きくなるイルククゥの身体に押しつぶされて、女の子たちが悲鳴をあげた。

「きぃやああああああああああああ！」

　馬車の幌ほろが破れ、イルククゥは完全に竜の姿をとった。見張りの男や、役人たちはその衝撃に吹き飛ばされる。

　地面に転がった少女たちをかばうように、イルククゥは翼を広げた。

「くけー！」

　あまり迫力の感じられない雄おたけびをあげる。我に返った見張りの男がマスケット銃を握って立ち上がる。

　男は引き金を絞った。

　マスケット銃は、火打石の火花が火皿に移り、さらに薬室に収められた黒色火薬に引火して弾を撃ち出す。その構造から、その発射にはどうしてもタイムラグが生じた。人間相手ならいざ知らず、自分は最強の幻獣、竜族の一員だ。

「遅いのねー！」

　大声で怒鳴りながら、イルククゥは男を前足で払った。同時にドーンッ！　と銃口から火花と共に弾丸が撃ち出されたが、あさっての方向へと飛んでいく。吹き飛ばされた見張りの男はしたたかに地面に打ち据えられ、気絶した。

　役人たちが杖つえを掲げるのが見えた。役人メイジたちは、突然現れた竜に驚きつつも、呪じゆ文もんを完成させ、空気の塊を撃ち放った。

　ハンマーでしたたかに殴られたような衝撃が、イルククゥの頭を襲う。だが、怒りに我を忘れたイルククゥはその痛みに耐え、魔法を唱えようとした。

「ほんとの風ってものを教えてあげるのねー！」

　だが……、イルククゥはどうにも戦いは素人だった。敵は、役人だけではなかったのである。御者台にいた二人のメイジが、背後から〝蜘く蛛もの糸〟と呼ばれる魔法を放った。ネバネバと絡みつく糸が、あっという間にイルククゥの自由を奪う。ゴムのような弾力を持つ〝蜘蛛の糸〟は、イルククゥが暴れようがわめこうが、千切れない。

　再び囚とらわれの身になったイルククゥは、悲しみの呻うめきを漏らした。杖なしに唱えられる先住の魔法にしても、身動きが取れなければ精霊に呼びかける身振りができない。

「この竜……、突然現れやがって……、いったいなんだっていうんだ？」

「誰だれかがこの竜に、女になる魔法でもかけたんだろうさ」

　どうやら、イルククゥが先住魔法が使える韻いん竜りゆうだとは気づいてないらしい。

「とにかく、仕事の邪魔だからやっちまおうぜ」

　男たちは杖を掲げた。イルククゥは観念した。ああ、まさかこんなところで空むなしく命を落とす羽目になろうとは……。もし、生まれ変わりがほんとうにあって、再び竜に生まれることができるなら、絶対に竜の巣からは一歩も出ないのね……。

　だが、自分を襲う魔法の代わりに、イルククゥが目にしたものは……。

　巨大で猛烈な竜巻が、杖を構えた二人のメイジを吹き飛ばすところだった。

「ぐへッ！」

　メイジたちは立ち木に激突して、そのまま地面へと崩れ落ちる。激しい砂すな埃ぼこりの中、ゆらりと小さな影が現れた。

「ち、ちびすけ……」

　それは、遠く離れた魔法学院にいるはずの自分の主人、タバサであった。相変わらず眠そうな目のまま、ぼんやりと突っ立っていた。

　だが、その姿から立ち上る雰囲気は、尋常ではなかった。魔力に鋭い韻いん竜りゆうであるイルククゥには、その小さな身体からだが発するオーラが、並々ならぬことがわかった。

　こ、このちびすけ……、只ただ者ものじゃない！

　後ろの馬車から、ゆらりと一人のメイジが降り立った。〝頭〟と呼ばれていた人物だろう。そいつを見た瞬間、イルククゥは震えた。

　それは、一人の女性だった。年は二十を過ぎたばかりだろうか？　全身から発されるオーラは、タバサに劣らぬ雰囲気をかもし出している。

　この人……、強い！

　元は名のある貴族だったのだろう。長い銀髪の下、鋭い目が光っている。杖つえを構える仕草も堂にいっていた。

　倒れたメイジが、彼女を見て哀願するような声をあげた。

「あねご！」

「まったく、だらしがないね。油断するなと、いつも言ってるだろう？」

　それから彼女はタバサを見つめると、唇の端を持ち上げて冷笑を浮かべた。

「おやおや、あんたは正真正銘の貴族のようだね。こりゃちょうどいい」

　タバサは無言で女頭目と対たい峙じした。その目は、まったくいつもと変わらない。

「どうしてメイジが人さらいなんかやってるんだ？　って顔だね。あんたは貴族のようだから、きちんと冥めい土どの土産みやげに教えてやろう。あたしは女だが、三度の飯より〝騎士試合〟が大好きでね。伝説の女隊長のように、都に出て騎士になりたい、なんて言ったら、親に猛反対されたのさ。で、こうやって家を出て、好きなだけ〝騎士試合〟ができる商売に鞍くら替がえしたってわけだ」

「ただの人さらい」

　タバサがそれだけ言うと、女頭目はにやりと笑った。

「そりゃあ、食うためにはしかたないさ」

「あねご！　やっちまってください！」

　倒れた手下の男たちが叫ぶ。女頭目は首を振った。

「なに、これは騎士同士の〝決闘〟だよ。順序と作法ってもんがある。さて、正々堂々といこうじゃないか」

「わたしは〝騎士〟じゃない」

　タバサは短く告げて、杖つえを構えた。すると女頭目は、首を振った。

「〝騎士試合〟に付き合わないっていうんなら、あの竜と女たちに魔法を飛ばすよ」

　杖をイルククゥや縛られた少女たちに突きつけ、女頭目が言った。どうしても、決闘ごっこに興じたい様子だった。

　女頭目は杖を構えると、優雅に一礼した。めんどくさそうに、タバサもそれに合わせて礼をした瞬間……、女頭目の魔法が飛んだ。

「卑ひ怯きよう者もの！」

　思わずイルククゥは叫んだ。なるほど、実力が同等と見て取って、確実に勝てる方法を選んだのだろう。風の刃やいばが、タバサの胸を襲おうとした瞬間……。

　タバサは驚くべき反応速度で、横に飛んだ。

　女頭目の目が丸くなる。

　一瞬で呪じゆ文もんを完成させたタバサは、その体術に驚く女頭目めがけて魔法の矢を放った。勝負は一瞬でついた。魔法の矢は、女頭目の持った杖を切り裂き、同時にその服を地面に縫いつけたのである。

　信じられない、といった顔で、女頭目はタバサを見上げた。あれほど素早く身体からだを動かせることも驚きながら、その魔法の詠唱の素早さと、コントロールの正確さは感嘆に値した。魔力は同じでも、それを扱う腕前は、天と地ほどの差があったのである。

「あ、あんた、何者……」

　女頭目は、信じられないといった顔で、タバサを見つめた。

「ただの学生」

　タバサは、小さな声で答えた。




　人さらいたちと、賄わい賂ろを受け取った役人たちを警けい邏らの騎士に引き渡し、少女たちを自由にしてやったあと、タバサはイルククゥの背に跨またがった。

　イルククゥは素直にそれを受け入れた。

　魔法学院へと戻る空の上、タバサは無言で本を読み始める。さっきのことなど、まるで意に介した風もない。そんな態度に、イルククゥは底知れぬ何かを感じた。

　もしかしたら……、この小さい女の子は、とんでもない大物なのかもしれない。だって、こうしていると、さっきのような鋭い体術や魔法さばきを繰り出せるようにはとても見えないからだ。同じ魔法でも、扱う者によってその鋭さは変わる。

　イルククゥは、ただの少女にしか見えないこの人間のメイジが、そんな鋭さを秘めていることに素直に感嘆した。

「あ、あの……、タバサさま。どうもありがとう。助かったのね。でも、どうしてわたしの居場所がわかったのね」

「あなたの視界を、わたしも見ることができる。使い魔と主人は、一心同体。行き先の見当をつけて、馬で先回りして駆けつけた」

　イルククゥは、素直に感激した。同時に、今までの自分の態度を恥じた。

「昨日はごめんなのね。ちびすけとかなんとか、わたしひどいこと言ったのね」

「…………」

「そ、その上……、このわたし、本を買うのも失敗したのね」

　それまで無言だったタバサは、本から顔を上げた。イルククゥは思わず目をつむった。何か、罰を受けると思ったのだ。しかたない。自分は散々失礼な言葉を投げかけただけでなく、迷惑をもかけてしまったのだから。

　だが、タバサの言葉は思いもよらぬものだった。

「シルフィード」

「え？　それ、なんなのね？」

「あなたの名前。〝風の妖よう精せい〟って意味」

　イルククゥは電流に打たれたように、感激に打ち震えた。この小さな自分のご主人様は……、あれだけ失礼な態度をとった自分の名前を、考えてくれたというのである。

「素敵な名前ね！　きゅい！」

　それ以上、興味はないといった風に、タバサは本に視線を戻す。ただ、ちょっと嬉うれしそうに頬ほおに赤みが差しているのをイルククゥは見逃さなかった。

　そんな態度が、さらにイルククゥ……、いや、今や新たにシルフィードという名前も得た韻いん竜りゆうの心をくすぐった。

「可愛かわいいのね！　わたしも嬉しいのね！　なまえ！　新しいなーまーえ！　きゅいきゅい！」

　なんだか楽しい気分になってきた韻竜の娘は、陽気にはしゃぎ始めた。

「ねえねえ！　タバサさま！　わたし、タバサさまのことをお姉さまって呼んでいいかしら？　わたしのほうが身体からだは大きいけれど、なんだか、そう呼ぶのが相応ふさわしいような気がするのね！」

　こくりと、タバサは頷うなずいた。この女の子は一見無口で、無愛想なように見えるけど……、ほんとうは情の厚い、優しい子なんだと、イルククゥは思った。おまけに、あれだけ魔法を巧みに扱う使い手でもある。

〝もしかしたら自分は、すごい魔法使いの使い魔になったのかもしれない〟

　そう思うと、イルククゥの心に、なんだか跳ねたくなるような好奇心が満ち溢あふれてきた。

　きっと、これからの生活は刺激に溢れた素晴らしいものになる。

　双月の明かりが照らす中、イルククゥはきゅいきゅいと楽しげにわめき続けた。
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第十話　タバサと老戦士








「まったく！　トリステインに帰る暇もなく、次の仕事ですって！　あの従姉姫イザベラの扱いってば、まったくなってないのね！　きゅいきゅい！」

　タバサをその背に乗せて、シルフィードがわめいた。ここはリュティスから三百リーグほど南に離れた上空三千メイルの空。

　軍港サン・マロンで、連続爆破事件を解決したタバサがプチ・トロワへ任務完了の報告をしに戻ると、そこでは新たな命令が待っていたのだった。

　イザベラが、薄笑いを浮かべながら命じた任務は……。

「まったく、お姉さまは疲れているっていうのに、討伐任務をやらせるなんて！　そんなお仕事は軍隊にでも任せるのね！」

「軍は暇じゃない」

　ぽつりと、タバサは言った。シルフィードは気づいたように首を振る。

「ああ、そっか。トリステインと、あの空に浮かんだ国の間で戦争が始まっちゃったから、ガリアは軍隊を動かすわけにはいかないのね。戦争になると、いつもは軍隊がやっている仕事まで回ってきて、てんてこまいで大変なことになるのね。きゅい！　どう、お姉さま。シルフィのこの政治分析、すごくない？　褒ほめてなのね！」

　シルフィードがそう言ったが、タバサはどこ吹く風。ただ、黙々と本を読みふけるのみ。そんな主人を見て、シルフィードは鼻を鳴らした。つまらない。

「そんな風に無視してると、シルフィ悲しいのね。ああもう！　お姉さまが無愛想なのは、やっぱり、恋人がいない所せ為いだと思うのね！　恋人をつくるのね！」

　しかしタバサはそんなシルフィードの小言にもどこ吹く風。恋人の一人でもできれば、タバサも明るくなるだろうに、とシルフィードはいつも思う。だけども、こんな性格では恋人のできようはずもない。まったく、人生とはうまくいかないものである。

　しかたなしに、シルフィードは話題を変えた。

「ところでお姉さま、今回は、いったい何を討伐するのね？」

「コボルド退治」

　シルフィードは、ほっとした。コボルドは、犬のような頭を持つ、亜人の一種である。力も知能もたいしたものではない。平民の戦士でも、なんとかなるような相手だった。

「だったら、あんまり心配することないのね。のんびりやるのね」




　ガリア南部の山地の中に、アンブランと呼ばれるその村はあった。上空から見ると、三方を山に囲まれた、まるで陸の孤島のような場所だった。一番近い街から、徒歩で三日も離れている。

「随分と人里はなれたところにある村ねー。こんな村に、住んでいる人なんかいるのね？」

　シルフィードがそんなことを言ったが、着陸してみると、村は意外なほどに栄えていた。ばっさばっさとシルフィードが村の真ん中に降りていくと、たくさんの村人たちが出迎えた。

「おやぁ、竜だ。竜！」

　村人たちは、人なつっこい顔でタバサとシルフィードの主従を見つめている。タバサがぴょこんと降り立つと、村人たちは朗らかに笑いかけてきた。

「おやおや！　この村にお客とは珍しい！」

「なんだか随分とのんびりしたところなのね」

　コボルドに襲われているというから、殺さつ伐ばつとした雰囲気を予想していたのだが……、村人たちの顔に悲ひ愴そうな感じは見受けられない。

　集まった村人たちの姿に、タバサは妙な違和感を覚えた。どこがどうおかしいというわけではない。誰だれも奇妙な格かつ好こうをしているわけではない。集まった村人は老若男女取り交ざった、ガリアのどこの村にでもいるような人たちである。タバサはその違和感を振り払う。

〝連日の任務で疲れているだけだ〟

　そう自分に言い聞かせる。

　人の輪から、小さな女の子がちょこちょこと出てきてシルフィードに抱きついた。

「竜さんかっこいい！」

「え？　そ、そうなのね？」

　しゃべってしまってから、シルフィードは、はっ！　としてタバサの方を振り向いた。タバサは無言のまま、シルフィードを見つめる。

「……ご、ごめんなのね」

「…………」

　タバサは無言のままである。

「……つ、つい、なのね」

　タバサは無言のまま。

　その無言が怖い。シルフィードの額ひたいから、じりじりと汗が流れた。脂汗である。緊張のあまり、体表から分泌液が流れてしまったのである。

　かぱっ！　と口を開け、シルフィードは深呼吸した。それから、村人たちに向き直る。

「このシルフィードは、ガーゴイルなのでごんす」

　緊張のあまり、語尾が変化してしまったシルフィードは、おそるおそるタバサの方を振り向いた。無表情のまま、タバサは杖つえを振り上げた。

「ご、ごめんなさいなのねッ！」

　思わず頭を抱えてうずくまる。するとタバサは、表情を変えぬまま、杖つえの先から水を噴出させた。しゃああああ……、と流れる水を見つめて、タバサがぽつりとつぶやいた。

「水芸」

　どうやら、自分をビビらせただけのようだ。コケにされたシルフィードは立ち上がると、かぷかぷとタバサの頭をかんだ。

「こ！　この無表情の無口の無愛想小娘がッ！　お前ってやつは！　お前ってやつは！　なのね！」

　そんな様子を見て、村人たちは楽しげに笑い転げる。だが……、一人の男の怒声が、そんな平和な空気に水を差した。

「こりゃああああああああ！　きさまらぁああああああ！　なにをしとるかぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　駆け寄ってきたのは、槍やりをかついだしわしわの老人だった。真っ白な髭ひげと髪が、相当の高齢であることをうかがわせる。時代がかった甲かつ冑ちゆうに身を包み、かついだ長ちよう槍そうがいかにも重そうだった。

　それでもかくしゃくとした足取りでタバサたちに近づくと、槍を突きつけた。

「怪しいやつ！　名を名乗れ！」
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　村人の男が呆あきれた声で老人をたしなめる。

「ユルバンさん、このお方は貴族ですよ。おそらく、お城からいらした騎士さまでしょう」

　ユルバンと呼ばれた老戦士は、目を見開いてタバサを見つめた。

「ふむ……、よくよく見ればマントをつけておられるな。だが、貴族さまといえど、わしの許可なくしてこのアンブランに立ち入ることは許されぬ！」

「おじいちゃん、何者なのね？」

　シルフィードが口を開くと、ユルバンは口をあんぐりと開けた。

「りゅ、竜がしゃべった？」

「ガーゴイルなのね」

　シルフィードが得意げに嘘うそをつくと、ユルバンはまじまじとシルフィードを見つめた。

「随分とよくできたガーゴイルじゃのう……」

　だが、そんなとぼけた顔もつかの間、ユルバンはすぐに我に返り、再びタバサに槍やりを突きつける。

「貴族のお嬢さま、無礼を許されよ。わしはユルバンと申すもの。恐れ多くも領主のロドバルド男爵夫人よりこの槍を与えられ、このアンブラン村の門番兼警士として治安を預かっておる。わしの言葉は男爵夫人の言葉と心得られよ。さて、神妙に名乗られ、当村にやってきた理由を述べていただきたい」

　その口上に、シルフィードが顔を真っ赤にさせた。

「まったく！　わたしたちはコボルド退治にきた花壇騎士なのね！　わざわざ助けにきてあげたのに、その態度はなんなのね！」

　すると、ユルバンは驚いた顔になった。

「なんと申した？」

「コボルド退治にきたって言ったのね」

　すると、ユルバンの顔が悔しさにゆがむ。

「うぬぬぬぬぬぬぬ！　あれほどわし一人で十分だと申し上げたのに……、ロドバルドさまは、まだこのわしが信用ならぬとおっしゃるのか！　ええい！」

　ユルバンは槍を構えると、ひょこひょこと歩き出した。タバサも、無言のままその背を追って歩き出す。残されたシルフィードは、いったい何事だろうと、村人に尋ねた。

「あの人、なんなのね？」

「あのユルバン爺じいさんは、この村を守っている兵隊なんだが……、未いまだに自分が優秀な戦士だと思ってるんだよ」

「昔は相当な使い手だったらしいが、今はあのとおりさ」

「一人でコボルド退治に行くっていきまいていたんだが、年寄りの冷や水もいいところだ。いや、あんたがたが早くきてくれて助かったよ。あと三日もすればあの爺じいさん、痺しびれを切らして飛び出していっただろうさ」

　村人たちは、笑いながら言った。だが、その言葉にバカにするような雰囲気はない。頑固な老人にしか見えないが、村人には愛されている存在なのだろう。

　ユルバン老人が向かう先には、立派な門構えのお屋敷があった。どうやらそこが、この村の領主である、ロドバルド男爵夫人とやらのお屋敷なんだろう。シルフィードはぷかぷかと浮き上がると、タバサのあとを追いかけた。




　ロドバルド男爵夫人の屋敷は、小さいながらも手入れの行き届いた綺き麗れいな貴族屋敷だった。ユルバン爺さんのあとに続いて、タバサも扉をくぐる。すると、執事と思おぼしきでっぷりと太った中年男性が奥から駆けつけてきた。

「ユルバンさん、いったいどうしたね？」

「奥様はおられるか！」

「書斎におられるが……」

　ユルバンは執事の方を見向きもせずに、ずんずんと奥へと進んでいく。執事の男はタバサに気づき、一瞬怪け訝げんな顔つきになった。

「おや、お嬢さま。当家に何用ですかな？」

「花壇騎士、タバサ」

　タバサが名乗ると、執事は驚いた表情になったが、すぐに笑みを浮かべた。

「お城からいらした騎士さまですな！　遠いところをありがとうございます。ささ、奥様がお待ちでございます。こちらへ」

　タバサが召使に案内されて書斎へと向かうと、ユルバンの大声が聞こえてきた。

「奥様！　いったいどういうことですか！　奥様のお言いつけどおり、コボルド退治を延期してみれば！　王都からあのような年端もいかぬ少女を呼びつけるとは！」

　ユルバンの前には、困った顔の銀髪の老婦人がいた。どうやら彼女がロドバルド男爵夫人らしい。

「だって……、ユルバン、あなた一人ではさすがに……」

「このわたくしの腕がご不満だというのですか！　ああ！　嘆かわしい！　私は、五十年以上もロドバルド家、ひいてはこのアンブランを守ってきた男ですぞ！　コボルドごときに後れをとるはずがありませぬ！」

　ユルバンは入ってきたタバサを見るなり、大声をあげた。

「おお！　これはこれは騎士さま！　今聞かれたとおり、騎士さまの手を煩わずらわせるほどのことはありませぬ！　さっそく王都へお戻り願いたい」

　タバサは無言のまま、直立した。

「これ、ユルバン。失礼ですよ。せっかく遠方からいらしてくださったというのに……」

「貴族とはいえ、子供ではありませぬか。見たところ、戦いの経験もなさそうだ」

　つまらなそうに鼻を鳴らすユルバンを無視して、ロドバルド男爵夫人はタバサに近づいてきた。

「ようこそ。あなたが、リュティスからいらしてくれた花壇騎士どのね？」

　タバサは頷うなずくと、短く名乗った。

「ガリア花壇騎士。タバサ」

　ふん！　とユルバンは部屋を出て行こうとした。その背に、ロドバルド男爵夫人が声をかける。

「ユルバン、わかっているとは思いますが、この騎士どのがいらしている間は、この村を出ることを許しません」

「どういう意味でしょうか？」

「あなたには、村を守るという大事な役目があります」

　ユルバンの顔色が変わった。

「つまり、それは……、この私を討伐隊から外すということですかな？」

　ロドバルド男爵夫人は頷いた。

「いけませぬ！　そればかりは認めることができませぬ！」

　苦しそうな声で、ロドバルド男爵夫人は告げた。

「これは命令です」

　なんと……、とユルバンは絶句し、悔しそうに首を振ると部屋を出て行ってしまう。

　ロドバルド伯爵夫人は、タバサに向き直る。

「失礼を許してくださいね。悪い人ではないのよ。ただちょっと、責任感が強いというか……」

　タバサはどうでもいいという風に、頷いた。

　ロドバルド伯爵夫人は、タバサに討伐依頼の説明をした。

　コボルドの群れが、ここから徒歩で一時間ほど離れた廃はい坑こうに住み着いたのは、一ヶ月ほど前のこと。未いまだ村は襲われていないが、数匹の偵察隊が様子を探りにやってくるようになった。コボルドは用心深い。おそらく、こちらの防備がたいしたものではないとわかれば、一気に襲ってくるつもりなのだろう……。

「群れの規模は？」

「廃はい坑こうの大きさからして、おそらく三十匹ほどかと……。大丈夫でしょうか？」

　タバサは頷うなずいた。

「よかった。では、今日はこちらにお泊まりになられて、ゆっくり英気を養ってください」




　タバサは食堂に案内された。そこには温かい料理が用意されていた。テーブルにつき、フォークをとり、タバサは目の前の肉料理と格闘を始めた。一口肉を口に含み、タバサはわずかに眉まゆをひそめた。

　味が……、薄いのである。とにかく塩っ気が足りない。見たところ、ロドバルド男爵夫人は独り身のようだ。年寄り相手の料理なので、味が薄いのだろう、とタバサは見当をつけた。

　とにかく文句をつけるのは失礼なので、黙々と口に運ぶ。

　見ると、窓の外からシルフィードがこっちを見ている。その口から涎よだれが長く垂れている。

「…………」

　タバサは立ち上がると、窓を開ける。するとシルフィードは、大声をあげた。

「きゅい！　お姉さまだけご飯ずるい！　シルフィも食べる！　食べるのーのーの！」

「おやおや、しゃべる竜とは珍しいですね」

「ガーゴイル」

　タバサは淡々と告げた。

「そうなのね。ガーゴイルなのね」

　そう言うシルフィードの目は、料理に釘くぎ付づけである。ロドバルド男爵夫人は、しばらくシルフィードを見つめていたが、

「こちらにも料理をお出しして」

　と、背後に控える執事に告げた。大きな鍋なべごと運ばれてきたスープに、シルフィードは喜び勇んで口をつける。

「味が薄いのね！　きゅい！」

　思わずシルフィードが叫ぶ。そんなシルフィードの頭を、タバサは杖つえでぽかぽか叩たたいた。

「ご、ごめんなのね！　でも、シルフィはもうちょっと塩からい方が好みなのね」

「大変失礼しました。年寄りの味付けなものですから……」と、ロドバルド男爵夫人が言った。

　塩と胡こ椒しようを利かすと、やっとマシな味になった。食事が終わると、ロドバルド男爵夫人は、タバサに言った。

「騎士どの……、先ほどのユルバンのことでお願いがあるのですが……。おそらく『自分も連れて行け』とあなたに言うと思います。その際、きっぱりと断っていただきたいのです」

　タバサは、じっとロドバルド男爵夫人を見つめた。

「あのとおり、ユルバンはかなりの年でございます。本人は未いまだ若い者には負けないと申しておりますが……、亜人相手の実戦には耐えられないでしょう。彼は何十年も、わたしたちのために尽くしてくれました。今や、夫も子もいないわたしには、家族のようなものなのです」

　男爵夫人の言葉は、ユルバンに対する慈愛で満ちていた。あの老戦士に危険な橋を渡らせるわけにはいかないから、わざわざ自分を呼んだのだろう。

　タバサは頷うなずいた。




　自分に用意された客間に引っ込むと、タバサは本を取り出した。本を読みながら、明日の作戦を考える。コボルドはたいした敵ではないが、油断は禁物だ。ただのコボルド戦士ばかりなら問題はないが……。

　すると、扉がノックされた。そういえばシルフィードの姿が見えない。人に化けて入ってきたのだろうか？

「誰だれ？」

　と問うと、しわがれた声が響いた。

「わしです」

　ユルバンの声だった。タバサが扉を開くと、平服に着替えた老戦士が立っていた。年の割には、よく見ると腕も胸も引き締まっている。若いころ鍛きたえたことを窺うかがわせる、かなりがっしりとした身体からだつきだった。

「…………」

　タバサがじっと見つめているとユルバンは片かた膝ひざをついた。

「お頼み申す！　どうか！　どうかわしも明日の討伐に連れて行ってくだされ！」

「それはできない」

「そこを曲げてお願い申し上げる！　なにとぞ、なにとぞ……」

　その時代がかった熱心な仕草に、タバサは疑問を覚えた。どうしてここまで頑かたくなに危険な討伐に行きたがるのだろうか？　命を懸かけて戦いに赴おもむきたがるのは貴族の専売特許で、普通、名誉とは無縁の存在である平民は戦いなんかに行きたがらない。そのほとんどは怠なまけ者といっていい。

「どうして、あなたは討伐に行きたがるの？」

　するとユルバンは、悔しそうな声で、語り始めた。

「……わしは、かつて失態を犯したのです」

「失態？」

「はい、今から二十年も昔のことになりましょうか。この村を、やはりコボルドの群れが襲ったのです……。わしは村の門番を務めておりましたが、コボルドの群れを止めることができませんでした」

　ユルバンは一人群れに立ちふさがったが、コボルドの棍こん棒ぼうの一撃を受けて、昏こん倒とうしてしまったという。

「目が覚めると、そこはお屋敷でした。コボルドの群れは、ロドバルド男爵夫人さまが魔法でお片付けになったそうです。幸い、村に犠牲者は出ませんでしたが……、それでもわしがお勤めを果たせなかったことは事実でございます。わしは村を守るべき戦士の任を与えられながら、無様にも醜態をさらしてしまったのです」

　どうやらそのことが未いまだ深い心の傷になっているようだった。

「しかし、神はわしに名誉を挽ばん回かいする機会を与えてくれました。再びあいつらはやってきたのです！　今度こそは、しっかりと仕事をやり遂げ、あの一件で魔法を使うことができなくなってしまった男爵夫人に恩を返すべきときと存じます」

「魔法が使えなくなった？」

　タバサは、わずかに眉まゆをひそめて言った。ユルバンは頷うなずいた。

「左様でございます。コボルドの群れとの戦いは熾し烈れつを極めたそうです。ロドバルド男爵夫人も手傷を追われ、その結果……」

　ユルバンは悔しそうに首を振った。

「神の御み業わざである魔法を失われたのです……」

　タバサは首を捻ひねった。たとえ瀕ひん死しの重傷を負ったとしても、魔法が使えなくなるということはない。そんなことは聞いたことがなかった。ただ、この実直そうな戦士が嘘うそをつくとも思えない。何か他ほかの理由があるのだろう。だが、それはタバサには関係ないことだった。自分はただ、コボルドの群れを退治する。そのためだけにやってきたのだ。

「後生です。わしを連れて行ってくだされ。なに、足手まといにはなりませぬ！　こう見えても、鍛たん錬れんを怠ったことはありませぬ！　騎士さまに迷惑は決してかけませぬゆえ！　なにとぞ！」

　再びユルバンは深く頭を下げた。鍛錬を怠ったことはない、というのは本当だろう。そういった苦労が偲しのばれる身体からだつきだった。しかし、メイジならいざ知らず、身体を張って戦う戦士にとって、老体という事実はなによりの足かせだった。この老人では、コボルドの一撃さえも受けきれまい。連れて行けばどんな結果になるのか、タバサには簡単に予想できた。

「申し訳ないけど、連れて行くことはできない。男爵夫人と約束した」

　しばらくユルバンは頭を下げていたが、そのうちに諦あきらめたのか立ち上がる。

「そうですか……、やはり男爵夫人は、わしを役立たずと思っておられるのですな」

「それは違う。あなたを大事に思っているから」

　そう言ったが、ユルバンは首を振る。

「いえ、そうに違いありませぬ。せんないことを申しました。失礼をお許しくだされ」

　ユルバンはがっくりと肩を落として部屋を出て行った。




　そのころ……、シルフィードは人間に化け、ふらふらと村内を散策していた。こういうときのために用意してある外がい套とうのポケットには、タバサの鞄かばんから拝借した金貨が二、三枚入っている。

「きゅい。なんかおいしいものが食べたいのね。さっきの料理はなんだか味が薄すぎたのね」

　塩を足してみたが、根本的に味付けがなっていない。シルフィードはきゅいきゅいわめきながら、一軒の居酒屋を見つけた。

　入ると、中の客たちが一斉に振り向いた。若い女を珍しがるでもなく、すぐに再び自分たちの話題に戻る。

　シルフィードは椅い子すに座ると、さっそく料理を注文した。年配のおかみが、あぶり鶏どりの皿を運んでくる。

「いっただきまーす！」

　嬉うれしそうに一口含んで、シルフィードは顔をゆがめた。

「なにこれ！　味が薄いのねー！」

　付け合わせの酢す漬づけも、なんだか気の抜けたような味である。

「これも薄い！　どーなってるのね！」

　すると、おかみがやってきて塩と胡こ椒しようの壜びんを置いた。

「いったいなんなのね……、この村。全部が全部、味が薄いのね！」

　シルフィードは周りを見回した。村人たちはそんな料理に文句をつけるわけでもなく、普通に食べている。

「薄味の村……、きゅい」

　シルフィードはぽつりと感想を漏らした。




　翌朝。タバサはベッドから起き出すと、すぐに支度を整えた。食堂に向かうと、朝食の支度がしてあったので、遠慮なく頂く。ゆっくり食べていると、焦った顔のロドバルド男爵夫人が駆け込んでくる。

「騎士どの！　騎士どの！」

「？」

　タバサが首をかしげると、

「今日、ユルバンを見かけましたか？」

「見てない」

「おお、なんてことでしょう！　先ほど様子を見に行ったところ、姿が見えないのです！　おそらく、コボルド退治に向かったのでしょう！」

　ロドバルド男爵夫人は頭を抱えてしまった。タバサは食事もそこそこに立ち上がった。そうだとするならば……、手遅れになる前に駆けつけなくてはいけない。

　ロドバルド男爵夫人はタバサに地図をくれた。コボルドが潜ひそむ廃はい坑こうに、マークがついている。

　窓から顔を出し、シルフィードを呼んだ。自分の竜なら、先回りできるかもしれない。




　人の足なら一時間でも、シルフィードの翼なら十分もかからない。あっという間に、タバサは目指す廃坑を見つけた。

　山の中腹に、木枠で囲まれた穴が見える……。そこがコボルドの巣らしい。入り口の様子を見て、タバサは不安を覚えた。

　コボルドは夜行性で、基本昼間は眠っている。だが……、臆おく病びようで用心深いコボルドは、必ず潜んだ場所の入り口に、見張りを数匹置くのが常である。

　その見張りがいない。

　ということは……。

　タバサはシルフィードに空で待つよう告げて、素早く飛び降りた。〝レビテーション〟をかけて、ゆっくりと岩の陰に降り立つ。

　三十メイルほど離れたその岩の陰から頭を出し、タバサは慎重に廃坑の入り口を窺うかがった。

　コボルドの数は三十匹ほどらしい。今の自分なら、そのコボルドに一本ずつ〝ウィンディ・アイシクル〟を撃ち込むぐらいのことはできるだろう。

　だが、それ以上に強力な呪じゆ文もんは無理だ。また、四十発撃つこともたぶん不可能……。精神力が切れてしまう。つまり、三十本の氷の矢が、自分の武器ということだ。まあ完全に全滅させずとも、半分も片付ければ逃げ出していくだろうが。

　とにかく当初のタバサの計画はこうだった。見張りを片付けたら、入り口で火を焚たき、出てきたコボルドを一匹ずつウィンディ・アイシクルで仕留めていく。

　もしかしたら他ほかに入り口があるかもしれないが、あまり気にしていなかった。とりあえず中から燻いぶりだせばいいのだ。日の光の下なら、コボルドごとき、百発百中で氷の矢を命中させる自信があった。

　しかし……、とタバサは心の中で首を振る。

　それは、ユルバンが中にいない場合のことだ。

　もし、すでに廃はい坑こうに入っていたら。

　命を落としているならば、遠慮はないが、最悪生きたまま捕まっていたら……。

　となると煙で燻り出すわけにはいかない。ユルバンの動向が不明な以上、中に〝いる〟として行動しなければいけなかった。

　タバサはしばらくその場所で待った。だが……、ユルバンは現れない。

　自分が先回りできたのならいいのだが、と思いながら、タバサは岩の陰から身を出し、入り口に近づいた。

　入り口からすぐ、無造作に転がった捨石の間に、一本の槍やりを見つけてタバサは顔をしかめた。ユルバンが抱えていた槍だ……。最悪の展開だった。おそらく、夜明けと同時に正面から突っ込み、ここでやられたのだろう。

　血のあとは見られなかった。コボルドの戦士は棍こん棒ぼうを好む。また、コボルドはよく、人間を生きたまま捕らえ、儀式の贄にえに使ったりする。

　つまり、棍棒で殴られ、生きたまま連れて行かれた……。

　そんな自分の想像に、タバサはさらに眉まゆをひそめた。

　おまけに、見張りがいないということは……、彼らがユルバンを奥へと運んだのではないか？

　そこまで状況を推理して、タバサは行動を決めた。

　とりあえずユルバンを助け出さねばならない。

　しかたなしにタバサは〝暗視〟の呪じゆ文もんを唱えた。水系統の〝暗視〟は唱えたものに闇やみの中での視界を与える呪文だ。

〝水〟は二番目に得意な系統とはいえ、長時間使えば精神力は相当に消耗する。それに、廃坑内で戦うことになる。となるとここを住すみ処かとしているコボルドに地の利があった。

　簡単だと思っていたコボルド退治が、急速に危険さを纏まとい始めた。




　タバサはゆっくりと、ひんやりとした廃はい坑こうの中を進んでいった。辺りの岩や石を踏んづけて音を立てないように注意しながら奥へと向かう。〝暗視〟の便利な点は、この呪じゆ文もんが〝かけ捨て〟であることだった。一いつ旦たん唱えれば、一定の時間、術者に暗中の視界を与えてくれる。したがって、他ほかの呪文を唱えることができた。

　タバサは〝ウィンディ・アイシクル〟を唱え、杖つえの先に矢をまとわりつかせた。その数は三つ。咄とつ嗟さに、別々に撃てる数だった。同時に現れたのが三体までなら、一瞬で屠ほふることができる。

　タバサは足を止めた。

　突き当たりの曲がり角の奥から気配がする。タバサは身をかがめた。

　ウグルル、ウグルルル……。

　現れたのは、コボルドの一隊だった。身長はタバサよりわずかに高いだけだが、その腕と足の筋肉は発達している。犬のような顔の中、目が赤く光っている。コボルドは夜目が利くのみならず、その臭覚は犬並みである。タバサはわずかに風を動かし、こちらの匂においが届かぬように空気の流れを操った。

　息を潜ひそめたタバサは、現れたコボルドの数を数える。全部で四体。後続がいないことを確認すると、タバサは氷の矢を放った。

　ヒュンッ！　と軽い唸うなりをあげて、コボルドの喉のどに氷の矢が突き刺さる。狙ねらい過あやまたず、悲鳴をあげる間もなく一瞬で三体が崩れ落ちた。

　ウグルルル？

　残った一体が、驚きよう愕がくの呻うめきを漏らす。タバサは素早くそのコボルドに飛びかかり、仲間を呼ばれる前にその長い鼻面を上から掴つかんだ。口をふさがれたコボルドは、棍こん棒ぼうでもって反撃しようとした。だが、タバサの詠唱のほうが速い。

　タバサは氷の矢を、コボルドの延えん髄ずいに当たる部分に突き立てる。身体からだが一瞬痙けい攣れんして、そのコボルド戦士は事切れた。

　タバサは冷たい目で犬頭の亜人を一いち瞥べつしたあと、さらに奥へと進んでいった。

　廃坑は入り組んでいた。頭の中に地図を作りながら、タバサはゆっくりと歩いた。数百メイルほど進んだが、幸いにもコボルドには出くわさなかった。そのうちに、奥のほうからゆらゆらと蠢うごめく明かりが見えてくる。

　廃坑は開けた鍾しよう乳にゆう洞どうに繋つながっていたのだ。タバサは、廃坑の切れ目から、そっと奥の様子を窺うかがった。

　そこから見える鍾乳洞は、タバサのいる場所から緩やかに下り、広い、劇場ほどもある空間になっていた。

　空間の中央には、いくつもかがり火が焚たかれている。その中央には、かがり火によって赤々と照らされた祭壇と、動き回るコボルドたちの姿が見えた。

「…………」

　コボルドが作ったらしい祭壇を見つめて、タバサは目を細めた。木の枝や動物の骨などを組み合わせて作られた祭壇には、岩を削って作られた犬頭の像が祭られている。

　ハルケギニアの先住民である亜人の中には、〝大いなる意思〟とは別に、独自の〝神〟を持つ種族もいる。コボルドはその一種だ。

　コボルドが祭る神は、いったいどんなものなのかほとんど解明されていない。人間と顔を合わせれば殺し合いになるのだから無理もない。

　だが、一つだけよく知られている事柄があった。

〝コボルドの神は、供物として生きた人間の肝きもを好む〟

　コボルドが、生きたまま人間を捕らえることがあるのは、そういった理由だった。祭壇の横に縛られて転がされた老戦士の姿を見て、タバサはその情報が間違いではなかったことを知識の一つに付け加えた。

　タバサは深呼吸すると、じっと目を凝らした。祭壇の周りにいるコボルドの数を数えていく。全部で十三匹……。全部、戦士なのが幸いだった。どうやらこの群れは……、〝神官〟を持たないらしい。だが、一撃でかたをつけるには、ちょっと多すぎる。

　その上、一瞬で決着をつけられるような呪じゆ文もんを使えば、ユルバンも無事ではすまない。タバサは歯は噛がみをした。自分はこういった……、守るべきものができた場合の戦いに慣れていないことに気づく。ずっと一人で戦ってきたからこその、思わぬ弱点だった。




　時間にすればわずか数分……、途中、〝暗視〟の効果が切れて、タバサは我に返る。すぐさま〝暗視〟をかけなおす。視界が戻る。

　悩んでいる暇はない。タバサは〝ウィンディ・アイシクル〟を唱えた。先手の三本を、ユルバンに一番近い場所にいる三匹に向けて放つ。首に氷の矢を受けた三匹は、地面に倒れこむ。コボルドたちは、倒れた仲間に気づき、唸うなり声をあげた。

　ウグルル！　ルルル！

　再びタバサはウィンディ・アイシクルを唱える。こうなったら、機械のように正確に敵を撃ち倒していくだけだ。コボルドの一匹が、鍾しよう乳にゆう洞どうの入り口に立つタバサに気づいた。

　ウグルルッレ！

　こちらを指差したそのコボルドに、タバサは氷の矢を叩たたき込む。残りのコボルドが、一斉にこちらへと向かってきた。犬のような、走るに適した足を持つコボルドのスピードは速い。タバサはウィンディ・アイシクルを諦あきらめた。

　残りのコボルドは九匹。氷の矢を放つ隙すきに、懐に飛び込まれてしまう。




　イル・ラナ・デル・ウィンデ……




　タバサは〝ブレイド〟の呪じゆ文もんを唱えた。得意な系統によって、刃の種類が変わる、接近戦用の呪文だ。タバサはあまり〝ブレイド〟を用いた近接戦闘が得意ではない。体力と体格に劣る自分は、敵の一撃が致命傷になってしまう。

　だが、今はそんなことにかまっていられない。己の身長の丈を超える杖つえが、鋭い真空の竜巻を纏まとって光りだす。

　タバサはその杖を槍やりのように構えた。

　ウグルルルルルルルルルルルルッ！

　先頭のコボルドが、涎よだれを垂らしながら飛びかかってくる。

　タバサは杖をなぎ払った。

　振り下ろした棍こん棒ぼうごと、そのコボルドは両断された。コボルドの二つの半身が、ぐしゃっと地面に叩たたきつけられる。返り血がタバサの身体からだに降りかかる。まったく気にした風もなく、タバサは再び杖を構えた。

　次のコボルドは、槍と大おお斧おのを構えた二匹だった。その二匹は同時に飛びかかってきた。タバサは後ろに飛んで、その一撃をかわす。

　バックステップの先は、狭い坑道の中だったので、タバサは長い杖を振り回すことができなくなった。だが、それでも多数を相手にするには好適だった。タバサを攻撃できるのは、一匹だけになるからだ。タバサは背をかがめると、杖を突きやすいように構えた。斧を振りかぶるコボルドの腹に、その優れたスピードでもって、杖の先に光る真空の刃やいばを叩き込む……。

　その一匹を倒すと、タバサは後ろに飛んだ。後退しながら、激げつ昂こうしたコボルドを一匹、また一匹と倒していく。飛び道具を持つコボルドがいなかったのが幸いだった。

　コボルドすべてを倒すのに、タバサは六分の時間を要した。




　気を失ったユルバンは、縄を切る音で目を覚ました。かがり火の明かりの下、見えたのは、青髪の少女……、タバサだった。

「あ、あなたは……」

　タバサは、指を口に当てた。その姿がボロボロなことにユルバンは気づき、目を丸くした。コボルド相手に不得意な白兵戦を行ったタバサは、相応のダメージを受けていた。致命傷こそ負わなかったものの、左腕にショートソードの一撃を食らい、右腹を槍やりで切られていた。白いシャツは血で汚れ、紙一重で攻撃を避よけ続けたために、マントはずたずたに切り裂かれている。

「不覚……。詫わびの言葉もありませぬ。あれほどの大口を叩たたいて出てきたものの……。一匹のコボルドさえ倒すこと適かなわず、むざむざと囚とらわれの身に……」

　ユルバンは、目をつむると苦しそうにつぶやく。

「黙ってて」

　ユルバンの戒めを解いたタバサは、彼を立ち上がらせようとして、片かた膝ひざをついてしまった。

「う……」

「傷がさわるのでしょう。さ、おつかまりくだされ」

　ユルバンは、逆にタバサに肩を貸そうとした。こうなっては、一命にかえてもタバサを無事に村まで送り届けねばならない。

　ユルバンがタバサの肩を抱いて一歩踏み出そうとしたとき……、背後から大きな石のつぶてが飛んできて、ユルバンの後頭部にぶち当たる。ユルバンは再び気を失い、地面に倒れる。タバサもつられて転んだ。

「くっ！」

　まったくの不意打ちだった。タバサは痛む身体からだに鞭むち打って立ち上がると、杖つえを構えた。かがり火の明かりが、現れた〝コボルド〟の姿をあらわにしていく。

　タバサは息を呑のんだ。

　そのコボルドは、奇妙ななりをしていた。鳥の羽根や獣の骨でできた大きな仮面を被かぶり、ドス黒く獣の血で染め上げられたローブを身に纏まとっていた。獣臭と腐った血の匂においが混じり、むせかえるような悪臭を放っている。

　タバサは背筋に氷の棒を突っ込まれたように感じた。やはり……、〝神官〟はいたのだ。タバサは己のうかつさを呪のろった。『いない』と判断したのは、自分の願望に過ぎなかったことをかみ締める。

　祭壇があるのだから、確実に〝いる〟と判断して行動すべきだった。

　タバサのそんな焦りを見抜いてか、そのコボルドの神官……、コボルド・シャーマンは余裕たっぷりに、不気味な仮面の奥の口を開いた。

「おや、お前はメイジではないか。人間のけちな魔法使い。けちな魔法を崇あがめる愚か者。森で生きるすべを持たぬくせに威張り散らす、愚かな毛なしザル。そうだな？」

　喉のどの奥から発されたのは、まぎれもない人間の言葉だった。コボルドの中には、稀まれに知能の発達した者が生まれる。彼らは知能が高いばかりでなく、人間の言葉を操り、精霊の声を聞くことができた。つまり……、先住魔法を扱うことができるのだった。

　そういった一部のコボルドは、群れを率いる神官……、コボルド・シャーマンとして群れの頂点に君臨する。目の前のコボルドも、そういった一匹だった。タバサは魔法を唱えようとしたが、コボルド・シャーマンに制される。

「やめておけ。愚かな人間よ。ここは我が契約している場所だ。お前が魔法を飛ばす前に、無数の石つぶてがお前を襲うだろう」

　コボルド・シャーマンは、ハフハフと笑った。

「……化け物」

　悔しさのあまり、珍しくそんな台詞せりふが口をついた。すると、コボルド・シャーマンはさらに呼気を強めた。笑っているのだ。

「化け物？　馬ば鹿かをいうな。化け物はお前たちの方ではないか。なにせ二十年前……、いや、どうでもよいな。それより……」

　タバサはその言葉にわずかに眉まゆを持ち上げる。
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　二十年前？

　ということは、このコボルドは二十年前、アンブラン村を襲ったコボルドの生き残りというわけか。

「お前は二つの未来を選ぶことができる。まずひとつは、そこに転がった雄といっしょに、我らの神に捧ささげられるか。それとも、お前たちの群れが持つ、〝宝〟を我に寄よ越こすかだ。そうすれば、この雄も返してやろう。どうだ？」

　どうやら、すぐに殺されるということはないようだ。ならば……、勝機はある。

「宝？」

「そうだ。お前たちの族長が持つ宝だ。かつて、我はお前たちの群れから奪おうとしたのだが、失敗してしまった。再び群れを大きくするのに、二十年もかかってしまったよ。その群れをお前は再び半減させてくれたわけだが、それは不問にしよう。お前が、それをここまで持ってくればな」

「その宝とは？」

「〝土ど精せい塊こん〟だ。お前たちが〝土石〟と呼ぶものだ。土の精霊力の結晶……、お前たちの族長は、その巨大な結晶を持っているはずだ。それを明日の夜明けまでにここに持ってこい」




「あの〝土石〟の結晶……、『アンブランの星』を持ってこいというのですか。そうすれば、ユルバンを返すと……」

　タバサの話を聞いたロドバルド男爵夫人は、がっくりと肩を落とした。あれからタバサはすぐに村へと戻ってきたのだ。

　タバサの拙つたない〝治癒〟では、自分の怪け我がを完全に癒いやすことはできなかった。執事に巻いてもらった包帯に浮いた血が生々しい。

　それでもタバサは、疲れを見せずに、淡々と報告したのだった。

「あのコボルドの群れを率いていたのは、二十年前にこのアンブランを襲ったコボルド・シャーマンだったのですね……。なるほど、なぜかつてコボルドたちに襲われたのか、やっと合点がいきました。あの廃はい坑こうは、かつて〝土石〟を採掘するための場所だったのです。今から三十年ほど昔になりましょうか、あの坑道で『アンブランの星』は発見されました。鞠まりほどもあるとても大きな結晶だったので、当時は随分と騒がれたものです。コボルドにもその噂うわさが届いていようとは……」

　それきり、ロドバルド男爵夫人は黙ってしまった。

　タバサは、あまり芳かんばしくない答えが返ってくると想像した。ユルバンは、確かに大事にされているが……、平民である。大事な家宝と、平民一人の命を比べたら、普通は前者が勝る。その上、ユルバンは言いつけを破って、勝手に討伐に向かったのだ。ユルバンのことは気にせずに、コボルド・シャーマンを退治してください、と言われるものと思っていた。

　だが、ロドバルド男爵夫人の答えは、どちらでもなかった。

「ああ、なんということでしょう。引き渡すのはかまわないのですが……、今はもう、手元にないのです」

「ない？」

　タバサは当惑した。

「そうです。使ってしまったのです」

　風石、水の精霊の涙……、とにかく精霊石とは、精霊の力の結晶である。何かの魔法に使用すれば、目減りして、ついには消えてなくなってしまう。〝アンブランの星〟と呼ばれた巨大土石も、その精霊石のひとつだった。

　タバサはじっとロドバルド男爵夫人を見つめた。嘘うそをついている様子はない。

「でも……、なんとしてでもユルバンは救わねばなりません」

　きっぱりと、ロドバルド男爵夫人は言った。

「実は、あなたを呼んだのは、それが理由なのです。私は、あのユルバンを危険な目にあわせたくないから、あなたをこうしてお呼びしたのです」

　タバサは多少、奇妙に思った。どうして一介の老戦士が、ここまで大事にされるのだろうか。確かに……、五十年以上も家に仕えた戦士なら、家族も同然。

　かといって、この厚遇には何か裏があるように感じられた。

　だが、今はそれを詮せん索さくしている場合ではない。

〝ユルバンを危険な目にあわせない〟

　今回の依頼の目的がそれならば……、必ずやユルバンを救い出さねばならない。

　だが、先住の魔法の使い手が契約した場所で、どう戦えばいいのだろう？

　タバサが悩んでいると……、ロドバルド男爵夫人は立ち上がった。部屋を出て行く。再び戻ったときには、大きな人形を抱えていた。

　真っ白な、絵描きがデッサンの練習に使う人型のようなかたちをしている。どさっと、それをテーブルの上に置いた。

「……これは？」

「あなたは、〝スキルニル〟をご存知ですか？」

　タバサは頷うなずいた。古代の大王たちが、戦争遊びに用いた魔法人形。血を吸った者の姿を、寸分の狂いなくとることができる。以前、自分もその魔法人形を用いて、事件を解決したことがあった。

「私は、得意な土系統の魔法を用いて、ガーゴイルの研究を行っていたのです。この人形も、それと似たようなものです。血を垂らせば、本人そっくりのガーゴイルになります」

　タバサは、テーブルに置かれた人形を見つめた。それから、目の前のロドバルド男爵夫人に視線を移す。

「…………」

　苦しげな声で、ロドバルド男爵夫人はタバサに告げた。

「お願いです。なんとしてでも、あのユルバンを救ってくださいますよう……」

　懇こん願がんするロドバルド男爵夫人に、タバサは違和感を覚えた。その違和感は、当初村に来たときに感じたものと合わさり、徐々に膨れ上がっていく。

　何がどうおかしいというのだろう？　だが、この村は……、この男爵夫人は何かを隠しているように感じる。タバサはじっと、テーブルの上に置かれた人形を見つめた……。




　現れたタバサを見て、コボルド・シャーマンは犬が息をするような笑い声をあげた。時刻は夜半過ぎ……、約束の刻限まで、かなりの時間を残している。コボルド・シャーマンの隣には、ユルバンが縛られて転がされている。生き残った十匹ほどのコボルドが、得物を構えてその周囲を取り囲んでいた。

「〝土ど精せい塊こん〟を持ってきたか？」

　タバサは、両手に抱えた籠かごを、コボルド・シャーマンに突き出してみせた。そこには、キラキラと光る大きな岩石が入っていた。

　タバサが杖つえを持っていないので、コボルド・シャーマンは安心したように近づき、籠に手を伸ばした。

「む？」

　コボルド・シャーマンは、それがただの水晶なことに気づいた。

「貴様……」

　タバサはその隙すきに、隠した杖を引き抜こうとする。だが……、コボルド・シャーマンの方が速い。

「我が契約せし土よ。つぶてでもって敵を打て」

　単純な、口語の調べがコボルド・シャーマンの口から漏れた。無数の石つぶてが、タバサを襲う。散弾を浴びたように、タバサの小さな身体からだはボロボロになった。

　倒れたタバサに、コボルド・シャーマンは近づき、転がった水晶を蹴け飛とばした。

「こんなもので我を騙だまそうと思うたか！　愚か者め！　せめて貴様の肝きもを我が神に捧ささげてやる！　多少なりとも役に立つがいい！」

　毒づいたコボルド・シャーマンは、ボロボロになったタバサの死体が、いつも間にか真っ白な人形の姿になっていることに気づいた。

「これは……」

　ワフバフワウ！

　背後のコボルド戦士たちが呻うめいた。見上げると、タバサが頭上にいた。身を隠していた背の高い岩の上から、タバサはジャンプしたのだ。

　その杖つえの先に、青白く光る〝ジャベリン氷槍〟が光っている。

「つぶてよ！」

　周りの石ころが再び浮かび上がる。だが、手遅れだった。瞬間、タバサは杖を振り下ろす。人の大きさほどもある、巨大な氷槍が、コボルド・シャーマンの口に飛び込み、易やす々やすと貫通する。そのまま喉のどを裂き、地面へと〝ジャベリン氷槍〟は突き立った。

　コボルド・シャーマンの身体からだは、立ったまま地面に縫いつけられた。

　自分たちの頭が倒されたコボルドは恐慌をきたし、一斉に逃げ出した。

　辺りに静寂が戻った。




　ベッドに横たえられ、寝息を立てるユルバンを前にして、ロドバルド男爵夫人はタバサに礼を述べた。

「ありがとうございます」

　ユルバンの頭には包帯が巻かれている。コボルドとの戦いは、老体にはかなり堪こたえただろうが、その治療は丁寧を極めた。命に別状はないだろう。タバサは、執事がユルバンに治療を施すのを、じっと見つめていた。こんな辺へん鄙ぴな村にしては、かなり整った治療の設備がそろっていた。

「なんとお礼を申し上げればいいのか……」

　人に化けたシルフィードが、口を開いた。

「お礼なんかいいのね。これがお姉さまの仕事なのね。それじゃ、お姉さま、行きましょうなのね。というかおなかがすいたのね！　帰りにどこかで何か食べるのね。きゅいきゅい」

「お食事なら……」

　と言いかけた男爵夫人を、シルフィードは焦った顔でさえぎった。

「い！　いいのね！　悪いけど、シルフィの舌にはどうにもこうにもなのね！」

　ここでの食事に散々な目にあっていたシルフィードは、たまらんとでもいうように首を振る。それから、恐る恐るタバサの方を見やる。失礼なことを言ったので、怒られるかと思ったのだ。

　だが、タバサの反応は違った。じっとロドバルド男爵夫人を見つめ、

「この村はおかしい」

　と、言ったのだった。

「はて……、おかしいとは？　どういう意味でしょうか？」

　タバサは窓の外を指差した。そこでは……、村人たちが思うままに闊かつ歩ぽしている。昨日とまったく変わらない。シルフィードにも、どこがおかしいのかわからなかった。

「コボルドに襲われそうになっているというのに……、昨日は恐怖に怯おびえている風もなかった。そして今日は……、コボルドの脅威が取り除かれたというのに、喜びに沸いている風もない」

　そこでシルフィードは、はたと気づいた。

　そう。村人たちのしぐさは普通すぎる。とにかく普通すぎるのだ。そこには、人間が持つ感情の高ぶりというのがまったく感じられない。喜びもするし、驚きもする。だが、そこになんというか……、〝温度〟が感じられないのだ。

「そして食事の味付け。初めは、ユルバンとあなたに合わせた味付けなのかと思った。でも、居酒屋でも同じ味付けの料理が出た」

　散々シルフィードから文句を聞いていたタバサは、それを告げた。ロドバルド男爵夫人は、無表情のままタバサを見つめる。

「コボルド・シャーマンに、こう言われた。〝化け物はお前たちではないか〟と。二十年前に、何があったの？」

　ロドバルド男爵夫人は笑みを漏らした。

「鋭いお方ですね。あなたのような人間に隠し事は無理なようですわね。よろしい。お話しいたしましょう。二十年前のことです。このアンブラン村はご存知のとおり、コボルドの群れに襲われました。その際……、村は全滅したのです」

「全滅？」

　シルフィードの顔色が変わった。

　ゆっくりとロドバルド男爵夫人は、言葉を続けた。




　全滅……、そうです。ロドバルド男爵夫人と、ユルバンを除いて、この村のものはコボルドに皆殺しにされました。ロドバルド男爵夫人の魔法によって、最後には追い払うことができましたが……。

　だがしかし、ユルバンは棍こん棒ぼうの一撃を受けて意識を失い、ロドバルド男爵夫人もまた、傷ついておりました。自分が死ねば、唯一の生き残りであるユルバンはどれだけ悲しむだろうかと、ロドバルド男爵夫人は考えました。何十年も仕えてくれたユルバンは、家族のいない彼女にとって、ただの雇われ戦士ではありませんでした。そう、ユルバンは彼女にとって、まさに家族とでもいうべき存在だったのです。そんなユルバンは責任感の強い男でありました。もし、そんな彼が自分が守るべき村が全滅したと知ったら？

　おそらく死を選ぶことでしょう。

　ロドバルド男爵夫人は考えました。この老いてなお忠実な戦士に、そんな現実を突きつけるわけにはいかないと。

　ロドバルド男爵夫人は、〝土〟系統に優れたメイジでした。中でも彼女が得意だったのは、ガーゴイル作り……。彼女は、傷を押してそれに取り組みました。自分の命と引き換えに、たくさんのガーゴイルを作り上げました。




　そこまで聞いて、シルフィードは息を呑のんだ。タバサはまったく表情を変えずに、恐ろしい告白に聞き入っている。




　そうです。ロドバルド男爵夫人は、〝アンブランの星〟と呼ばれる、この村の秘宝である〝土石〟を用いて、強力なガーゴイルを作ったのです。ある程度の自由意思を持ち、半永久的に動き続けるガーゴイル……。




　ロドバルド男爵夫人は、窓の外に広がる村を見つめて言った。

「この村のすべての者は、全員がそのガーゴイルなのです」

　シルフィードは、ひっ……、と呻うめいてあとじさった。窓の外に広がるのはどこにでもあるようなガリアの山村。

　だがそれは見た目だけだ。ここは、死者の村ですらなかった。

　村全体が、巨大な蝋ろう人形の屋敷だったのだ。歩き、しゃべり、笑い……、そんな動きを延々と繰り返す、人形屋敷……。

　シルフィードは不意に気づいた。だから味付けが薄かったのだ。ここで食事を必要とするのはたった一人、老人のユルバンのみ。すべての食事は、それを基準に作られる。それ以外は必要ないのだから……。

　コボルド・シャーマンに〝化け物〟と呼ばれるのも無理はない。二十年前に全滅させた村が、何も変わらぬようにそこにあったら、疑問に思うだろう。

「年の移ろいとともに、きちんと見た目は老います。体温も再現されている。でも、ただの作り物です。ロドバルド男爵夫人は、それはもう、優れた〝土〟の使い手だったのです」

　沈黙が流れた。タバサの短い質問の言葉が、その沈黙を破る。

「命と引き換えに？」

　ええ、とロドバルド男爵夫人の姿をした〝モノ〟は頷うなずいた。

「私もそのガーゴイルなのです」

　そのとき、ユルバンの目が開いた。

「……う、ここは？」

　どこまでも優しい声で、ロドバルド男爵夫人の姿をしたガーゴイルは己の〝主人〟に告げた。

「お屋敷です。あなたは無事に救い出されたのですよ。ユルバン」

「不覚……、一度ならず、二度も、このような失態を犯すとは……。もはや詫わびの言葉もありませぬ……」

　ユルバンは目頭をおさえた。そんなユルバンの手を、忠実なガーゴイルは握り締めた。

「何を言うのです。あなたが無事だった。これ以上の成功がありますか」




　タバサを乗せたシルフィードは、空へと飛び上がった。眼下には、自分の主人が救った村がある。〝村人〟たちが、思い思いに闊かつ歩ぽしている姿が見えた。

　遠ざかるそんな光景を見つめ、シルフィードは口を開いた。

「ねえお姉さま。あのユルバンさん、幸せなのかしらね。きゅい」

　タバサは答えない。ただじっと、本を見つめるのみ……。別れ際に男爵夫人のガーゴイルは主従にこう告げた。自分たちは、ユルバンの死と共に、その活動をとめる。その後には土にかえる。そのときまで、誰だれにも口外しないでほしいと……。

　タバサはそれを固く約束した。おそらくユルバンは、何も知らぬまま、この世を去るのだろう。ユルバンの年を考えると、たぶん、それは遠い未来ではない。

「あの村は、ユルバンさん一人のために存在しているのよね。でも……、全部が偽にせもの。本物じゃない。それって、幸せなのかしら」

　シルフィードは、同じ疑問を繰り返す。タバサは、小さな声で答えた。

「わからない」

　ユルバンは、男爵夫人の遺した〝愛情〟に包まれている。その愛情自体はとても純粋で、裏表のないまっすぐなものだった。そこまで他者を思いやれる人間はそういないだろう。

　だが……、どこか虚むなしかった。

　その虚しさがどこからくるものなのか、タバサにはわからない。

　ただ自分だったら……、真実を教えてほしい、と思う。それがなんであれ。たとえどれだけ自分が傷つくことであっても……。

　タバサの頬ほおを、風がなぶる。

　その風の分だけ、アンブラン村が遠ざかる。

　一人の老戦士のために作られた〝箱庭〟が遠ざかる。

「とにかくおなかがすいたのね！　とりあえず、どこかでおなかいっぱい食べるのね！」

　タバサを元気づけるように明るい声を出し、シルフィードは強く翼を羽ばたかせた。








第十一話　タバサと初恋





第一章







〝最近のお姉さまは、なんだかちょっと様子がおかしいのね〟

　シルフィードは、そんな感想を抱いた。

　そう。最近のタバサは微妙に様子がおかしいのだ。まあ、その理由もなんとかわからないではない。

　つい先日……、タバサはガリア王からの命令を破った件で、母親と共にアーハンブラ城に閉じ込められ、エルフによってあわや心を奪われる寸前だった。だが、学院の仲間たちが間一髪で助けてくれたのである。

　母親をひとまずゲルマニアのキュルケの家に預け、学院に帰ってきたのだが……。

　それからというもの、タバサの様子がおかしいのだ。

　具体的にどうというわけではない。ただ、微妙に……、ほんとに微妙に、以前のタバサとは違う。

　それに気づいたのは、つい今け朝さのことだった。

　朝食のあと、なんとはなしにタバサの部屋を覗のぞいてみたところ……、タバサが鏡を見ていたのである。タバサはどうやら髪型をいじっているようだった。真ん中から分けてみたり、短いなりに束たばねてみたり……。

　唖あ然ぜんとしてシルフィードはその様子を見守っていた。

　タバサが髪型を気にするなど、前代未聞だった。じっとその様子を見ていたら、タバサに気づかれて、さっとカーテンを閉められた。

　大変大変！　とシルフィードは仲間たちに早速相談しに行ったのだった。

　ヴェストリの広場にある、以前ルイズに部屋を追い出された才さい人とが作ったテントが、使い魔たちのたまり場である。今日も、キュルケの使い魔のフレイムと、ギーシュのモグラのヴェルダンデが、テントの周りで日向ひなたぼっこをしていた。

〝きゅいきゅい！　聞いてなのね！　大変なことが起こったのね！〟

　シルフィードがわめきながら降りると、フレイムが眠たげに顔を上げた。

〝お前はいつも大変じゃないか。青いの〟

〝こないだ、魚に釣り針が入ってたって、大騒ぎしたばっかりだろ？〟

　ヴェルダンデにそう言われ、シルフィードは首をぶんぶん振った。

〝今日は違うのね！　お姉さまが変なのね！〟

〝どんな風に変なんだい？〟

　ヴェルダンデが、ひげをひくつかせながら尋ねた。

〝鏡を覗のぞいて、髪型をいじっていたのね！〟

　するとフレイムが、重々しい声で言った。

〝そりゃ年とし頃ごろなんだから、髪ぐらいいじるだろうよ。キュルケさまなんか、毎日一時間は鏡の前でおめかしをしているよ〟

〝あの女はちょっと色気ありすぎなのね！　いっしょにしないでほしいのね！　ああ、お姉さま。いったいどうしちゃったのかしら……〟

　シルフィードはきゅいきゅいわめいた。

〝恋だな〟

　きっぱりと、ヴェルダンデが言った。

〝恋？　恋？　恋？〟

〝ギーシュさまが言ってたよ。人間の女の子は、恋すると自分の髪型や、着ている服が似合っているかどうかが気になったりするんだそうだ〟

　シルフィードの顔が、ぱぁああああっと輝いた。この韻いん竜りゆうは常々、タバサに恋人ができたらいいなと思っていたのである。

〝あああああ！　やっぱり！　そうじゃないかと薄々感じてたのね！〟

〝ほかにどんな理由があるっていうんだ。まったく、韻竜のくせに鈍いやつだな！〟

〝とにかく相手を確かめろよ。へんなやつだったら、目も当てられないからな！　ご主人さまが、へんな男の餌え食じきになったらイヤだろう？〟




　確かにその通りだと思ったシルフィードは、とりあえずタバサを問い詰めることにした。その夜、タバサの部屋の窓をノックしたのである。

「…………？」

　タバサが窓に近寄ると、シルフィードはその身体からだをがぶっとくわえ、一気に空へと飛び上がった。高度三千メイルまで一気に駆け上ると、ぷはっとタバサを吐き出して、背中に乗せた。

「……どうしたの？」

「はっきり言うのね」

「何を？」

「誰だれに恋してるのね？」

　返事はなかった。

　振り返ると、タバサはまったくの無表情。

　でも……、タバサの無表情から、微妙な感情の変化を探ることに長たけていたシルフィードは、わずかな違いに気づく。

「お姉さま」

「…………」

「ちょっと顔がこわばってるのね」

「別にこわばってない」

　タバサは淡々と言った。再び沈黙が流れる。シルフィードは、舌を伸ばしてタバサの頬ほおをなめた。

「誰だれに恋しているのか言わないと、いつまでもなめ続けるのね」

「…………」

　タバサは無言でシルフィードになめられ続けたが、そのうちにシルフィードは疲れてしまった。可哀かわい想そうなぐらい涎よだれまみれになってしまったタバサに、シルフィードは別方向から攻撃を加えた。

「じゃあどうして鏡覗のぞいて髪型とかいじってるのね」

　すると、タバサの頬が、ほんの微妙に赤くなった。シルフィードの目は、そんなわずかな違いをも見逃さない。

「気になったから」

「なんで気になるのね」

「あなたに関係ない」

「関係あるのね！　とにかくちゃんとおっしゃい。ちびすけ」

　するとタバサは再び黙ってしまった。それ以上、うんともすんとも言わないので、その日は諦あきらめることにした。




　翌日……。

　シルフィードはタバサを見張ることにした。

　すっかり、娘の素行を案じる母親のような気持ちになっていた。シルフィード的には、タバサの恋愛は望むところである。

　これがきっかけで、あの無愛想がなおってくれればいい。それに、せっかくガリアからの束縛もなくなったのだから、自由に青春を満喫してほしかった。

「でもヘンな虫だけはゴメンなのね」

　もし相手が悪い男だったら……。ぶるぶるとシルフィードは震えた。ああ、そんなことになったら！　恋愛に疎うとい自分のご主人さまは、大変なことに……。

「騙だまされて、サーカスに売られちゃうのね！　そこでナイフ投げの的になって、手元が狂ってぐっさり……。きゅい！　痛いのね！」

　シルフィードはわめきながら、タバサのあとをこっそりつけた。

　つけたといっても、遥はるか上空の彼方から、そうとバレないようにタバサを見張るだけだった。シルフィードの視力は尋常ではない。なにせ、高度三千メイルの高みから、人を見分けることができるのだ。

　授業が終わり、タバサが水の塔から出てきたところを確認する。タバサは本塔へと向かい、中に入っていく……。

「たぶん図書室なのね」

　シルフィードは当たりをつけて、降下した。図書室の窓が覗のぞける場所に陣取り、こっそりと中を窺うかがう。

　タバサを探すと……、いた！　特徴のある青髪はよく目立つのだった。そしてその隣に……、一人の少年を発見して、シルフィードは驚いた。

〝あれ！　誰だれなのね！〟

　黒髪……、そして黒いマント。すぐにその彼に気づく。

〝あの桃色の髪したおこりんぼさんの……、使い魔少年じゃないの！〟

　タバサの変化の原因は彼だったのね！　とシルフィードは喜びできゅいきゅいわめいた。彼ならば、シルフィード的にはＯＫである。なにしろ勇気は折り紙つきだし、こないだだって、自分が手も足も出なかったエルフを見事倒してタバサを助け出してくれた！

〝なるほど！　彼なら安心してお姉さまを任せられるのね！〟

　シルフィードは、目じりを下げると窓の外から主人を見守った。

　タバサの横顔はいつもと変わらない。

　黒髪の少年……、才さい人とが本を読むのを、じっと聞いている。そのあとに、二言、三言、何やらアドバイスをした。すると才人は頷うなずいて、再び本を見つめる。

　でも……、ほんとにあの才人が、タバサの恋の相手なんだろうか。それをきっちりと確かめないといけない。何せご主人さまの大事な恋路である。

　じっと観察していると……、その時はやってきた。才人が読んでいる本のページの一部分をタバサが指で指し示そうとしたとき……、その指が才人の手に触れたのである。

　その瞬間、タバサの頬ほおに朱がさしたのを、シルフィードの目は見逃さなかった。才人はどうやら、本に集中しているので気づかないようだ。

〝これはもう確実なのね！　シルフィたちの言葉でいうところの『エウレ・クイナ・ヒーアーキー』なのね！〟

　シルフィードは自分たちの先住言語まで用いて、自分の確信に対して興奮した。じっと見ていると、タバサはさらに驚くべき行動に出た。

　図書室が閉まる時間になると、二人で外に出てきた。それからタバサは才さい人との手を握るとふわりと浮き上がり、自分の部屋へと連れていったのである。

　お姉さま！　大胆すぎるのね！

　ハァハァ、と息を荒くしながらシルフィードはタバサの一連の行動を見守った。もう、どうにかなりそうであった。何せあのタバサが、男の子を部屋に引っ張りあげるなんて！

　しかも魔法まで使って！　なんて大胆なのかしら！

　シルフィードはもう、息も絶え絶えであった。

　ああ、どうなっちゃうのかしら！　お姉さま、とうとうタマゴを生んでしまうのかしら！

　空の上で、シルフィードは激しくのたくった。知らない人が見たら、どうかしたんじゃないかと思うようなのたくりっぷりである。

　だが、事態はシルフィードの期待するような感じにはならなかった。タバサと才人はおとなしく、再び本を読み始めて勉強を開始したのだった。

　心の中で、シルフィードは念じた。

〝お姉さま……、だめね！　そこは甘あま噛がみいくべきなのね！　もう！　本なんか読んでじれったいのね！　甘噛み！　甘噛みいくのね！〟

　甘噛みは竜の求愛行動だったが、そんなものはおかまいなしにシルフィードは念じ続けた。

　しかし、シルフィードの期待はまたもやすぐに裏切られた。なんと、今度はタバサの部屋に桃髪の少女……、ルイズと、才人のお手伝いさんの黒髪メイドが飛び込んできたのだ。

　そのうちになんだか大騒ぎが始まり、タバサとの勉強も終わってしまった。




　窓から出てきたタバサを、シルフィードはひょいっとくわえあげた。それから、再びぐんぐんと上昇する。

　昨日と同じようにぷはっと吐き出し、タバサをその背の上に乗せた。

「今、何してたのね」

「……文字を教えてた」

　シルフィードは深呼吸すると、一気に台詞せりふをまくし立てた。

「お姉さま！　相手はあの男の子だったのね！　なんでシルフィに言わないのね！　きゅいきゅい！」

「あの男の子って？」

「とぼけちゃだめなのね。あの使い魔の男の子なのね」

「なにが？」

　とことんタバサはとぼけるつもりのようだ。シルフィードは、そんなタバサを睨にらんだ。

「お姉さまの、頬ほおを染めさせた張本人なのね」

「……どういう意味？」

「恋……、なのね。人間でいう恋。シルフィたちの言葉で〝ジ・ボボ〟」

「…………」

　タバサは黙ってしまった。

「ジ・ボボ」

　シルフィードは先住語で追いうちをかける。するとタバサは、首を振った。

「違う。恋じゃない」

「じゃあ、どうして頬を染めたのね？」

「……彼はわたしにとって、仕えるべき人だから。触れたりしてはいけない」

「仕えるべきって、どういうことね？」

「彼はわたしの命を救ってくれた。だから、わたしの命は彼に捧ささげる」

　シルフィードはなるほど、と思った。確かに、それは恋ではない。崇拝にも似た気持ちを、タバサは才さい人とに抱いているのだ。だから、親身になって文字を教えてあげたりするのだろう。

　でも、だとしたら……。どうして髪の毛をいじったりしていたのだろう？

　そんな疑問が、ちょっとシルフィードの胸に残った。




　シルフィードの感じた疑問が、再び大きくなる日がやってきた。それは、タバサや才人やルイズたちといっしょに、アルビオンからハーフエルフの転校生を連れてくるときのことだった。そのときもガリアの手の者に襲われ、てんやわんやの騒ぎになった。

　シルフィードはその際、なんだか葛かつ藤とうから目覚めたらしい才人とタバサを乗せてゴーレムが暴れている現場へ急行した。

　間一髪シルフィードは恐ろしいゴーレムからルイズを救い出した。どうやら得意の伝説魔法が使えずに、四苦八苦していたらしい。

　すると……、なんとタバサは才人に深いキスをかましたのである！

　これには驚いた。心底驚いた。暴れるゴーレムも、ミョズニトニルンとかいう敵の女も、すべて吹っ飛ぶ驚きっぷりだった。もっとも、桃髪少女の驚きはシルフィード以上だったらしく、沸ふつ騰とうした鍋なべのように怒り狂い、その怒りの赴おもむくままに呪じゆ文もんを完成させたのである。

　なるほど、とシルフィードは思った。ルイズに嫉しつ妬とをさせて、精神力をためさせたのだ。なんともはや、大した機転の利きっぷりだ。さすがはシルフィのご主人さま！　頭の回転はぴかいちきゅいね！　とシルフィードは感心したのだが、不意にタバサの顔に気づく。

　その場の全員が、ルイズの唱える魔法に注目していたので気づかなかったが……、シルフィードだけはタバサを見ていた。

　タバサは、わずかに顔を赤らめていた。

　んな！　どうして！

　作戦なのに顔が赤くなるの？　どうしてなのね！

　シルフィードは、タバサの気持ちがどうにもこうにもわからなくなってしまった。




〝そんなこんなで、あんたたちに助言をいただきたいのね〟

　アルビオンから帰ってきて早速、シルフィードは仲間たちに相談することにした。シルフィードの話を聞いた使い魔たちは、困ったように鼻を鳴らした。

　しばし考えたあと、口を開いたのはフレイムだった。

〝なんだ、青いの。お前さんは空が飛べるから、必ずお供に加えられていいやね〟

〝そんなことはどーでもいいのね。早く質問に答えるのね。お姉さまは、あの使い魔少年に惚ほれてるのね？　それともやっぱり崇拝の情なのね？〟

〝そんなの決まってらあ〟

　自信たっぷりにフレイムは言った。

〝好きなわけあるかい〟

〝うう、やっぱりそうなのね……〟

〝というか、ご主人さまの言うことを疑うとは、どういうことだい？　キュルケさまは嘘うそなんかつかない。その親友のお前のご主人さまがそう言うんなら、そうなんだろうさ〟

　巨大モグラのヴェルダンデが、鼻をひくつかせて言った。

〝ぼくはそうは思わんね〟

〝おやモグラ！　お前は違う考えだってのか？〟

〝ギーシュさまが言っていたが、人間の女の子は、よく気持ちと裏腹のことを言ったりするそうだよ。だから、この場合もそうなんじゃないかってさ〟

〝俺おれはそうは思わん〟

〝ぼくはそう思う〟

　サラマンダーとモグラはどちらも譲らず、喧けん々けん囂ごう々ごうの議論をおっぱじめた。そのとき、テントの隅から小さな声が響いた。

〝もう！　あんたたちってば、ほんとにわかってないのね！〟

　使い魔たちは、一斉に振り向いた。そこには、まだら模様の小さなカエルが一匹、呆あきれたように首を振っている。

〝おやロビン！　意見があるのかい？〟

　モンモランシーの使い魔の小さなカエルは、ぴょこんと後ろ足で立つと、水かきのついた指を一本、器用に立ててみせた。

〝大ありだわよ！　あのさあ、ご主人さまがたが誰だれを好こうが、そんなのご主人さまの勝手じゃないの！　いったい誰なのか問い詰めたり、議論したりするなんて、まったく不ふ遜そんだわ。わたしたちの仕事は、その対象を見極めることではないわ。わかってる？〟

〝じゃあ、なんなんだい？〟

　ロビンは、得意げに言った。

〝誰のことが好きだろうが、その恋がうまくいくようにご主人さまをおめかししてあげる！　これよ！〟

　シルフィードは、頭をハンマーで殴られたように感じた。

〝そ、そのとおりなのね……。カエル、なかなかいいこと言うのね〟

〝ご主人さまが、誰を選ぼうがそんなのはご主人さまの勝手。使い魔が口を出していいことじゃないわ。誰が相手だろうが、無敵になってもらえればいいじゃない〟

　シルフィードは感動して、己の行動を恥じた。ついつい好奇心の赴おもむくままに問い詰めてしまった……。ロビンの言うとおりだった。とにかく、自分の使命は……。

〝どんな相手だろうが、一発で悩殺できるタバサにすること〟

　そうすれば、どんな恋だってうまくいく。




　その晩……。

　シルフィードはタバサの元へと顔を出した。タバサは相変わらず、ベッドに腰かけて本を読んでいる。

　まったく色気もへったくれもない。

　これではいけない！

　シルフィードは首を伸ばし、タバサをくわえあげた。まったく動じずに、タバサは本を読み続けている。シルフィードは気にせずに、例によってタバサをくわえたまま高度三千メイルまで飛び上がった。ひょいっと背中にご主人さまを放ほうると、タバサに向かって言った。

「お姉さま。安心してなのね。このシルフィードが、お姉さまを変えてみせるのね！」

「…………？」

　きょとんとした顔で自分を見つめるタバサに、シルフィードはまくし立てた。

「もう、お姉さまの意中の人を聞いたりしないのね。それは〝不ふ遜そん〟というものなのね！　でも、お姉さまが恋しているとしたら、それはそれでうまくいってほしい、いや、いかねば困るので、シルフィはがんばることにしたのね」

「……いい。恋なんかしてないから」

　タバサは、小さな声で言った。

「してなくても、今後するかもしれないのね！　だから任せてなのね！　このシルフィが、お姉さまを魅力的なレディに仕立ててあげるのね！」

　なんでここまでタバサの恋にこだわるのかというと……。

　シルフィードは、とにかくタバサの笑顔が見たかったのだ。

　せっかく、ガリア王の支配から逃れることができたのだから、朗らかな笑みを浮かべてくれるようになってほしいのだった。

　シルフィードの胸には、あの過酷な任務の数々が蘇よみがえる……。

　もう、タバサはあんなことをしなくていいのだ。だから心を押し殺しているような無表情はやめて、笑みを浮かべてほしい。

　そう。好きな男の子ができて、付き合うようになれば笑顔も戻るだろう。何せタバサは年とし頃ごろの女の子なのだから……。

　シルフィードは、じっとタバサを見つめた。こんなにも可愛かわいいのに、人気がないのは……。いつも地味な格かつ好こうをして、押し黙っているからだ。

　これでは恋したって無駄である。

〝なんとかしてあげるのね〟

　と、シルフィードは思った。




　そうは言ったものの、シルフィードはどうすればタバサを〝男にとって〟魅力的な感じにできるのかがわからなかった。

　シルフィードにとっては、十分魅力溢あふれるご主人さまだが、男の子の方ではそう感じていない。思い返してみても、タバサをデートに誘うような男の子は、ついぞ現れたことがない。

　いったいタバサに足りないものはなんだろう？

　シルフィードは、空をきゅいきゅい飛び回りながら、眼下に広がる昼休みの中庭を観察した。

　いったい、男の子に人気の女の子は、どんな感じなんだろう？

　シルフィードの目に、格かつ好こうの対象が飛び込んできた。それは、先日アルビオンから連れてきたハーフエルフ、ティファニアだった。

　彼女は多数の男子生徒に囲まれて、困ったような笑みを浮かべている。つばの広い帽子を被かぶり、時折思い出したようにぐっとそのつばの端を握って、頭を押し込んでいた。

　シルフィードはきょろきょろとあたりを見回してみたが、彼女ほど男の子に囲まれている子はいなかった。

　彼女はどうして、あんなに人気があるのだろう？

　お姉さまとの違いはなんだろう？

　引っ込み思案で、おとなしそうに見えるではないか。お姉さまと同じじゃないの……。

　だが、じっと観察するうちに、シルフィードはタバサとティファニアを大きく分ける違いに気づいた。

　それは……。

　髪の長さと、胸である。

「これなのね！」




　その日……、タバサが自室に帰ってくると、人間に化けたシルフィードが部屋にいた。

「…………」

　咎とがめるような目つきで、シルフィードを睨にらんだ。学院では人に化けない、というのが二人の間のルールである。

「あ。怒っちゃだめなのね。ちゃんと遠くで化けて、この格好で学院にやってきたのね。ちゃんとお姉さまの親しん戚せきだって言って、入ってきたから問題ナシなのね」

　得意げにシルフィードは言った。

「どうしたの？」

　シルフィードは、真面目まじめな声で言った。

「今日から、お姉さまは何も言わずにシルフィの言うことにしたがってほしいのね」

「……どうして？」

「それが、お姉さまを幸せに近づけるただひとつの方法だからなのね」

「……いい。自分のことは自分で決める」

　シルフィードは息を吸い込んだ。それからタバサにおもむろに近づき、その頭をぽんぽんと叩たたいた。

「あのねお姉さま。このシルフィは、今までお姉さまの言うことを全部聞いてきました。使い魔だから、当然なんだけど、それだけじゃないのね。シルフィはお姉さまが大好きだから、言うことを聞いてきたのね。だからお姉さま、一回だけシルフィの言うこと聞いてなのね」

　タバサはじっとシルフィードを見つめた。シルフィードも、真しん摯しな目で見つめ返す。そしてとうとう、こくりとタバサは頷うなずいた。

「ありがとう！　じゃあこれ、着てなのね！」

　シルフィードが差し出したのは、金色の糸の束たばと、布を丸めた塊だった。

「これはなに？」

　するとシルフィードは、金色の糸をタバサの頭にのせた。

「長い金髪」

　それから、布の塊をシャツの隙すき間まに押し込んだ。

「胸」

「……それで？」

「お姉さま、これで誰だれでもイチコロ」

　いったいなんの真ま似ねだろう？　とタバサは思った。すぐに、それがティファニアを模したものだと気づく。ははぁ、自分の使い魔は、ティファニアのようになれば、自分の恋がうまくいくと思っているのだ。
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　ああ、何度言えばわかるのだろう。

「だから、わたしは恋なんかしてない」

「それでもいいのね。でも、とにかくお姉さまには魅力的になってほしいのね」

「どうして？」

「そうすれば、お姉さまが恋したときに、うまくいく確率が増えるのね」

「そんなの、いい」

　タバサは金色の糸と布の塊を取り去り、ベッドにもぐりこんだ。ああ、とシルフィードは悲しくなった。どうして自分の好意を受け取ってはくれないのだろう？

　困り果てたシルフィードは、金色の糸と布をつかむと、タバサのマントを羽織った。




　シルフィードがやってきたのは、同じ塔内のモンモランシーの部屋だった。

　彼女はシルフィードの正体を知る、数少ない学院生徒の一人だった。寝ようとしていたのか、可愛かわいらしいネグリジェ姿である。寝入りばなを叩たたき起こされたのがイヤだったのか、はなはだ不機嫌だった。

「はい？　わたしに聞きたいことがあるですって？　あなた何考えてるの？」

「シルフィの正体知っている人の中では、一番まともそうだったから」

「それ、褒ほめられてるのかしら」

　モンモランシーはため息をついた。

「で、何が聞きたいのよ」

「さっき、これをお姉さまに着せたんだけど……」

　金色の糸の束たばと胸に入れる布の塊を見て、モンモランシーは怪け訝げんそうな顔になった。

「何よこれ？」

「髪と胸。これでお姉さまはさらに美人にステップアップ」

「なるわけないじゃない。こんなもので……」

　心底呆あきれた声で、モンモランシーは言った。

「ふぇ？　そ、そうなのね？　形的には近いのに……」

「形的に近くたって、どっからどう見ても無理よ。ゴミを主人にくっつけてどーすんのよ。あのね？　似てるだけじゃだめよ。ちゃんとホンモノそっくりに作らなきゃ」

「そうだったのね……。だから機嫌が悪くなったのね……」

　しょぼんと、シルフィードはうな垂れる。

「こんなもの渡されたら、そりゃ機嫌も悪くなるわよ。それにあの子、言っちゃなんだけど身体からだの起伏に乏しいじゃない？　そんな子に、胸にこれを入れろなんて言ったら傷つくわよ」

「反省するのね……」

　と、シルフィードはさらに深く首をうな垂れた。




　シルフィードがさらなる努力を開始したのは、ティファニアをめぐる、ちょっとした事件のあとだった。

　ティファニアのモテっぷりが、それまで一位だった女の子のプライドを刺激してしまい、とうとう異端審問まで行われる運びになってしまったあの事件である。

　シルフィードも、タバサの隣でオロオロしながら、魔法学院のそばの草原で行われようとしていた、異端審問騒ぎを見守った。

　甲かつ冑ちゆうを着込んだ騎士たちの横に、恐ろしい釜かまが煮えたぎっていた。

　その騎士たちと釜の前で腕を組む金髪ちびっこ二つくくり少女の怒りはすさまじく、当のティファニアを庇かばおうと飛び出してきた才さい人とまで、痛めつけようとしたのである。

　才人の手が、魔法の矢で地面に縫いつけられたのを見て、タバサはとうとう杖つえをぐっと握り締めた。しかし、タバサが飛び込む前に、水精霊騎士隊の少年たちが立ち上がったのである。

　結果、騎士隊と少年たちの間での、大がかりな乱闘が発生した。

　タバサは飛び込むタイミングを失い、ちょっと悔しそうな顔でそんな騒ぎを見つめていた……。

　結局、その騒ぎを終わらせたのはルイズの魔法だった。タバサはそれを見届けると、すっとその場をあとにしたのである。

　部屋に帰ってきたタバサは一言も口をきかなかった。いや、そりゃいつも無口なのだが、それでもなんとなくいつもとは無口の質が違う。

　シルフィードが見るに、タバサは落ち込んでいた。

　窓から部屋の中に顔を突き入れたシルフィードは、声を出さないように口パクでタバサに尋ねた。

「ど　う　し　た　の　ね？」

　タバサは、ただ一言、ぽつりと漏らすようにつぶやいた。

「……飛び出せなかった」

　どうして自分は飛び込めなかったのだろう？　とタバサは自問していた。タバサが悪いわけではない。とにかく、すっかりタイミングがずれてしまったのである。

　才さい人とが手を貫かれる前に突っ込めば、才人の立場がなくなる。乱闘が始まったあとに突入すれば、女の子の助すけ太だ刀ちを得たとして、水精霊騎士隊の立場が危うくなる……。

　でも、そんなのは建前かもしれない。

　あのとき……、才人がティファニアの前に立ちはだかったとき……、タバサはティファニアがちょっと羨うらやましかったのだ。あんな風に庇かばってもらえて……。

　シルフィードに、ティファニアの格かつ好こうをしろと言われた所せ為いもあって、タバサは二の足を踏んでしまったのだ。

　タバサはそんな態度をとった自分を恥じた。そして、次こそは絶対に飛び込むのだと自分に言い聞かせた。

　シルフィードはシルフィードで、そんな風に悩んでいるタバサを見て〝いったいどうしたのだろう？〟と思い悩んだ。

　タバサは、窓から出るとシルフィードに跨またがった。怪け我がをした才人の様子を見に行くつもりだったのだ。

　ちょうどそのときだった。

　医務室のある水の塔の三階の窓が割れて、才人が飛び出してきた。

「シルフィード」

　跨ったタバサが、ちょっと焦った声で言った。

「きゅいっ！」

　シルフィードは素晴らしいスピードで彼の元に駆けつけ、地面に激突する前に、その身体からだをくわえあげた。

　地面にそっと置いてやると、才人はお礼もそこそこに駆け出した。水の塔の上からどどどどどどどど、とすごい勢いでルイズが下りてきて、ひょこひょこ逃げる才人をなんなく捕まえ、ずずずずずず、と病室に引きずっていった。

　窓の上からは、ティファニアが心配そうに見つめている。彼女とタバサを交互に見つめ、シルフィードは、タバサを彼女のように仕立て上げようとした自分を恥じた。

　無理だ。

　ティファニアはさすがに無理だ。お姉さまと身体つきが違いすぎる……。

　なんというか、ウズラをがちょうにするようなものだ。

　ああ、自分の使い魔に『ティファニアみたいになれ』と言われて、お姉さま傷ついたんだわ……。才人のピンチにも飛び込めないぐらいに……。

　それはまったくの誤解だったが、シルフィードはそう感じた。

　そして自分の責任を感じ、シルフィードはさらなる努力を誓ったのである。




　その日の夜、人に化けたシルフィードがやってきたのは、またもやモンモランシーの部屋だった。タバサのマントを身体からだに巻きつけ、どんどんと部屋のドアを叩たたく。

「誰だれ？」

「わたしなのね」

「またあんたなの……」

　それでもモンモランシーはドアを開けてくれた。なんだか、イライラしているようだ。

「あれれ。ご機嫌ななめなのね」

「ギーシュのバカが、あの一件でなんだかモテだして……、ってあんたに言うことじゃないわね」

　モンモランシーは深いため息をつくと、椅い子すに座った。

「何の用？」

　シルフィードは、モンモランシーに取りすがった。

「お願いなのね！　知恵を貸してほしいのね！」

「な、なんの知恵よ……」

　シルフィードは熱心に、モンモランシーに自分が思ったことを語り始めた。

　タバサになんとか笑顔になってほしいこと。そのためには、恋するのが一番手っ取りばやい。でも、お姉さまときたらまったくの無愛想。あれではうまくいくものもいかない。したがって、せめていつでも恋ができるように、格かつ好こうだけでも魅力的に改造してあげたいのだ……。

　モンモランシーはじっとシルフィードを見つめた。正直、他ほかの子の格好なんか気にしている場合ではなかったのだが、ギーシュの件でやきもきしているのも精神衛生上あまりよろしくない。

「まあ、気晴らしにはちょうどいいかもしれないわね」

「引き受けてくれるのね！」

「まあね。わたし、ファッションならそれなりに自信あるし」

　モンモランシーは見事な巻き毛をかきあげて言った。確かに、モンモランシーは宮廷の流行には敏感であった。流行の装いを、いち早く私服にいかし、同級生の感嘆のため息を聞いたことは一度や二度ではない。まあ、下着は子供っぽかったが……。

　香水を作って売ったりしているので、街のおしゃれな店にもそれなりに顔が利く。

「でもどうしてキュルケに頼まなかったの？」

「キュルキュルは、ちょっと大人おとなっぽすぎるのね」

　ふむ、とモンモランシーは頷うなずくと、部屋の棚に置いてある服のカタログをあさり始めた。

　街の流行を描いた絵画の複製を束たばねたものである。モンモランシーのように、首都から離れた場所で暮らす若い女の子は、街の流行をそういったもので探るのだった。





第二章







　翌日の夜……。

　タバサは、貴族専用の半地下浴場の巨大な浴槽に身体からだを横たえていた。湯気と、香水交じりのお湯が、タバサの細く小さな身体を包んでいた。すぐそばの床には、杖つえが置いてある。

　風ふ呂ろ場ばに杖を持ち込むのはタバサだけだった。常に備えを怠らないタバサならではの習慣だった。風呂から出たあとの手入れが大変だったが、万が一の危険を考えればしかたがない。

　風呂場の中でも本を読むタバサは、今日も一冊広げていた。だが、内容はまったく頭に入ってこない。

　身体を横たえながら、タバサは先日のシルフィードの言葉を反はん芻すうする。

〝恋をするのね！〟

　冗談じゃない、と思う。恋なんかしている暇はない。というか、興味を持ったことすらない。自分はまず、母の心を取り返さねばならない。ガリアの追っ手にも注意をせねばならない。

　恋なんかしている場合ではない。そして、その相手が……。

　タバサはつい、目でルイズを探した。この間アルビオンから連れてきたティファニアと並んで、湯につかっている。

〝彼女の使い魔のサイトということなら、なおさらだ……〟

　なにせ自分は彼に仕える騎士。恋心を抱くなんて許されない。そんなことはあってはならない。タバサは、手を伸ばして杖つえを握り締めた。

　そうすると、いつもなら落ち着くのだが、今日に限っては、そうはならなかった。

　なぜか……、胸の高鳴りは大きくなっていく。

　再びルイズを見つめてタバサは思った。

〝あの人は……、どこまで許したんだろう？〟

〝唇まで？〟

〝それとも……〟

　それ以上を考えることには、抵抗があった。タバサは軽く湯船に身を沈めた。

　そのとき……、壁際のほうから声が響いた。

「お前ら見るなぁああああああああああ……！」

　サイトの声だ。

　いったい、どうして？

　壁際にいた女の子たちも、その声に反応して騒ぎ始める。

「今、男の子の声が聞こえなかった？」

「聞こえたわ！」

「誰だれかしら？」

「ガリアの手のものかしら」

　そして、モンモランシーが壁にあけられた穴に気づいたらしい。

「覗のぞきだわ！」

　タバサは状況を理解した。なるほど……、サイトとその仲間たちが覗きを行ったのだ。

　しかし……、理由はわからないが、サイトは途中で皆を止めた。だから、お前ら見るな、と叫んだのだろう。

　女子たちは怒り狂い、覗きの犯人を捕まえるべく飛び出していく。タバサも杖を握って立ち上がる。

「この魔法学院で覗きを行うなんて！　なんて命知らず！」

「みなさん！　絶対に逃がしてはなりませんわよ！」

〝サイトがボコボコになってしまう！〟

　この前、飛び出せなかった自分を気にしていたタバサは、服を着るのも忘れて浴室を飛び出した。




　タバサは、茂みの中で息を潜ひそめて機会を窺うかがっていた。才さい人とたちが忍び込んだであろう、抜け穴を、タバサは火の塔の近くでいち早く発見した。

　そこからは次々と水精霊騎士隊の少年がネズミのように逃げ出していく。だが……、才人の姿だけが見えない。どうやら、まだ中にいるようだ。早く早く、と念じるうちに、その場所は女子たちに見つかってしまった。

　身体からだにタオルを巻きつけたり、ガウンを羽織った女子たちは口々に穴の中に向かって叫ぶ。

「この穴から入ったのよ！」

「まだ中にいるのかしら？」

　タバサは、ためらわずに魔法を唱えた。




　……ラグーズ・ウォータル・デル・ウィンデ




　杖つえの先に小さなつむじ風が生まれ、穴の中に飛び込んだ。その瞬間、つむじ風は大きく膨れ上がり、竜巻となって穴の中のものを土砂ごと吹き上げる。

「きぃやあああああああああ！」

　女の子たちの悲鳴が飛んだ。タバサは、竜巻の中に才人の姿を確認すると、〝フライ〟を唱えて飛び上がった。竜巻によって空中に放ほうり投げられ、地面に落ちようとする才人をキャッチして、そのまま飛び上がる。

　才人を抱えたタバサは、〝アンロック〟を唱えた。本塔の鍵かぎを解除して、扉をついで唱えた〝念力〟で開き、中へと飛び込んだ。

　才人を食堂の柱の陰へと引き込み、タバサはやっとのことで息をついた。

「タバサ？」

　焦った声で、才人が言った。

「しっ。目をつむって」

　タバサは、短く言った。動どう悸きが激しくなっていた。夢中になっていて忘れていたが、自分が服を着ていないことを思い出したのだ。もう、それだけでタバサは顔が真っ赤になった。

　さて、才さい人とを包囲網から救い出すことはできたが、これからが問題だ。とりあえず女子たちが探している間は、ここでやり過ごそうと思った。

「ど、どうして……」

　震えた才人の声が響く。タバサはきっぱりと言った。

「あなたはわたしが守る。どんな場合でも」

「で、でも……、俺おれたち覗のぞきを……」

「状況は問わない」

　タバサは、才人は覗きとは気づかずにあの場所にいたか、なんとか仲間たちを止めようと努力していたのだと思った。でも、そうじゃなくてもかまわない。男の子という生き物は、そういうものだと知識として知っていたし……。

〝サイトになら見られてもかまわない〟

　不意にそんな考えが頭をよぎり、タバサは首を振る。なんでそんなことを思うのだろう？　さっきは自分で目をつむれと言ったくせに……。

「ありがとう」

　感極まった調子で才人が言った。

「……ありがとう。でも、そろそろ目を開けていいかな」

　才人にそう尋ねられ、タバサは迷った。

　どうして見られてもかまわないなんて思うのだろう？

　タバサは必死にその答えを探した。

〝仕えると決めた相手なのだ。男も女もないじゃない〟

　そんな結論に達したくせに、口から飛び出た答えはまるっきり逆だった。

「だめ」

「どうして？　俺が目を開けると、何かまずいことがあるのか？」

「ある」

「よければ、教えてくれないかな。見えないと不安になる」

　タバサは、震える声で言った。

「わたしは、服を着ていない」

「は？　はだか？」

「そう」

「な、なんで？」

「服を着る暇がなかった」

　そんなことを言いながら、タバサの動どう悸きは高鳴っていく。自分は、生まれたままの姿で才さい人とに寄り添っている。その現実が、タバサの胸に飛び込んできた。それがどれだけ重大なことなのか、タバサはやっと気づいた。

　どくん、どくん、どくん……。

　命のやり取りの中でも、滅めつ多たに速まることのなかった鼓動が、激しいリズムを打ち始める。タバサはそれを、才人に聞かれたくないと思った。

〝どうして、肌を見られたくないんだろう？〟

　タバサは不意にその理由に気づく。

〝見られたら……、何かに加速がついてしまうから……〟

　その何かとは何？

　そんな質問を繰り出してくる、自分の冷静な部分をタバサは呪のろった。タバサは、必死になって心に言い聞かせた。

〝違う。この人は、わたしの仕えるべき騎士……〟

　タバサのそんな心の葛かつ藤とうを見透かしたように、食堂の中に追っ手が入ってきた。

「何人ぐらい捕まえたのかしら？」

「半分ぐらい。水精霊騎士隊の連中だったなんて、驚きだわよ」

　遠くのほうから、悲鳴がいくつか響いてきた。ついで魔法が飛びかう音。

　才人の身体からだが、緊張でこわばる。そんな才人の筋肉の動きが、さざなみとなってタバサを襲う。

〝ああ、こうやって、ずっと寄り添っていたら……、自分はどうなってしまうのだろう〟

　食堂の扉が開き、たたたたた、と、女の子たちの足音が近づいてくる。

　このままではまずい。

　タバサは、ぎゅっと才人の身体を壁際に押しつけた。さらに強く、肌の向こうの才人が感じられた。そうすると……、もうタバサは何も考えられなくなった。

　遠くで響く少年の悲鳴、ついで女の子の声がして、足音が遠ざかっていく。だがもう、そんなことはどうでもよかった。現実が徐々に意味を失いだしていく……。

　どれほどの時間が経たっただろう？　わずかな数秒を、タバサは永遠にも感じた。

　そんなタバサを現実に引き戻したのは、背後に響く何者かの足音だった。布がかすれるような、小さな音……。

「……タバサ、この音、聞こえるか？」

「うん」

　なんだろう？　でも、なんでもよかった。

〝ずっとこうしていたい〟

　足音なんかより、そんな風に思う自分が腹立たしい。思えば、こうやって男の子と密着するのは初めてだ。だから、そんな戯たわ言ごとを思うのだろう。そんな風に自分に言い聞かせる。

「なんの音だろ？」

「わからない」

「幽霊だったりしてな。なんてな」

　おどけた才さい人との声に、子供の頃ころ……、幽霊が苦手だったことを思い出す。今はもう、それほど怖くない。でも、これは口実になるのではないだろうか？

　女の子の自分が、幽霊が怖くたって何もおかしくない。

　なんの口実かって？

　もっと、もっと近づけるための口実……。そう考えると、口から演技の声が飛び出た。自分でもびっくりするぐらい自然に、その声は出てきたのである。

「やめて」

　そう言って、思い切って才人にしがみつく。さらに鼓動が速くなる。タバサは何度も自分に言い聞かせた。

〝わたしは、こうやって裸で男の子に抱きつくのが初めて。だからこんなにどきどきしてる。それ以上の意味はない〟

　それがほんとのことなのか、嘘うそなのか、タバサにはもうわからない。ただ、己の小さな身体からだは小刻みに震えだす。

「な、なんだよお前、もしかして幽霊が怖いのか？」

　タバサは頷うなずいた。

　嘘だ。

　幽霊なんか怖くない。

　怖いのは……、自分の胸に生まれたこの感情だ。

　喉のどの奥がせりあがり、身体中が魔法をかけられたように敏感になっている。己のそんな変化こそが、怖くてたまらなかった。

　息ができなかった。

　もう、何も聞こえなかった。

　時間が止まり、この世の中で才人と二人きりになってしまったみたいだ。

　才人が何事かつぶやき、身体を震わせた。そのわずかな震動は、高まったタバサの意識を飛ばすのに十分だった。




　タバサが目覚めると、そこは自室だった。横には人間の姿のシルフィードがいて、満面の笑みでタバサを見つめている。

「きゅいきゅい！　お姉さま、やるじゃないなのね！」

　シルフィードは嬉うれしそうにわめいた。

「……わたし」

「女の子たちが、お姉さまを運んできたのね。全部聞いたのね。裸のままで、あの男の子を助けるなんて！　そんな大胆なお姉さまに、シルフィなんだかどきどきなのね！」

「…………」

　タバサは激しく恥ずかしくなった。結局、才さい人とは捕まってしまったようだ。あんまりひどく責められなければいいが……。

　だが、それより恥ずかしいのは、先ほど自分の抱いた感情だった。仕えると決めたのに、あんな感情を抱き、嘘うそまでついた自分が許せなかった。もっと肌を近づけたいと思ったばっかりに、自分は幽霊に怖がるふりまでしてのけた。

　そんなタバサの気持ちを知ってか知らずか、シルフィードは嬉しそうにタバサに何かを突き出した。

「…………？」

　それは、可愛かわいらしいデザインの上着とシャツとスカートだった。黒と白を基調とし、幾重にもフリルがついている。

「これ、シルフィがお姉さまのためにあつらえた服なのね！　きっと似合うのね！」

　タバサはぼんやりとそれを見つめた。

「……どういうこと？」

「これを着たら、お姉さま、とっても女の子っぽくなって、どんな男の子でもイチコロなのね！　そのぐらい似合うと思うのね！」

　モンモランシーに頼んで、街からペリカンで取り寄せた服だった。

「ああ、お金のことなら気にしないでいいのね。シルフィがこつこつ貯めたお小遣いで買ったのね！」

　お小遣いというか、おなかがすいたときのために、タバサの財布から失敬したお金だったが……、それは言わないシルフィードだった。

　タバサはじっとそれを見つめた。そんな女の子っぽい服を見ていると……、先ほどの自分が思い起こされた。〝仕える〟と決めたくせに、あんなに心を震わせた自分……。ついには、気絶までしてしまった。

　そんな自分を、タバサは強く恥じた。

　すると、シルフィードが言う、〝女の子っぽい〟という言葉がこの上もなく不潔なものに感じられた。

「いらない」

　タバサはきっぱりと言った。するとシルフィードは慌てた顔になった。

「なんで？　どうしてなのね？　ほら！　袖そでをとおしてみるのね！　きっと似合うのね！」

　きゅいきゅいわめきながら、シルフィードはタバサの手を握った。タバサはその手を振り払った。

「……お姉さま」

「いらないって言ってる」

　シルフィードの目に、涙がたまっていった。

「ごめんなのね……」

　そう言うと、シルフィードはきゅいきゅい鳴きながら駆け出していってしまう。部屋には、タバサ一人が残された。

「…………」

　一人になって、冷静になると……、シルフィードは何も悪くないことに気づく。あの使い魔の韻いん竜りゆうは、ただ自分が喜ぶと思って……。

　やっぱり自分はどうにも冷静じゃない。あんなことを言うなんて……。

　タバサは、床に落ちた服を取り上げた。なかなかに上等な縫ほう製せいだ。シルフィードが、どんな気持ちで自分のためにこれをあつらえたのかを想像した。




　双月が、淡く、優しく照らす森の中をタバサは歩いていた。シルフィードが持ってきてくれた服に身を包んでいる。紐ひもやボタンが複雑に絡み合ったベスト、可愛かわいらしいレースが、白いシャツの襟えりにあしらわれ、スカートの裾すそに幾重にも織り込まれている。

　タバサは手に杖つえを持っていなかった。

　シルフィードが寝床にしている泉のほとりの小屋についた。そこでシルフィードは寝息を立てていた。

〝ごめんね〟

　タバサは優しくシルフィードの鼻面を撫なでながら、心の中でつぶやく。そして、ちょこんとその隣に腰かけた。

〝気持ちは嬉うれしいけれど……、やっぱり恋人は必要ない。自分にはすべきことがまだまだたくさんある〟

　タバサはシルフィードを起こさぬように、心の中でつぶやいた。

〝あなたが、男の子だったらいいのに。そしたら、恋人になれるのにね。こんな気持ちになることもなかったのにね〟

　それから先ほどの自分を思い出し、再び赤面する。

〝わたしには彼にそんな感情を抱くなんて許されない〟

　なぜなら、自分は仕えると決めた。

　それに……、彼には好きな人が……。だからいい。さっきはどうにかしてた。それだけだ。

　でも……、今日ぐらいは普通の女の子になってみよう。

　だって、とタバサは夜空を見上げた。

　今日はとても月が綺き麗れいだから。

　双月が鮮やかに輝いて……、まるで子供の頃ころに読んだ絵本の中の、夢の国の中にいるみたいだから。

　そう、とタバサは小さくつぶやいた。

　今日は夢。

　夢を見てもいい日。おそらく、今日を最後に袖そでを通すことのないであろう服をタバサは見つめた。タバサは寝ているシルフィードに顔を向けると……、にっこりと笑みを浮かべた。

「安心して、シルフィード。わたし、ちゃんと笑えるのよ。ううん、笑えるようになったのかな？　でも、恥ずかしいから見せないだけ。ありがとう。この服、とっても気に入ったわ」

　それからタバサは胸に手を置いた。先ほど……、食堂で才さい人とといるときに感じた激しい高鳴りを、タバサは愛いとしく感じた。

　タバサは立ち上がると、目を閉じた。

　そうして、手を前に突き出す。そうすると、まぶたの奥に少年の姿が浮かんだ。

　才人の姿だった。周りでは楽師たちが楽しげな曲を演奏している。着飾った友人たちが、軽やかにステップを踏んでいる。

　色鮮やかな舞踏会が、目の前に広がっていく……。

　読書家のタバサは、空想の中の世界で生きてきたようなものだ。そういうのは得意だった。

　空想の中の才人が笑みを浮かべて、タバサに手を伸ばす。タバサははにかんでその手を握った。才人も、強く握り返してくる……。




　双月の明かりが、可愛かわいらしい服に身を包んだタバサを照らした。

「じゃあ、踊りましょうか」

　目の前の、空想の少年を相手に、青髪の美少女はゆっくりとステップを取り始めた。
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第十二話　タバサの誕生





プロローグ







　少女は、息を切らせて森の中を駆けていた。赤い上衣に白い乗馬ズボンを身につけ、長い、青みがかった髪の下には、十二歳ほどのまだあどけない顔。整った高貴の香り漂う造りだったが、その顔は涙と汗でぐちゃぐちゃになっていた。

　その手には、大きな節くれだった杖つえが握られている。荷物を投げ捨てても、その杖だけは手放さなかった。

　少女は貴族だった。

　突き出た根に足をとられ、少女は派手に転んだ。なるべく動きやすい格かつ好こうで、と自分なりに考えて選んだ服装だったが、鬱うつ蒼そうとした森の中を駆けるのに、ふくらはぎまですっぽりと包まれたブーツは不適だったようだ。焦りながらブーツを脱ぎ捨てていると、背後から草を踏みしめる音と、獣の息遣いが響いた。

「ひッ！」

　思わず立ち上がり、杖を掴つかみ少女は駆ける。

〝もし追いつかれたら〟

　頭の中、そんな言葉だけがめぐる。

〝追いつかれたら、食べられちゃう〟

　喉のどの奥がせり上がり、少女は恐怖にあえいだ。自分が捕食されるような立場に追い込まれるなんて、生まれてこのかた想像すらしたことがなかった。

「いたッ！」

　倒木を乗り越えようとしたときに、少女の足に激痛が走る。絨じゆう毯たん以外を踏んだことがない柔らかい素足が、木のささくれを踏んでしまったのだ。

　落ち葉が幾層にも積もった土の上に、少女は倒れこんだ。

　立ち上がろうとして、痛みに顔をしかめる。深く、足の裏を切ってしまったようだ。

〝もうだめだ〟

　絶望が全身を包んでいく。それでも身体からだは懸命に動いた。手を伸ばし、這はいつくばって少女は逃げようとした。

　背後から、再び獣の息遣いが聞こえ、少女の身体が縮こまった。逃げよう、と思うのだが、動かない。恐怖で身体がすくんでしまったのだ。

　首だけがなんとか動いた。恐る恐る振り返ると……、この数分、自分を追いかけまわしていた〝獣〟の顔が見えた。

　その〝獣〟は、オオカミのような姿をしていた。『ような』というのは、首がオオカミにしては二回りも大きく、また、二つも並んでいたからである。

　それは、オオカミの姿をしたバケモノだった。そうとしかいいようがない。

　獲物が逃げられなくなったのを見て取ると、そのオオカミのバケモノはゆっくりと近づいてきた。

　少女の全身が震え始める。

「これは夢だ」

　そうつぶやいた。自然と、そんな言葉が口をついた。それは、なんとか正気を保とうとする心が言わせた言葉だった。

　この数週間で、どれほど自分の運命は激変したのだろうか？　ああ、そのクライマックスがこれなんだろうか？　ほんの数週間前まで、自分は幸せな生活を送っていたはずだ。何一つ不自由しないオルレアンの屋敷で、にこやかに笑みを浮かべていたじゃないか。

　それがいつのまにか、こんな暗い森の中で、おそろしいバケモノに殺されようとしている……。

　握り締めた杖つえを構えて、少女は呪じゆ文もんを唱えようとした。遊びでしか使ったことのない攻撃魔法。空き瓶びんや、藁わら人形相手になら何度かぶつけたことのある〝氷の矢〟。

　それを唱えるのだ。

　ウグルルルルルルルルルルルルルルルルルルルッ！

　しかし、獣の咆ほう哮こうが、少女の勇気を心からむしりとった。二つの首から発される、その圧倒的な咆哮に、少女はすくみ上がる。呪文を唱えるどころではない。自分の魔法など、こんなバケモノに通用するはずがない……。そう思ってしまえば、呪文は威力を失う。こうなっては、よしんば唱えられたとしても、獣の皮一枚裂くことさえ適かなわない。

　バケモノは口を大きく開いた。首の真ん中に、ナイフほどの大きさの牙きばが見えて、少女は観念した。目をつむり、小さく神さまに祈る。

　せめて、父と同じ場所に行けますように。

　せめて、せめて……、痛みが一瞬ですみますように……。





第一章







　トリステインとガリアの国境に、その豊かな湖はあった。ハルケギニア一の名勝とうたわれたラグドリアン湖である。

　その湖こ畔はんからすぐのところに、旧ふるい、立派な門構えの屋敷があった。門柱には、交差した二本の杖つえのレリーフがかたどられている。その下には、小さく古代語でモットー銘が刻まれていた。

〝さらに先へ〟

　ハルケギニア最古の王国のひとつ、ガリア王家の紋章が掲げられたその屋敷は、ガリア王子、オルレアン大公家の住居であった。

　うららかな春の日差しが暖かい今日、中庭にはいつもの朗らかな声が響いていた。

「父さま！　見て見て！　わたし、すごい技を覚えたのよ！」

　白い椅い子すに腰かけ、本を読んでいたオルレアン公シャルルは顔を上げた。四十を過ぎていたが、その顔は青年のように瑞みず々みずしい。やさしい笑みを浮かべ、駆け寄ってきた愛まな娘むすめを抱き上げる。
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　十一歳の少女は、長い青い髪を揺らして満面の笑みを浮かべた。悪魔でさえも、魅了してしまうような邪気のない朗らかな笑顔だった。身長は百四十サントほど。手足は同世代の少女と比べても、ちょっと細い。特に目を引くのは、母譲りの眩まばゆい美び貌ぼうだった。わずかにつり上がった目を利発そうに輝かせ、少女は父親にしがみついた。彼女はシャルロット・エレーヌ・オルレアン。オルレアン大公の愛まな娘むすめであった。

「では、父さんにその技を見せてごらん。シャルロット」

　父にそう言われたシャルロットは、持っていた人形を差し出した。

「今からタバサが、父さまに素敵なダンスを披露するわ」

　それは、フェルトと布でできた、素朴な人形だった。王族の娘が可愛かわいがるには、あまり高価な品には見えなかったが、シャルロットはその人形が大のお気に入りだった。父と同じぐらい大好きな母が、手ずから自分に買ってくれた品だったからである。

　シャルロットは、三十サントほどのその人形を地面に置いた。それから、握った大きな杖つえを持ち直した。

　自分の身長より、遥はるかに大きな杖だった。オルレアン公が、子供の時分に祖父から貰った先祖伝来の逸いつ品ぴんだった。

　杖とメイジの相性は、本人にしかわからない。メイジは何日間もかけて杖と〝契約〟をかわす。握って、祈りの言葉と共に呪じゆ文もんを唱え続けるのだ。初めは失敗ばかりだが、そのうちに杖が自分の身体からだの一部のように思えてくる。そうなってくると、呪文は成功しだす。物心つく頃ころに、メイジの子はいろんな杖を握らされる。そして、呪文がうまく唱えられる杖を〝契約〟を通して探し出し、生涯の伴侶とするのが常だった。

　時には好みや使い勝手から、別の杖を探す者も存在したが……。

　オルレアン公もその一人だった。

　彼は、節くれだった大きなその杖をしばらく使ったが、そのうちに、当世風の小ぶりなものに変えた。使いにくかったからだ。

　だが、シャルロットはいたくその杖を気に入り、こうやって使っている。シャルロットのような美少女が握るにしては、大きく無骨で、取り回しにくいように感じたが、本人のほうではそう思っていないようだ。

　澄ました顔で、シャルロットは大きなその杖を振った。

　すると、人形はひょっこりと立ち上がり、優雅なダンスを踊り始めた。まるでオーケストラの指揮者のように、シャルロットは得意げに杖を振る。その杖の動きにあわせ、人形は見事に一曲踊ってみせた。

　最後に、人形が一礼すると、オルレアン公は手を叩たたいた。

「お見事！　お見事！　いやぁ、たいしたものだねシャルロット！　父さんにだってそこまで繊細に、人形を操ることなんてできないよ」

　オルレアン公は、シャルロットの頭を撫なでた。シャルロットは、嬉うれしげにタバサを抱き上げる。するとオルレアン公夫人が、侍女を連れて現れた。多少線が細いが、周りを華やがせるような、瑞みず々みずしい美人であった。

　シャルロットは、美しい母に飛びついた。

「母さま！」

「まあシャルロット。どうしたの？　あなたはお勉強の時間じゃないの？」

「先生が出された質問なら、もうすべて答えてしまいました。あいた時間は好きに使ってよろしいと、おっしゃったのよ」

　そう言うと、母は笑みを浮かべた。中庭に、朗らかな家族の笑いが響く。聞くものを幸せな気分にさせてしまうような、そんな笑い声だった。

「ねえ母さま、誕生会が楽しみだわ！　ほんとうにドラゴンケーキが食べられるの？」

　シャルロットは、二週間後に控えた自分の誕生会が今から楽しみでならなかったのだ。

「ええ。そのために、リュティスで一番の菓子職人に注文したのよ」

「嬉しい！」

　ドラゴンケーキとは、様々な果物やナッツで飾られた、竜のかたちをした大きなケーキである。ハルケギニアの子供たちには大人気のお菓子だった。

　しばらく遊ぶと、シャルロットは椅い子すに座って寝息を立て始めた。娘に膝ひざ掛けをかけてやると、オルレアン公夫人は、真顔で夫を見つめた。

「陛下の具合はいかがだったのです？」

　先日、夫は病床の父王を見舞ったばかりだったのである。オルレアン公は、その端正な顔に憂いを浮かべた。

「……あと二、三日、といったところだろうな」

「戦になるのでしょうか」

　現王が崩御すれば、その息子であるオルレアン公シャルルか、兄のジョゼフ、どちらかが冠を被かぶることになる。未いまだ、ガリア王は、その冠を託す相手を告げてはいなかった。したがって王の死後、冠を巡り、兄弟が相争う内戦になるのではないか？　と、夫人は気に病んでいるのだった。

　オルレアン公は妻を安心させるように言った。

「なに、そうはなるまいよ。普通に考えれば……、誰だれが冠にふさわしいか、父上だってわかっておられるはずさ」

　どちらが冠を被かぶろうが、オルレアン公夫人はかまわなかった。彼女は、安らかに寝息を立てる娘を見て言った。

「わたくしはただ、この子とあなたの身に、よからぬことが起こらなければそれで十分なのです」

「もちろんだとも。何が起ころうが、お前たちに指一本触れさせはしないよ」




　オルレアン公の言葉通り、それから三日後に王は息を引き取った。シャルロットはその知らせを聞くと、ショックに打ちのめされた。

　優しかった祖父がもういない……。楽しみだった誕生会どころではなくなり、リュティスで行われた葬儀にかたちばかり参列したあと、早々に屋敷へと引き上げ部屋に篭こもってしまった。

　国をあげての大々的な葬儀は、一週間も続いた。

　葬儀に集まった貴族たちの関心事は、次期王はジョゼフに決まったらしい、ということだった。

　しかし……、ジョゼフとオルレアン公シャルルの表情を見るに、にわかには信じがたい話だった。葬儀の最中、ジョゼフがずっと気難しい顔をして人を寄せつけなかったことに対し、オルレアン公は変わらぬ如才なさを発揮して、弔ちよう問もんに訪れる客たちときちんと会話をかわしていたからである。

　葬儀に集つどった貴族たちは、やはり冠はオルレアン公に与えられることになったのだと、口々に噂うわさしあった。

　だが、葬儀が終了したあと、貴族たちは自分たちの予想が外れていたことを知り、大いに驚いたものだった。

　ヴェルサルテイル宮殿のホールにおいて、死に瀕ひんしての王の言葉を告げるリュティス大司教の声は、はっきりとこう告げていた。

『始祖と神の御名において、わたくしは王の遺言を読み上げまする。次王には、皇太子ジョゼフ殿を推参するとの由……。臣下におかれては、これをよく補佐し……』

　一瞬騒ぎが起こったが、すぐに静まり返る。集まった貴族たちは、ガリアの新時代が訪れたことを肌で感じ取った……。




　そして、新王ジョゼフの戴冠式が行われる運びとなった。それに先立ち、ジョゼフはオルレアン公を狩猟会に誘った。内々での相談があるとのことだった。

　その狩猟会は、オルレアン公の屋敷とリュティスの真ん中ほどに位置する、シャレーの森で行われることになった。

　その前日の夜……、オルレアン公の寝室を、夫人は訪れた。

「どうしたんだい？」

　何か書きものをしていたオルレアン公は机から顔を上げた。

「お疲れではないのですか？」

「そうだね……。このところ忙しいからね」

　どこかに何かを置き忘れたような声だった。

「ゆっくりなさればよろしいわ。国のことは義あ兄に上うえに任せて、しばらくはのんびりいたしましょう」

「そういうわけにはいかないよ。兄さん一人じゃできない仕事だってあるし……」

　その響きに、夫人は不満の響きを感じ取った。夫は決して話そうとはしなかったが、彼が王になるために並々ならぬ努力を払ってきたことを、夫人は知っていた。

　それが泡と消えた今、いったい夫の心境はいかばかりであろうか……。

　妻の表情に、何かを感じ取ったのか、オルレアン公は笑みを浮かべた。

「今までがむしゃらに走り続けてきた、ぼくの人生はなんだったんだろうな」

　それは、オルレアン公が初めて漏らした、兄の戴冠に対しての感想だった。

　夫人はなんと言って夫を慰めればいいのかわからなかった。ただ……、夫の半ば捨て鉢な態度に、不吉なものを感じた。

〝夫は、自分が王になれなかったことで傷ついている。だから、自分が危険な立場に置かれていることに気づいていないのだ〟

「わたくし、なにかいやな予感がいたしますの……。明日の狩猟会はおやめになったほうが……。その日はシャルロットの誕生日なのです。できれば、いっしょに祝ってやってくださいまし……」

　大々的な誕生会は、祖父王の喪に服すために取りやめになった。だが、ふさぎこんだシャルロットを慰めるために、家族だけでの会を開く予定だった。

　オルレアン公は、安心させるように妻を抱きしめた。

「もし、兄上がぼくをどうこうしようとお考えなら……、明日休んだって同じことさ。それに、兄上はほんとは優しい人なんだよ。なに、夜には帰る。竜りゆう籠かごを使えばひとっとびさ」

　オルレアン公夫人は、優しいとか、優しくないとか、そういった部分は、嫉しつ妬とという感情にあまり影響を及ぼさないことを知っていた。

　それでも妻の言葉に思うところがあったのか、オルレアン公は娘のシャルロットを呼んだ。祖父の死で傷ついていた娘は、赤く泣きはらした目で、父の腕に抱かれた。

　オルレアン公は、無言で娘をかき抱いたあと、妻と抱ほう擁ようした。

　結局、それが今生の別れとなった。




　誕生日の日、シャルロットは食堂で父を待ち続けた。目の前には、この日のために注文されたドラゴンケーキが置かれている。

　隣の席では、母が何やら心配そうな顔でテーブルに肘ひじをつき、組んだ手の上に顎あごをのせていた。

「父さま、遅いわね」

　そう母に尋ねると、にっこりとシャルロットを安心させるような笑みを浮かべた。

「大丈夫よ。そろそろ帰ってくるわ」

　そのとき……、母子の耳に、玄関の扉が開く音が届いた。

「帰ってらしたようね」

　だが、なんだか様子がおかしい。荒々しい足音が響き、ついで悲鳴のような騒ぎがあちこちで起こっていく。

「……何事かしら？」

　そこに息せきったペルスランが駆け込んできた。オルレアン家の執事を長く勤める彼の顔は、涙でまみれている。その表情で、夫人は夫の身に何が起こったのかを理解した。

「ただいま、急使が知らせを携えてやってまいりました。旦那さまが……、旦那さまが……」

　祖父に続いての父の死に、未いまだ少女のシャルロットは呆ぼう然ぜんとした。悲しむより前に、心がそれを認めることを拒んだのだった。




　部屋に閉じこもり、シャルロットは毛布を被かぶって何度も自分に言い聞かせた。




〝これは夢だ〟




　あの優しかった父が死ぬわけがない。

　毒矢で射抜かれるなんて、そんなみじめな死に様を迎えるわけがない。




〝全部夢だ〟




　部屋に閉じこもったシャルロットの耳には、ひっきりなしにやってくる騎士や役人の足音が届いた。屋敷のホールには、父を慕っていた貴族たちが集まり、反ジョゼフの声をあげた。彼らは、父は伯父ジョゼフによって殺されたのだと騒いでいた。

　ジョゼフ伯父さまが？

　どうして？

　父と仲のよかった姿しか覚えていない。ジョゼフはよくこの屋敷を訪れては、中庭のポーチで、チェスを指したり、酒を飲んだりしていた。

　そんな伯父が、どうして自分の父を殺さねばならないのだろう？




　だからシャルロットは、すべてを夢だと思うことにした。そうしないと、おかしくなってしまいそうだったから……。




「ヴェルサルテイルに向けて、兵を出すぞ！」

　屋敷のホールの中、一人の貴族が声を上げ、賛同の声が響き渡った。

「静まりなさい！　静まりなさい！　そのようなことをしても夫は喜びませぬ！　ましてや、陛下が夫を殺した証拠が、どこにあるというのです？」

　夫人はそう言って貴族たちをいさめた。

　未いまだオルレアン公を暗殺した犯人は捕まっていない。

　だが、その場も誰だれもが、ジョゼフの仕業だと確信していた。

　使者は、こうも述べていった。

〝戴冠式ののち、盛大に国葬を執り行うゆえ、その死は伏せられたし……〟

　その冷静な対応と、犯人探しの不熱心さが、誰が下手人なのかを雄弁に物語っていた。オルレアン公派の貴族たちの怒りも、もっともであった。

「とりあえず、落ち着いてくださいまし。あなたがたがこのように取り乱しては、夫も悲しみます」

　だが、夫を亡くした当の夫人のその言葉に、貴族たちはおとなしくなった。




　翌日……、ジョゼフ王の使者がやってきた。

『まずは内々で弔とむらいを催すゆえ、公夫人と息女シャルロット嬢におかれては至急ヴェルサルテイルへ参内されたし』

　そのような知らせに、再びオルレアン公派の貴族たちは激げつ昂こうした。

「これはワナですぞ！」

　どう見てもそれ以外には考えられない。その場の誰もが、公夫人の決起を期待した。夫を殺され、自分たちも亡き者にされようとしているのである。

「こうなってはいたしかたない！　殿下！　我らに号令をおかけくだされ！　オルレアン公の仇かたきを討てとおっしゃってくだされ！」

「すぐに兵を集めてごらんにいれます！　公より王座を奪い、その妻子を亡き者にしようと企てる悪魔からリュティスを取り返してみせようぞ！」

　しかし夫人は、集まった貴族たちのそんな言葉を無視して、待たせてあった使者を呼んだ。居並ぶオルレアン公派の貴族たちから、憎々しげに見つめられ、使者は震えた。

　貴族たちは、夫人の怒りの言葉を期待した。バカを申すな。今より兵を率いて、夫の仇を討ちに行く……、と。

　しかし夫人の口から発せられたのは……、

「かしこまりました。うかがいましょう」

　ほっとした顔で去っていく使者を尻目に、貴族たちは騒ぎ始めた。

「おやめくだされ！　お命が危ういのですよ！」

　集まった貴族たちはなんとか夫人を翻意させようとしたが、夫人は、

「わたくしが逆らって、どうなるというのです？　国を二つに分けての戦を引き起こすだけではありませんか」と言って、貴族たちを諭さとした。




　さらに翌日。

　シャルロットは母に呼ばれ、正装して馬車に乗せられた。未いまだシャルロットは、自分で作り上げた夢の世界にいた。

〝これは悪い夢だ〟

　父が殺され、集まった貴族たちは口々に反乱を呼びかける。だが、母はそれに応じず王宮へと向かうという……。そこで待ち受けるものがなんなのか、さっぱりわからない。

〝全部夢だ。いつか覚める〟

　シャルロットは、人形を抱きしめながら繰り返し何度もそう自分に言い聞かせた。だが、悪夢はこれだけにとどまらなかったのである。

　それからのことは、断片的にしか覚えていない。

　馬車に揺られ、ヴェルサルテイルに到着して、伯父王が待つ食堂へと通されたこと。

　いつもは恭しく自分たちを迎え入れる召使たちが、なぜか憐あわれむような顔をしていたこと。

　怖くて、上座についた伯父王の顔を見ることすらできなかったこと……。




　気づくと、自分はワインの杯を握らされていた。赤い、血のような色の液体が、目の前で揺れている。伯父ジョゼフが、離れた席で自分を見守っていた。

〝飲め〟とでもいうように、顎あごをしゃくる。

　これを飲めば、楽になれる……、そんな気がした。この悪夢も終わる。悪い夢は終わり、おどけたサーカスの道化が現れて、全部は夢でした！　と言ってくれる……。

　シャルロットはその杯に口をつけようとした。

　だが……、その瞬間、母がその杯を自分の手からもぎ取った。

　母は伯父王に向かって叫んだ。

「わたくしだけでご満足ください。なにとぞ、娘だけはお救いくださいますよう」

　ジョゼフは無言だった。

　母は自分が握った杯を掴つかむと、一気に飲み干した……。

　がっくりと崩れ落ちた身体からだ……。

　すべてが暗転する。

　それを見て、シャルロットは気を失った。




　目を覚ますと、そこは何度か訪れたことのあるプチ・トロワの中だった。自分はソファに横たえられていた。

　どうして自分がここにいるのだろう？

　扉が開く音と共に、入ってきたのはジョゼフの娘、イザベラだった。シャルロットはこの従姉いとこが苦手だった。このイザベラは、どうにもシャルロットのことが気に入らないようで、いつも意地悪をしてくるのだ。

　だが、今日の表情は違った。まるで蔑さげすむような、そんな目でソファに座ったシャルロットを見下ろした。

「イ、イザベラ姉さま……」

　シャルロットは従姉にすがりつこうとした。年の近いこの従姉なら、いったい何が起こったのかちゃんと説明してくれると思ったのである。

「父さまが死んだって……、みんながジョゼフ伯父さまがやったって……。ほんとうなの？」

　しかしイザベラは、ただじっとシャルロットを見つめるのみ。

「母さまはどうなったの？　ジョゼフ伯父さまが何かを飲ませたの……、きゃっ！」

　シャルロットはいきなりイザベラに足あし蹴げにされて、床に転がった。シャルロットは呆ぼう然ぜんとした。確かにイザベラは意地悪だったが、さすがにこのような乱暴はされたことがない。

「お前……、誰だれに口をきいているの？」

　どこまでも冷たい声で、イザベラは言った。

「イザベラ姉さま？」

　イザベラはシャルロットの顎あごを掴つかんで持ち上げると、

「殿下とお呼びよ。殿下と。わたしはいまや、このガリア王国の姫なんだよ」

「母さまは……」

「そうまで言うなら、会わせてやろうじゃないか」

　イザベラは、隣の部屋にシャルロットを連れて行った。ベッドの上に、母であるオルレアン公夫人が横たえられていた。召使が着るような、粗末な寝巻きに身を包んでいる。

　寝ているのだろうか？　と思ったが、違った。

　その目は開き、うつろに天井を泳いでいる。

「母さま！」

　叫んで、母に近寄った。しかし……、反応はない。ゆすっても、名前を呼んでも、母はまったく答えない。まるで、何も聞こえないかのように、じっと天井を見つめている。

「シャルロットよ！　母さま！　わからないの！」

　そう叫んだとき、母が反応した。自分を見つめ、わなわなと震え始めたのだ。

「シャルロットをどこにやったの？」
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「え？」

「シャルロットを返して！」

　シャルロットは呆ぼう然ぜんとした。自分はここにいるじゃないか。

「わたしはここにいるわ！　どうしたの？　ねえ！　母さま！」

「おおお……、あなたという人は……、夫を奪ったのみならず、このわたしから娘をも取り上げようというのね？　悪魔！」

　母に悪魔と呼ばれ、シャルロットは呆然とした。

　悪魔？

　わたしが？

　何を言っているの。わたしは、あなたの娘じゃない。

　そのときシャルロットは、母の目に浮かぶものに気づいた。尋常の色じゃない。

　これは……。

　あの晩ばん餐さんの席で、母が自分の握った杯を飲み干したことを思い出す。

「母さまに何を飲ませたの？　ねえ！」

　怒りをにじませて、冷笑を浮かべたイザベラに詰め寄る。

「母に感謝しなさい。あなたが飲むはずだった薬を、代わりに飲んだのよ」

「何を飲ませたの！」

「心を失わせる薬よ」

「どうして！」

「反逆者の娘を、そのままにしておけるわけがないじゃないの。でも、あなたの代わりに自分が飲むと言い張ったの。父上はそれをお認めになったというわけ。せめてもの慈悲というわけね」

「反逆者……、ですって？」

「そうよ。オルレアン公は、自分が王になれなかったことに不満を抱き、反乱を企図した。したがって、隠おん密みつ裏りに処刑されたの」

「嘘うそよ！　父さまが反乱だなんて！」

　シャルロットはそこで気づいた。国中の貴族に愛された父……。誰だれもが次の王は自分の父だと思っていた。

　そして、暗あん愚ぐと揶や揄ゆされていた伯父……。

　どちらが王に選ばれたのかは明白だ。

　伯父はそれに不満を抱き……、父を脅迫したのに違いない。

　冠を奪うために。

　おそらく、初めは母や自分を殺すとでも言われたのだろう。父はそれを受け入れ、ジョゼフが王になった。そして、秘密がバレることを恐れた伯父は、結局父を殺した……。

　血を分けた自分の弟を、その手にかけたのである。

　そして、次は自分たちをも殺すつもりなのだ。

　聡そう明めいなシャルロットは、一瞬でそこまで考えた。

　怒りよりも……、シャルロットの心に浮かんだのは、悲しみだった。

　よりにもよって、血を分けた伯父に父が殺され、母が心をくるわされたのである。シャルロットの心を、茫ぼう漠ばくな虚無が包んでいく。

〝もう何も見たくない。聞きたくない。考えたくない〟

　シャルロットは床に崩れ落ち、手をついた。

　両の目から涙がこぼれた。ぐしっぐしっと、目の下をこする。

　そんなシャルロットを冷ややかに見下ろし、イザベラは言葉を続ける。

「夫人との約束どおり、お前の命は助けてやる。だが、オルレアン公家は断絶……。だからお前は今や、王族でもなんでもない、ただのシャルロット。さて、そんなお前だが、放ほうり出すわけにもいかない。どこで誰だれが利用するとも限らないからね。かといって、ただ飯を食わせるわけにはいかない。したがって、多少の仕事をしてもらう」

「……仕事？」

「そう。仕事といっても、針仕事やコックをやらせるわけじゃないよ。安心しな。貴族のお前に、ふさわしい仕事を与えてやろうというのさ」

　イザベラは、にぃっと笑ってシャルロットに一本の書簡を放って寄よ越こした。

「読みな」

　その書簡を開き、シャルロットは茫ぼう然ぜん自失のまま、目を通した。

「……討伐？」

　頭の中でその言葉が意味をなさない。

「ああ。『ファンガスの森』に行って、〝キメラドラゴン〟を退治するんだ」

　その言葉は、未いまだどこか遠くで響いているように感じられた。

「……戦いなんかしたことない」

「知ってるよ。だからいいんじゃないか。言っておくけど、途中で逃げたりしたら、お前の母の安全は保障しない。いいね？」




　時間にすれば一瞬……。

　そこまでの記憶が、シャルロットの脳裏に浮かんだ。

　人は死の間際、走馬灯のように生前の記憶がよみがえるという。

　知識として知っていたそれを、こうして体験するなどとは夢にも思わなかった。

　目をつむり……、狼おおかみのバケモノの牙きばが己の身体からだを切り裂く瞬間を待ち構えた。

　バフンッ！

　しかし、次の瞬間、大きな爆発音が響く。同時に、温かい何かが顔に降りかかる感触……。

　恐る恐る目を開くと、今しがた自分を噛かみ砕こうとしていたバケモノの、片方の狼の首がない。手に、真っ赤な血が見えて、シャルロットは悲鳴をあげた。

「ひぃいいいいいいいいいいいい！」

　そんな叫びに混じり、右手の木の陰から声が響く。

「こっち！　こっちに来て！」

　若い女の声だった。シャルロットは声に導かれるままに、立ち上がると駆け出した。

「頭を伏せな！」

　頭を抱え、シャルロットは地面に伏せた。

　ひゅんっ！　と唸うなりをあげて、何かがバケモノの残った頭に突き刺さる。

「……矢？」

　だが、ただの矢ではなかった。ジジジ……、と燃える導火線が見えた。火花は矢の先端に括くくりつけられた火薬束たばに引火して爆発する。

　バフゥンッ！

　大きな火球が、バケモノの頭を吹き飛ばした。両の頭を失ったバケモノは、地響きを立てて地面に倒れた。





第二章







「どうして、この森をほっつき歩いていたんだい？　あんただって、この『ファンガスの森』が、どうなっているんだか知っているんだろう？」

　シャルロットを助けてくれた若い女は、ジルといった。若い女なのだが、今までシャルロットが一度も見たことない格かつ好こうをしていた。薄汚れた革の胴着に、綿でできたよれよれのズボン。足には鹿しかの皮をなめして作ったブーツ。どれもこれも、染色のひとつさえ施されていない。

　日焼けした肌は、まるで少年のようだった。鍛きたえ上げられた身体からだは、引き締まった若鹿のよう。大きな目が、黒髪の下に光っている。

　いわゆるおしとやかな美人ではなかったが、野生が磨いた、魅力的な顔だった。自分が過ごしてきた貴族社会では、決して見ることができない雰囲気を漂わせている。

　シャルロットがつれてこられたのは、洞どう窟くつだった。入り口は巧妙に草と藪やぶで隠されている。どうやらジルは、この洞窟で寝起きしているらしかった。まるで獣の住すみ処かのようだったが、鍋なべや釜かまが置かれた台に、藁わらを敷き詰めた寝床が見えた。洞窟の壁には、獣の腱けんとよくしなる枝を組み合わせて作られた、大きな弓が立てかけられていた。先ほど、シャルロットを救った弓だった。

「見たところ、貴族のようだけど……、まさか散歩しに来たんじゃないだろう？」

　ジルはシャルロットの抱えた大きな杖つえを見て言った。

　シャルロットは、なんと言おうか迷った。この数週間の間に起こったことを説明したって、信じてもらえるとも思えない。

　ぽつりと、シャルロットはつぶやくように言った。

「武者修行……」

　するとジルはシャルロットを驚いたように見つめ、それから大声で笑い出した。

「あーっはっはっは！　武者修行だって？　おっかしー！　あんた、何考えてんのさ！　この『ファンガスの森』はいまやバケモノの巣なんだよ？　立ち入り禁止の札だって立っているだろうに！　あんたみたいな子供が武者修行するにゃ、ちょっと荷が勝ちすぎるんじゃないの？」

　ジルの言うとおりだった。

　三年ほど前、この『ファンガスの森』には、魔法生物を研究する塔が建っていた。様々な生き物をかけ合わせ、強力な〝合成獣キメラ〟を作る研究が行われていたのである。

　だが、研究を行っていた貴族は自分で作り出した〝合成獣キメラ〟に殺され、塔は破壊された。それから、この森は封鎖されたのであった。何度か騎士隊を派遣して、キメラ狩りが行われたが、それでも全滅させるには至らなかった。

「悪いことは言わないよ。帰りな。この森には、さっきみたいなオオカミだけじゃない。もっと怖いやつが住んでるんだよ。〝キメラドラゴン〟っていうんだ。笑っちまうだろ？　ただでさえ、強力な火竜に、なんだか知らんが別の生き物を組み合わせて、さらに強力にしたっていうんだから……。そんなやつに出くわしたら、どうしようもない」

　シャルロットの心を、絶望が覆っていく……。

　そう。キメラドラゴンなんか、自分に倒せるわけがない。つまりこの任務は遠まわしの処刑なのだった。直接手を下すのが嫌だから、こんな回りくどい手段を用いたのだ。

　そう思うと、やはりさっき、オオカミの牙きばにかかって死ぬべきだったと思う。

　そうすれば父の元に行ける。

　母もいずれ、自分の元にやってくるだろう。そしたら、今度こそ家族三人、仲良くヴァルハラで安心して暮らせるのだ……。

　シャルロットは、ぼんやりとした声で言った。

「あの……、お願いがあるんです」

「なんだい？」

「わたしを、殺してください」

　ジルは、シャルロットを見つめた。それから、目をつむって言った。

「何を考えてるんだい？　あんた」

「何も……、というか、もう、何も考えたくない。全部、つらいことばっかり。生きていたくない」

「贅ぜい沢たくだねえ」

「贅沢なんかじゃありません。ほんとに、ほんとにもう、耐えられないんです」

　呆あきれた声で、ジルは言った。

「こんな綺き麗れいな服着ちゃってさ。うまいもんだってたっぷり食べてきたんだろう？　あたしなんかが見たこともないようなごちそうなんかをさ。それが何があったか知らないが、死にたいだって？」

　こくり、とシャルロットは頷うなずいた。

「ま、事情は人それぞれだねえ。貴族さまには貴族さまの苦労があるってことか。あたしだって、こんな地獄みたいなところで一人猟師をやってるんだ。酔狂はお互い様かね」

「じゃあ……」

　顔を上げたシャルロットに、きっぱりとジルは告げた。

「やなこった！　人殺しなんか冗談じゃないよ。死にたきゃ、夜にここを出て行きな。さっきみたいなバケモノが、すぐに片をつけてくれるよ」

　するとシャルロットは震えだした。

「それはイヤです……。あんなバケモノに食べられるなんて……。せめて、痛くないように……」

「なんて贅ぜい沢たくだ。死に方にまで注文をつけるなんて」

　するとシャルロットは、小さな声で泣き始めた。ジルは深くため息をついた。




　そのうちに夜がやってきた。

　春とはいえ、森の夜は冷え込む。

　ジルはシャルロットに、毛皮を放ほうってやる。シャルロットは無言でそれに身体からだを包む。それからジルは、干し肉を取り出し、かじり始めた。

　ぐぅうう……、とシャルロットのおなかが鳴る。ジルは、シャルロットに干し肉をわけてやった。

　震える手で、シャルロットはそれをかじった。
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　干し肉を食べ終わった頃ころを見はかり、ジルはシャルロットに尋ねた。

「あんた、まだ死にたいかい？」

　こくり、とシャルロットは頷うなずいた。

「わかったよ。じゃあ、殺してあげる。あたしは、毒にも詳しいんだ。眠ったまま死ねる毒を調合してあげるよ。だが、その前にあたしの仕事を手伝ってくれないかな？」




　ジルがシャルロットに頼んだのは、猟の際のおとり役だった。

　どうしても狩りたい獲物がいる。それを狩るのを手伝ってくれれば、薬を調合してくれるという。

　翌朝……、シャルロットは森を歩いていた。昨日まで着ていた服を脱ぎ、ジルの用意してくれた猟師の服に着替えていた。皮をなめして作ったその服は、森を歩くときに最適だった。歩きやすく、そして疲れない。

　杖つえを構え、ゆっくりと歩く。森の中は静かで、澄んだ空気の香りがした。昨日、森に入ったときは木陰や揺れる木の枝にビクビクとしたものだが……、こうやって一いつ旦たん〝死〟を受け入れたあとは、あまり怖くなかった。

　シャルロットはゆっくりと、その〝獣〟の巣に近づく。それは巨大な朽くち木きの根っこの隙すき間まに開いた、幅三メイルほどの穴だった。

　その穴に近づき、シャルロットは〝氷の矢〟を唱えた。杖の先に、小さな氷の矢が浮かび上がる。シャルロットが唯一扱える攻撃魔法だった。もっとも、それを生き物に向けて放ったことはない。まあ、当てることぐらいはできようが、昨日のバケモノを想像して、あんなやつに通用するわけがないと思った。

　シャルロットはそれを、木陰から穴の中めがけて放った。反応はない。再び呪じゆ文もんを唱え、中に打ち込む。すると、今度は動きがあった。

　ウルルルルルル……、と低い鳴き声が聞こえてくる。

　穴の中から出てきたのは、角つのを生やした巨大な狒ひ々ひだった。燃えるような赤い毛に包まれている。シャルロットは読書が好きで、動物図鑑も山ほど読んだが、あんな角を持ち、真っ赤な毛並みの狒々など知らなかった。あれも、おそらく〝キメラ〟なのだろう。

　その角狒々キメラはシャルロットに気づき、大きな口を開けて飛びかかってきた。恐ろしいスピードだった。シャルロットは呪文を唱える。




　イル・フル・デラ・ソル・ウィンデ




〝フライ〟だ。あまり飛び上がらないように、ふわりと浮き上がり、軽業師のようにジャンプしながらシャルロットは逃げ出した。

　激げつ昂こうした角狒々キメラは、激しい勢いで追いかけてくる。だが、冷静になってみれば、バケモノから逃げることはそれほど難しくなかった。自分の身体からだに与えられた能力……、〝魔法〟の力に、シャルロットは素直に感嘆する。

　そのうちに、ジルと打ち合わせた場所に出た。そこは、大きな三本の木によって囲まれた、空き地のような場所だった。シャルロットは高くジャンプした。

　ついで、現れた角狒々キメラがシャルロットを追いかけてジャンプしようとする。そのとき……、隠れていたジルは、仕掛けのロープを鉈なたで断ち切った。

　枝のしなりを利用して作られた罠わなが発動する。角狒々キメラの真下から、落ち葉で巧妙に隠された網が持ち上がった。百リーヴルもの重さの実をつける、カラヴァ蔦つたで作られた頑丈な網だった。網の罠は角狒々キメラをすっぽりと包んで持ち上げた。

　ギャワギャワ！　と暴れる角狒々キメラめがけて、ジルは弓に矢をつがえて、引き絞る。その開いた口に、火薬束たばをつけた矢を撃ち込んだ。

　大きな爆発音と共に、角狒々キメラの頭がはじけ飛んだ。

　ゆっくりと降りてきたシャルロットに、ジルは微笑ほほえんだ。

「やるじゃない。さすがは貴族」

「逃げてただけです」

　シャルロットは、つまらなそうに言った。そりゃあ、きちんと魔法を使えば逃げることぐらいはできる。

「その矢、すごい威力ですね。わたしの魔法なんか、足元にも及ばない」

　シャルロットは、素直にジルの矢を褒ほめた。ジルは得意げに矢を見せた。矢の先端に爆薬が取りつけられている。

「あたしが作ったんだよ。キメラどもを相手にするには、ただの矢じゃどうしようもない。魔法が使えないんだから、せめて頭を使わないとね」




　四日連続で、シャルロットはジルの狩猟に付き合った。その間、シャルロットは立派におとりを努め上げた。




　ジルは昼間に、洞どう窟くつの中でまとめて調理を行う。罠をしかけて捕まえたウサギや鹿しかなどをさばき、洞窟の片隅に設けられたかまどで燻くん製せいを作るのだ。

　その作業をじっと見つめながら、シャルロットは尋ねた。

「あの……、ジルさん」

「なんだい？」

「そろそろ……、薬を……」

　するとジルは顔をあげた。そして、呆あきれた声で言った。

「まだ死にたいの？　そろそろ諦あきらめたと思ってたよ。あんたも結構強情だね」

　シャルロットは、強く拳こぶしを握り締めた。

「……約束したじゃないですか」

「あんときゃ、ああでも言わないと、あんた納得しなかっただろ？」

　ジルは困った顔で言った。

「あんた、いくつ？」

「……十二です」

　誕生日の日を思い出す。ほんとうなら、あの日はたくさんのお客に囲まれ、綺き麗れいなドレスを着て笑っていたはずだった。大きなドラゴンケーキを思い出す。そういえば、一口も食べていなかった。

　ドラゴンケーキの代わりに、キメラドラゴンを倒しに、こんな森の中に放ほうり込まれた自分の境遇が、未いまだよく信じられない。

「尋常じゃないよ。武者修行がつらいってのはまあ、わかるけど……、その年でどうして、死にたいだなんて思うのさ。なんか理由があるんだろ？」

「…………」

「黙ってたってわからないよ。人に殺しをさせようってんだ。ちゃんと理由を説明しなよ」

　シャルロットは、搾しぼり出すような声で言った。

「わたし、父を殺されたんです。母も薬で心を奪われました。今はもう、一人きりになっちゃったんです。そして、生き残ったわたしは……、ここの森でキメラドラゴンを倒せって言われました。じゃないと、母をどうにかするって。そんなの無理です。殺されるに決まってます。ドラゴンに敵かなうわけなんかない」

「だから、死ぬっていうの？」

「はい。あの人たちの思い通りの死に方で死ぬなんてまっぴら」

　シャルロットは、悔しそうな声で言った。

「ったく。貴族ってのは、えげつないことするんだね。どうせあれだろ？　お家騒動だろ？　誰だれが家を継ぐか継がないかで揉もめたんだ。そんなとこだろ」

「……そうです」

「確かにあんたは可哀かわい想そうだと思うよ。でも、やっぱり甘えてると思うね」

「甘えてなんかいません！」

　シャルロットは、悔しそうな顔で叫んだ。

「甘えてるよ。あんた、親を殺されて悔しくないの？　仇かたきを討つんだよ。どうせ死ぬんなら、戦って死にな。貴族なんだろ？　そのぐらいの意地を見せてごらんよ」

「戦いなんてしたことないもん！」

　シャルロットは絶叫した。その目から涙がこぼれる。

「母さんはどうすんのさ。心を奪われてたって、まだ生きてるんだろ？」

「…………」

　その通りだった。でも……、あれはもう母ではない。母の抜け殻だ。その母の姿を思うと、胸が潰つぶれそうになった。でも、かといって自分に何ができるというのだろう？

「母さんをほっといて死にたいだって？　親不孝もいいところじゃないか」

　シャルロットは、その言い方に激しい怒りを覚えた。怒りと悲しみが溢あふれ、思い切り泣きながら、シャルロットはジルの胸をぽかぽかと叩たたいた。

「なによ！　わかったようなことばっかり言って！　あなたみたいな狩人かりゆうどに、わたしの気持ちなんかわかるわけないわ！」

「わかるよ」

　ぽつりと、ジルは言った。

「……え？」

「あたしも、家族を殺された。この森をうろついている〝合成獣キメラ〟にね。言っただろう？　この森でずっと狩りをして生きてきたって。それはあたしだけじゃなかったんだよ」

「…………」

「貴族の研究所があるからって、この森は狩人仲間からも敬遠されてた。でも、あたしたちの家族は、そこを狙ねらってこの森に住み着いた。案の定、獲物には困らなかった。だけど……、人生ってやつは、どっかで帳ちよう尻じりが合うようにできてるんだね。昔……、三年前は、こんな洞どう窟くつじゃなく、もうちょっとマシな屋敷に住んでたんだ。ある日……、帰ってきたら、その屋敷がめちゃくちゃに壊されてた。あの〝キメラ〟どもがやったんだ」

　冷たい声で、ジルは続けた。

「そして……、家族だった〝もの〟が転がってた。まったく、随分と食い散らかしてくれたもんだよ。父は下半身がなかった。母は内臓を食われてカラッポだった。妹は……、手が一個しか残ってなかった」

　シャルロットは思わず吐いた。そんな残酷な話は見たことも聞いたこともなかった。

「まあ、こっちだって食うために森の獣を狩ってたんだ。お互いさまっちゃあ、お互いさまなんだろ。でもね、だからって納得しなきゃいけないって話でもないだろ？　弱いものは食われる。それが森の掟おきてだって、父さんはいっつも言ってたけど……。そんなのは森の理屈だ。あたしの理屈じゃない」

　ジルは弓を握り締めた。

「だからあたしは戦ってる。あいつらを全滅させるまで、森を出る気はない。死にたいだって？　あんたみたいなやつは、甘えてるんだと思う。逃げてるんだよ。事実から、目をそむけてんのさ」

「だって……、わたし、戦い方も知らない。それに、あなたみたいな強力な弓も持ってない。どうしろっていうの？」

　ジルはシャルロットの長い、節くれだった杖つえを指差した。

「弓ならあるじゃないか。あたしのより、何倍も強力なやつが」

　シャルロットは、己の杖を見つめた。メイジの証あかし……、魔法を唱えるための道具。でも、自分の〝矢〟は……、敵を射抜いたことはない。戦いで通用するなんて思えない。

　ジルは言葉を続けた。

「一個だけ転がってた妹の右手は、弓を握ってた。あんとき、あの子はまだ十歳だった。生きてりゃ、あんたのひとつ上だね。そんな子でも、戦おうとしてたんだ。引けもしない、弓を握ってね」

「…………」

「で、あんたはどうするんだい？　ヴァルハラとやらに逃げ込むかい？　でも、もし……、戦うつもりがあるんなら、〝狩り〟のしかたを教えてやるよ」

　シャルロットは、杖を握り締めた。頷うなずく。

　ほっとしたような声で、ジルは言った。

「なあに、あんたならできるよ。この四日、あんたは見事おとりをやり遂げたじゃないか」





第三章







　シャルロットは茂みに身を潜ひそめて息を殺していた。手には、節くれだった杖つえを握っている。

　はぁ、はぁ、はぁ……。

　気づくと呼吸が荒くなっていた。

〝冷静になれ〟と、ジルに注意されていたことを思い出し、シャルロットは呼吸を落ち着ける。今日はジルが〝獲物〟をこの場所まで引き寄せる手はずになっていた。時間がなかったために、罠わなは仕掛けられていない。自分の責任は重大だった。

　目の前に、ジルが躍り出てきた。ちらっとシャルロットの方を見やり、指を立てる。

　ジルの後を追い、〝合成獣キメラ〟が姿を見せた。熊くま……、のように見えた。だが、その腕は四本あった。ぶん！　と腕を振ると、そばにあった木がぶち折れる。すさまじい怪力だった。いったい、ここで研究をしていた貴族たちは、何を作ろうとしていたのだろう。

　ついで、そんなことを考える余裕があることに驚く。シャルロットは、妙な興奮に包まれながら、呪じゆ文もんを唱えた。

　矢を飛ばそうとした瞬間、熊が咆ほう哮こうをあげた。シャルロットはその咆哮に動揺した。〝氷の矢〟はわずかに狙ねらいをそれ、熊の肩にぶつかった。

　しまった。

　獣の厚い皮に阻はばまれ、氷の矢は滑って地面に落ちた。熊は唸うなり声をあげながら、四本の腕を持ち上げて、シャルロットに襲いかかろうとする。

　あの腕で殴られたら死ぬ！　シャルロットは咄とつ嗟さに呪文を唱え、ジャンプする。自分が先ほどまでいた茂みが、バラバラにはじけ飛ぶ。

　次の瞬間、熊の背中に矢が突き刺さる。ジルが放ったのだ。熊はそちらの方に顔を向けた。地面に降り立ったシャルロットは、再び呪文を唱える。氷の矢が、杖の先に浮かび上がる。

　今度は外せない。シャルロットは、再び熊がこちらを振り向くのを待った。慎重に狙いをつける。自分の非力な氷の矢が、あの熊に致命傷を与えられる場所はただ一箇所……、

〝目〟だけだ。

　当たるだろうか？　熊の目は小さく、まさに針の穴を通すような技術が必要だった。

　ううん、と、シャルロットは心の中で首を振る。

〝当てるのだ〟

　じゃないと、自分は生き残れない。生き残れなければ、父の仇かたきは討てない。それに、母も無事ではすまない。死にたがった自分を、シャルロットは恥じた。心を失ったとはいえ、母はまだ生きているじゃないか。

　恐怖に怯おびえ、そんなことまで忘れていた自分が情けない。

〝生きて帰って……、絶対に母さまの心を取り返すんだ〟

　氷の矢が、ひときわ青白く輝いた。振り向いた熊くまの顔に、伯父王の顔がダブる。

〝許せない〟

　父を奪った憎い男。自分に心を奪う毒を飲ませようとした男。そして、代わりに母の心を喪失させた男。

　シャルロットは、己の中に生まれた感情に気づく。それは怒りだった。氷のような、冷たい怒りが心を包んでいく。

　その怒りは、シャルロットを冷静にさせていく。

　今？

　まだだ。まだ……。

　グォオオオオオオオオッ！

　振り向いた熊はシャルロットを威い嚇かくするように吼ほえた。目の前の空気が震えたが、今度は怯えなかった。少女は、黒い小さな目に向けて氷の矢を放った。長い青髪が、矢の発した風になびいた。

　今までとは違う次元のスピードで矢は飛び、狙ねらい過あやまたず熊の目に突き刺さる。熊は二本の腕で、顔を押さえた。

「……ギュ……、グォオオオオァ……」

　呻うめきをあげる熊の〝合成獣キメラ〟を、シャルロットは呆ぼう然ぜんと見つめた。

　……当たった？

「とどめ！　早く！」

　ジルの叫びに、シャルロットは我に返る。




〝わたしの氷の矢が当たった〟




〝敵に通用した〟




　シャルロットは再び杖つえを取り上げ、呪じゆ文もんを唱える。先ほどのものより、太く眩まぶしい矢が浮かび上がる。

　できるような気がした。今なら、この分厚い熊くまの皮も貫けるような、そんな予感があった。杖つえを振り下ろす。熊の胸のど真ん中に、矢は突き刺さる。

　深々と、熊の胸板を氷の矢は貫いていた。

　くにゃっと、熊の体は地面に崩れ落ちた。




「あんた！　やるじゃない！」

　その夜、ジルはシャルロットを褒ほめた。

「ジルが注意をひいてくれたからよ」

　わずかに震える声で、シャルロットは言った。

「そうだけど、やっつけたのはあんたの〝矢〟だよ。あれはなんていう呪じゆ文もんなんだい？」

「ウィンディ・アイシクル。水蒸気を氷結させて、氷の矢を作り出すの」

「すごいね。なんにもないところから、武器を作っちまうなんてね。やっぱりあんたらメイジは、たいしたもんだね」

　にっこりと笑おうとして、シャルロットは手が震えていることに気づいた。

「どうしたんだい？」

「ちょっと震えてる……。でも平気」

「怖かったのかい？」

　心配そうに、ジルが覗のぞき込んできた。シャルロットは頷うなずいた。

「うん。でも、それだけじゃない。生き物を殺すのは初めてで……」

　魔法で生き物の命を奪うのは初めてだった。それがたとえ、〝合成獣キメラ〟だとしても……。昨日まで、あの生き物は生きていた。物を食べ、歩き、そして眠っていた。

　でももう、それをすることはできない。

　可哀かわい想そうと思うより、自分がそれを行ったのだということが、重く心にのしかかる。

　震えているシャルロットに、ジルは言った。

「そういうことよ。生きるってことは、別の命を奪うことなの。あたしたち猟師は、誰だれよりそれを知ってる」

　だから、ジョゼフは父の命を奪ったのだろうか、とシャルロットは思った。生きるために、父の命が必要だったのだのだろうか。

　だが……、どんな理由があろうが許せない。

〝わたしもそうだ〟

　と、シャルロットは思った。生きるために、伯父ジヨゼフを殺す。

　できるのだろうか？　とシャルロットは思った。ほんの一週間前までだったら、そんなことは想像すらしなかったに違いない。

　でも……、自分の魔法は〝合成獣キメラ〟を倒すことができた。

〝できる〟

　わたしには、きっとできる。

　シャルロットは、こくりと頷うなずいた。




　それからの一週間……、ジルがシャルロットに教えたのは、待ち伏せだった。〝合成獣キメラ〟の通り道に隠れて、じっと通りかかるのを待つのだ。

　獲物が通りかかるまでひたすら待つ。ジルはとにかく、気配を殺すことをシャルロットに言い聞かせた。

「獣は人の気配に敏感だからね。とにかく、自分が森の一部になったつもりでひたすらに耐えるんだよ」

　待ち伏せの際、ジルは火薬矢を使わなかった。火縄の匂においで、待ち伏せが台無しになるからだった。その代わり、毒矢を使用した。シャルロットの氷の矢を見て、ジルは羨うらやましそうにため息を漏らした。

「貴族はいいね。〝矢〟に火薬をつけたり、毒を塗ったりしなくても、強力な武器を扱えるんだから……」

「そうかな？」

「うん。あんたたちメイジは、あたしたちが逆立ちしてもできないことを、軽々とやり遂げちまう……。あんた、知ってるかい？」

「え？」

「初めて会ったとき、あんたはただの怯おびえた少女だった。キツネにだって、やられちまうような、そんな雰囲気だったよ。でも、今はどうだい？」

　ジルは、嬉うれしそうにシャルロットの肩を叩たたいた。

「立派な狩人かりゆうどの目つきをしてる。それだけじゃない、強力な〝矢魔法〟だって扱える。たいしたもんだよ。あんたら貴族が威張るのも、わかる気がするよ。やっぱり、あんたたちは普通じゃないんだ」

　シャルロットは、恥ずかしげに顔を伏せた。確かに、心の中であの怒りが生まれてから、自分は変わったと思う。いつだか、家庭教師の先生に、『魔法の力は感情の強さに比例する』というようなことを教わったことがある。

　恐怖で抑えつけられていた怒りが目覚め……、自分は〝狩人〟として覚かく醒せいしつつあるということなんだろうか？

　そんな自分は想像できなかった。でも、もう〝合成獣キメラ〟を見て震えることもなくなった。この待ち伏せで、シャルロットとジルは三頭もの〝合成獣キメラ〟を倒していた。

　そのときだった。

　ずしん！　と地面が響いた。

　ジルは真顔になり、シャルロットの頭を掴つかんで地面に押しつけた。

「ど、どうしたの？」

「しっ！　来たよ。とんでもないのが……」

　草を踏み分ける音とともに、巨大な獣が姿を現した。伏せたタバサには、目の前を通り過ぎて行く大きな足が見えた。赤黒い鱗うろこに包まれた大きなトカゲの足……。それが図鑑で見た〝竜〟の足だと気づくのに、時間はかからなかった。

　その足がかもし出す雰囲気に、シャルロットは震えた。

「……あんたが倒せって言われたやつさ。キメラドラゴンだ。この森の主だよ」

　これがキメラドラゴン？

　シャルロットは恐る恐る顔を持ち上げた。そこに現れた胴体を見て、あまりの禍まが々まがしさに言葉を失う。

　その胴体からは、無数の〝頭〟が生えていた。

　馬の首があった。

　豚ぶたの首があった。

　豹ひようの首があった。

　熊くまの首があった。

　狼おおかみの首があった。

　人らしき首があった。

　その他ほか、様々な首が、それぞれに呻うめきをあげていた。シャルロットは思わず目をつぶり、耳をふさいだ。なんて気持ちの悪い生き物だろうか？

「あいつは食った獣を取り込んで、それとそっくりな頭を生やすのさ」

　全長は十メイルほど。それほど大きな個体ではない。

　だが、身体からだから無数の獣の頭を生やした不気味な火竜……。それが〝キメラドラゴン〟だった。ただ見ているだけで、恐怖で身体が溶けてしまいそうだった。

「……あたしもこんなに近くで見るのは初めてだよ。ん？」

　その瞬間、シャルロットの頭を押さえていたジルの手が、何かに気づいたように強こわ張ばった。そして、震えだす。

　シャルロットは思った。

　あの気丈なジルも恐怖に怯おびえているんだ……。

　多少、〝合成獣キメラ〟を倒したからって浮かれていた自分がバカだった。いったい、こんな……、見るだけで恐怖で吐きそうになる生き物と、どうやって戦えというのだろう？

　この世には、絶対に勝てない生き物が存在する……。今、目の前を歩き去ろうとしているキメラドラゴンは、まさにそのひとつに思えた。




　その夜……、ジルはあまりしゃべらなかった。いつも饒じよう舌ぜつなジルが寡か黙もくになるのは珍しい。

　シャルロットが「どうしたの？」と尋ねてみても、ただ首を振るばかり。

　月明かりの差さない洞どう窟くつの中は、夜になると真っ暗になってしまう。明かりが漏れることを嫌い、ジルは夜間、洞窟の中で火をほとんど使わない。

　でも、今日は違った。

　ジルは明かりが漏れないように、周りを板で覆った油皿に、火を灯ともした。ゆらゆらと蠢うごめく、淡い光に照らされて、ジルの精彩を欠いた顔が洞窟の中に浮かび上がる。

　その明かりを見つめているジルは、なんだか随分と幼く見えた。

「ねえ」

「ん？」

「ジルっていくつ？」

「十九だよ」

　三年間、ずっとジルは一人で戦ってきたという。つまり十六歳から、ずっと一人で……。それがどういったことなのか、シャルロットには想像できなかった。それほどに心の強いジルがこれほどに落ち込んでいる。

「あたし、あいつをやる」

　ぽつりと、つぶやくようにジルは言った。一瞬、なんのことかわからなかった。

「あいつって？」

「キメラドラゴンだ。決まってるだろ？」

「本気？」

　シャルロットはそう言った。自分はあれを退治してこいと言われたが……、あの姿を見たら、そんな気は失うせてしまっていた。

　でも、自分に〝狩り〟を教えてくれたジルを手伝わないわけにはいかない。それに、あいつを退治できなければ、城に帰ることはできない。母が心配だった。

　いつまでもここにいるわけにはいかないのだ。

「……わかった。手伝うわ」

「いい。あたし一人でやる。あんたは、あたしがあいつを倒したら、偉い人にこう報告すりゃいい。『自分が倒しました』ってね」

「そんな！　無理だよ！　二人でかかったって勝てるかどうかわからないのに！　一人でなんて！」

「いいんだ！」

　ジルは絶叫した。

「よくないよ！　だって、ジル言ってたじゃない。『そんなやつに出くわしたらどうしようもない』って。あんなの無理だよ。一人じゃ、絶対に勝ち目なんかない！」

　するとジルは、搾しぼり出すような声で言った。

「あいつだったんだ」

「え？」

「あいつが妹を食べたんだ！　あいつの胴体から、妹の頭が生えてた！」

　ジルは唇を強くかんだ。切れて、血が流れる。シャルロットは言葉を失った。

「だから……、手を出すな。これはあたしの戦いなんだ。これだけはあたし一人でやらなくちゃいけないんだ。わかるだろ？」

　シャルロットは何か言おうとした。でも……、ジルのその迫力に何も言えなくなってしまう。思わず泣きそうになってしまい、シャルロットは唇をかんだ。

「ありがとう。あんたのその気持ちだけ受け取っとく。まあ、これを見てよ」

　ジルは、洞どう窟くつの奥にあった箱を持ってきた。そこから、何かを取り出す。それは……、キラキラと光る一本の矢だった。

「安心しなよ。あたしだってバカじゃない。いくら頭に血が上ったからって、負ける戦いをするつもりはない。こういうときのために、用意をしておいたんだ」

　ジルはシャルロットにその矢を見せてくれた。

　やじりから、うっすらと水煙が立ち上っている。手を近づけると、鋭い冷気が肌を刺した。氷の塊を、そのままやじりにしたかのようだった。

「〝凍矢アイス・アロー〟って言うんだ。マジックアイテムさ。金貨二十枚もしたよ。刺さった対象を一瞬で凍りつかせる、恐ろしい矢さ。あいにく、一本しかないけど、なに、外すもんか」




　翌朝……、ジルはここにいろとシャルロットに言い残して、洞窟を出て行った。心配になったシャルロットは、そのあとをこっそりとつけた。

　昨日シャルロットと二人、身を隠した場所を基点にして、ジルは〝キメラドラゴン〟の足跡を探っていく。

　足跡は、大きな洞どう窟くつに繋つながっていた。直径が四メイルはあろうかという、巨大な洞窟だった。どうやらここが、あの〝キメラドラゴン〟の巣のようだった。

　ジルは枯れ木や生木を、その入り口の前に積み上げ、そこで焚たき火びを始めた。生木から猛烈な煙が舞い起こり、洞窟の中へと吸い込まれていく。

　しばらくすると……、洞窟の奥から、獣の鳴き声が聞こえてきた。

　いくつもの獣の鳴き声が重なり、洞窟の壁に反響して、ジルの背後に潜ひそむシャルロットの耳にも届いた。それはまるで、地の底から這はい上がってくる亡者の叫びのようだった。

　その声に、シャルロットは身を縮こまらせる。

　だが、ジルはまったく怯おびえずに、真正面から〝キメラドラゴン〟に対たい峙じしていた。矢をつがえ、ゆっくりと引き絞る。

　いつもと変わらない、一連の動作だった。その姿は、シャルロットが見てきたどんな彫像よりも美しかった。

〝矢を放つ〟

　ただひとつの目的のために鍛きたえ上げられた身体からだが、まったく無駄のない動きで、現れたキメラドラゴンに狙ねらいをつける。

　キメラドラゴンは、自分の目の前で矢を構える人間に気づいたようだ。咆ほう哮こうをあげる。その咆哮に気おされ、さしものジルも、恐怖に襲われたようだ。その身体が凍りつく。

　シャルロットは目を見開いた。キメラドラゴンは、ブレスを吐こうとしてか、大口を開ける。だが……、その能力は失われているようだ。空むなしく呼気が漏れる。

　その瞬間、我に返ったジルは矢を放った。

　白く光る〝凍矢アイス・アロー〟が、キメラドラゴンの頭に吸い込まれていく。

　グォロオオオオオオオオオオッ！

　ブレスを諦あきらめたキメラドラゴンは咆哮した。ついで、飛び込んだ〝凍矢アイス・アロー〟が喉のどの奥に突き刺さる。やじりに込められた魔法が発動し、突き刺さった部分が氷結する。放射状にその氷結は延び……、頭全体を凍りつかせた。

　一瞬の間があり……。

　ピキッ……、と凍りついた頭に亀き裂れつが走り、バラバラにはじけ飛ぶ。

　ジルの顔が、安あん堵どにゆるむ。

　ほっとして、弓を下ろした次の瞬間だった。

　キメラドラゴンの腕が伸び、ジルを吹き飛ばした。

　ジルはしたたかに地面に打ち据えられた。

　シャルロットは咄とつ嗟さにジルに駆け寄った。横目でキメラドラゴンを見ると、頭を吹き飛ばされたにもかかわらず、未いまだ立っている。

　すると、ぼこっと音がして、胴体から肉塊が盛り上がった。もこもこと粘土のように、かたちをとり始める。どうやら、新しい頭が生まれつつあるようだ。

　とりあえず今は逃げるのが先決だ。

　シャルロットはジルを抱えると、〝フライ〟を唱えた。




　なんとかジルを離れた茂みの中まで運び込んだ。ジルの口からは荒い息が漏れ続けている。見ると、腹部に大きな裂傷があった。キメラドラゴンの鋭い爪つめがつけた傷だった。シャルロットは慌てて水魔法を唱えた。だが……、自分の拙つたない水魔法では、傷をふさぐことは到底かなわなかった。

「……シャ、シャルロット」

「しゃべらないで」

　シャルロットの目から涙がこぼれる。

　何が魔法だ。怪け我が一つ治せないで、何が貴族だ。

　しかし、この傷はどうにも致命傷だ。どんな高位の水の使い手に見せたって、首を振るに違いない。

　ジルの顔から、血の毛がうせていく。流れ出る血とともに、ジルの命も消えようとしている。もどかしげに、シャルロットは唇をかんだ。何もできない自分が情けない。

　蒼そう白はくな顔で、ジルは尋ねた。

「……あたしの矢、どうだった？　あいつを、やっつけた？」

　シャルロットは言葉に詰まった。確かに竜の頭を吹き飛ばしたが……、あのバケモノにはそれが致命傷ではなかったようだ。あいつは、再び頭を生やしつつあった。

　だが、そんなことはジルに言えない。シャルロットは頷うなずいた。

「やっつけた。やっつけたわ。ジルの矢、あいつを、吹き飛ばした。さすがだよ」

　するとジルは、唇の端に笑みを浮かべた。

「そう……、よかった……。あのね？」

「うん」

「あたし……、ほんとは猟師になんかなりたくなかった。こんな森にしがみついてる家族が嫌いだった。だから、家を出て街に行った。でも、奉公も続かなくて、すぐに帰ってきたの。そしたら、家がなくなってた。家族が殺されてた。あたしは家を捨てたから、生き残ることができたの」

　その目が、徐々に焦点を失っていく。

「しゃべらないで……」

　シャルロットはそれしか言えなかった。ジルの口から血が溢あふれて、頬ほおを伝う。それでもジルはしゃべるのをやめなかった。

「そんなあたしだったから……、自信がなかったの。ほんとは、できるなんて思ってなかった。でも……、人間ってすごい……。死ぬ気でやったら、大概のことができるんだわ……。〝合成獣キメラ〟だけでなく、あんなバケモノキメラドラゴンまで……」

　ジルは激しく咳せき込んだ。

「……ねえシャルロット。だからあんたにもできるよ。ただの平民のあたしにだって、キメラドラゴンやっつけることができたんだ。……貴族のあんたになら、きっとできる。父さんの仇かたきを討つことだって……、母さんの心を取り返すことだって……」

「ジル……」

「……あんたはもう、立派な狩人かりゆうどだよ」

　ジルは目を閉じた。それきり、もう、咳き込まなかった。




　翌朝。

　シャルロットは再びあの洞どう窟くつの前までやってきていた。黙々と枯れ草や枯れ木を拾い、洞窟の前に積み上げていく。

　シャルロットは、魔法の〝発火〟を用い、枯れ草に火をつける。火は燃え上がり、枯れ木に移り、上にかぶせた生木をいぶした。猛烈な煙が、巻き上がる。

　シャルロットは魔法で風を操り、煙を洞窟の中へと送った。

　ゆらゆらと蠢うごめく炎を見つめるシャルロットの顔は、まったくの無表情だった。

〝許せない〟

　いろんなことが許せなかった。父を殺し、母の心を奪った伯父王。それを見ていることしかできなかった自分。そして、ジルを殺した〝キメラドラゴン〟。

　洞窟の奥から、獣の咆ほう哮こうが聞こえてくる。ずしん、ずしんと、地響きが自分の両の足に届く。シャルロットは、ふわりと飛ぶと、離れた茂みの中に身を隠した。

　洞窟の中から〝キメラドラゴン〟が姿を見せた。この世のものとは思えない、無残な姿をしていた。シャルロットは、この姿をジルが見なくてよかった、と思った。

　キメラドラゴンの中心から生えた頭は、ジルによく似たものになっていた。

　大きな人間の頭。おそらくはジルの妹のものであろう、その頭をシャルロットはしっかりと見据えた。

「いたい……、いたいよう……」

　すすり泣く子供のような声が、〝ジルの妹キメラドラゴン〟の口から漏れる。

　意識が残ってるわけではないだろう。ただ、生前の動きを繰り返しているだけなのだろう。胴体に無数についた他ほかの頭と同じように……。

　つい昨日なら、こんなものを見てしまったら自分は恐怖に身をすくませたに違いない。だが、今は違う。今まで恐怖に押しつぶされるだけだった〝怒り〟が、恐怖を上回っていた。

　冷えた怒りが、シャルロットの心を幾重にも包み、目の前の現実から守ってくれていた。

　氷のような冷たい怒りだった。

〝あいつを倒せ〟と、シャルロットの心のどこか冷静な部分が命令する。

　シャルロットは呪じゆ文もんを唱え始めた。

　敵から己の姿が見えないように、慎重に身を隠したままで……。

　口ずさむ呪文は、いつか本で読んだ高位のスペルだった。

　自分のレベルでは、まともに完成させることなどできないかもしれない、などと、そんなことは微み塵じんも考えなかった。

　ただ、あのキメラドラゴンを一瞬でしとめるには、身体からだの内部まで攻撃を届かせる必要がある。その判断が、自分にそのスペルを唱えさせた。




　ラグーズ・ウォータル・イス・イーサ・ウィンデ




　杖つえの先に現れたのは、氷の矢などというちっぽけなものではなかった。太く、大きな氷の槍やりが、杖の先に生まれた。

〝ジャベリン氷槍〟だった。

　シャルロットは、そんな呪文を自分が唱えられたことを、まったく疑問に思わなかった。脳裏にあるのは、その槍を撃ち出すタイミングと、その場所だった。

　ほとんど自分の能力を使いきった〝ジャベリン氷槍〟を放てば、もう呪文を唱えることはできない。失敗は許されない。

　キメラドラゴンの呼吸音が大きくなる。

　自分の隠れたすぐそばを、歩いていく。

　獣の鳴き声に混じって聞こえてくる声……。

「いたいよう……、いたいよう……」

〝安心して〟

　シャルロットは心の中でつぶやいた。

　あなたの仇かたきと、お姉さんの仇は……、わたしが討ってあげるから。

　パズルを解くように、シャルロットの頭は回転した。あらゆる攻撃方法と、自分の実力を計算する。それは眠っていた戦士の本能だったのだろうか。それとも、極限の体験が、自分にそれを短期間で与えたのだろうか……。

　どちらなのかわからない。そのどちらでもないのかもしれない。

　だが、今はそんなことはどうでもよかった。ただ、最適の〝結論〟だけがあればよかった。自分のそんな冷静な部分が下した〝結論〟に、シャルロットは忠実に従った。

　すると、身体からだは自然に反応した。

　なんと、シャルロットは隠れた場所からいきなり立ち上がったのである。

　それがシャルロットが下した結論だった。

　当然のように、〝キメラドラゴン〟は反応し、咄とつ嗟さに身体をこちらへと向けた。

　おそらくブレスを吐く能力は失われているのだろう。だが、それでもキメラドラゴンは咄嗟に口を開いた。まっすぐに、シャルロットに向けて……。

　シャルロットは、ジルとの戦いの中で、〝キメラドラゴン〟のその癖を覚えていた。

　自分、キメラドラゴンの頭、首、胴体を繋つなぐ点が、一直線に並んだその瞬間を、シャルロットは逃さない。

　赤い鱗うろこに包まれた、巨大な少女の口こう腔こうに、シャルロットは〝ジャベリン氷槍〟を叩たたき込んだ。全長二メイルに達しようかという氷の槍やりが、キメラドラゴンの口腔内に飛び、喉のどを裂き、胴体の中の胃袋に突き刺さり、そこでバラバラにはじけ飛ぶ。

　氷の破片が、内部からキメラドラゴンの身体を破壊した。ごぽっと、〝少女〟の口からどろどろの体液が漏れた。そのまま、どう！　と地面に倒れる。

　何度か痙けい攣れんして、キメラドラゴンは動かなくなった。




　ジルの墓までやってくると、シャルロットはポケットの中からキメラドラゴンの鱗を取り出し、墓ぼ標ひよう代わりに立てた弓の真横に置いた。

「あなたがわたしに狩りを教えてくれた。だからジル、あいつは……、あなたが倒したのよ」

　それからシャルロットは、思い直したようにその鱗を取り上げる。見事な長い青髪を、鋭いその鱗で断ち切った。それから再びシャルロットは鱗を墓に供えた。

　風が、切られた青髪を森の中に舞い散らしていく。

　その髪の行方を見届けることもせず、節くれだった杖つえを握り、シャルロットは歩き出した。

[image: ]

　ヴェルサルテイル宮殿のプチ・トロワで、イザベラはぼんやりと天井を見つめていた。

　二週間ほど前に送り出したシャルロットは未いまだに帰ってこない。わかりきった結果だった。もともと、その死を願って送り出したようなものだ。

「まあ、それはそうよね。あの子に、キメラドラゴンが倒せるわけがないわ」

　一人つぶやいて、物憂げに爪つめを磨き始める。

　ゆらりと、居室と廊下を隔てる緞どん子すが揺れて、少女が姿を見せたときもイザベラは爪を磨いていたために気づかなかった。

　どすん！　と大きな音がしてイザベラは振り向く。

　床に落ちたものを見て、息を呑のむ。

「ひっ……」

　それは……、布に半分包まれたドラゴンの爪だった。

　その横に、小さな足が見えた。おそるおそる見上げてみると、そこに死んだものとばかり思っていたシャルロットが突っ立っている。

「……お前」

　見るも無残な格かつ好こうだった。赤い上衣はところどころが破れて、シャルロットの白い肌がむき出しになっている。白かった乗馬ズボンは泥と血にまみれて、ぐずぐずになっていた。長かった青髪が短く切られていた。

　イザベラは、床に転がった爪つめとシャルロットを交互に見つめた。それから、しゃがんで確かめる。爪は間違いなく、キメラドラゴンのものだった。

　イザベラの顔に、生気が蘇よみがえっていく。ついで、その顔が怒りに歪ゆがんだ。

　シャルロットに近寄ると、イザベラはしゃがんで顔を覗のぞき込んだ。

「おかえり。よく帰ってきたじゃない」

　誰だれかに手伝ってもらったのだろうか？　しかし……、シャルロットに協力しそうなオルレアン公派の貴族は根こそぎ捕まえ、投獄するか、恭順を誓わせた上で見張りをつけてある。どういった手を使ったものか、シャルロットが任務を果たしたことは間違いないようだった。

「何で倒したのさ？」

　尋ねると、シャルロットは短く答えた。

「〝ジャベリン氷槍〟」

「まさか！　ジャベリンはライン・スペルだよ？　ドットのお前に……」

　そこまで言ったあと、イザベラはシャルロットが纏まとう空気に気づいた。その顔からは、一切の表情が消えていた。いつも朗らかに笑っていた口は堅く閉じられ、よく涙を流していた目はぴくりとも動かない。

　その小さな身体からだは、研ぎ澄まされた一本のナイフのようだった。この二週間のあいだ、想像を絶するような体験をしてきたのだろう。その体験が……、泣くことしかできなかった少女を、何か別のものに変えていた。

「なるほど、あんたもあのオルレアン公の娘ってわけだね。さすがは王家の血が流れているってわけだ」

　イザベラは憎々しげにシャルロットを見つめた。その目には嫉しつ妬とと怒りが渦巻いていた。城に勤める女官なら、イザベラにそんな風ににらまれただけで、泣き出してしまうだろう。だが、シャルロットは違った。まったく表情を変えなかった。

　イザベラは気け圧おされたように顔を背けた。それからつまらなそうに両手を持ち上げ、首をすくめる。

「ちっ……」

　舌打ちをすると、テーブルに近づき、中から何かを取り出した。それをシャルロットの前に放ほうる。それは、一枚の羊皮紙だった。

「褒美だ。とっておきな」

　シャルロットはそれを床から取り上げた。〝シュヴァリエ〟の任命状だった。

「あんたは今日から、わたしの召使いになるんだよ。せめて肩書きがなくっちゃ、仕事の一つも任せられないからね」

　シャルロットは、それをなんの感慨も込められていない目で見つめ、

「母に会わせて」と言った。

「隣にいるよ。ああ！　まったく！　毎日毎日、うわごとばかり繰り返してうっとおしい！　早いところ屋敷に連れて帰っておくれ！」




　シャルロットは、居室の隣に作られた、召使い用の小部屋へと向かった。粗末なベッドに寝かされた母がいた。シャルロットが部屋に入ってくると、母は怯おびえた顔になった。

「わたしのシャルロットを奪いにきたのね！　帰れ！　帰りなさい！」

　母は、そう叫ぶと、手近なものをシャルロットに投げつけた。コップや枕まくらが、シャルロットを襲った。

　まったくそれらを避よけるそぶりすら見せずに、シャルロットは母を見つめ続けた。

〝安心して、母さま。わたしが必ず、その心を取り返してあげる。そしていつか父さまの仇かたきを……〟

　母は、傍らにあった人形を抱きしめた。

「おおおお……、シャルロット……。安心して……、母さまがずっと守ってあげますからね……」

　シャルロットが妹のように可愛かわいがっていた人形だ。どうやら母はそれを、自分だと思っているらしい。だが、そんな姿を見ても、涙は流れなかった。

　ただ、冷たい怒りが心と身体からだを包んでいく。

　冷たい怒りは、嵐となって心の中を吹き荒れた。だが……、凍りついたようにその表情は動かない。

　イザベラが部屋に入ってきた。

「そうそう。もう一つあんたに言っておくことがあった。今後、あんたはシャルロットっていう名前を捨てるんだ。今のあんたはもう、王族じゃないんだからね。名前ぐらいはあんたに選ばせてやる。今決めな」

　シャルロットは、母がかき抱いた人形を見つめた。母はずっと、かつてシャルロットが〝タバサ〟と名づけたその人形に呼びかけている。

「おお、シャルロット……。わたしのシャルロット……」

　そうだ。シャルロットはあそこにいるのだ。夢の国で、母に守られている。ならばわたしは、人形になろう。物言わぬ人形に。心のない人形に。

　いつか……、母が心を取り返すその日まで、わたしは人形になろう。

「どうしたんだい？　さっさと決めるんだよ」

　シャルロットは目をつむり、その名を口にした。

「タバサ」





あとがき







　タバサの三巻です。無口な少女を主人公にして、物語を書くというのがここまでしんどいとは思いませんでした。小説で無口って、あんまりやっちゃいけないね。三点リーダーが多いセリフばっか書いてると、心がどんどん曇っていきます。ちなみに三点リーダーというのはこれです→……。きゅいきゅい鳴いてるドラゴンがいなかったら、タバサの話はほんと無理だったね。というわけで、今回はそんなシルフィードとの出会いや、タバサ誕生の秘話などが語られる、魅惑のストーリー満載といった感じに仕上がっています。

　まあでも、本編では脇わき役やくのキャラクターを使って、別の話を作るというのも、なかなか楽しいものですね。余裕があればほかのキャラクターの話もやってみたいです。僕は挑戦が好きなので、無口を通り越し、いっそ無生物。

　個人的には、そうですね、ルイズの握っている杖つえ。彼の話をやってみたい。杖が主人公。杖ですから、しゃべれません。もう、無口どころの話じゃないです。




　今日もルイズさまに握られた、この杖のおれは、ルイズさまに握られて、ああ、今日もまた呪じゆ文もんなどといふつまらぬものを吐き出すのだ。ルイズさまは、今日もお怒りで、なにやら洗濯の具合がよろしくないというので、お怒りで、杖を握った手は震え、かすかに震え、その震えがおれの足のつまさきからあたまのてっぺんまで駆け抜けて、そうするとこの杖のおれは、ああ、小汚い杖のおれは、ルイズさまの呪文の発動体たるこのおれは、ぴかりと光るなり、マナの塊ほとばしりて、ああ、先端より吐き出したるマナの塊が、あの使い魔を打ちてしやまん。伝わっておるでしょうか。おれは杖だから、日本語があまりうまくない。おれは杖だから、心のうちをうまく語れない。ああ、おれはしがない杖だから、ルイズさまのたおやかな指、その指の繊細さを読書諸兄に伝えるすべをもたぬ。どうしておれは杖なのだろう。なにゆえ、おれは杖などというつまらぬものに生まれてしまつたのだろう。ああ、せめてこの身が蟲であつたなら。蟲であつたならよ……。




　こういう独白が続くわけ。延々。タイトルは『杖』。明朝体。表紙もなぜかこれだけ深緑。売れるか売れないかで言ったら〝売れない〟。さてこの企画、通るか通らないかで言ったら〝通らない〟。僕にもまあ、そのぐらいのことはわかる。

　皆さんありがとうございます！　そんではまたです。
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